

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あははっ、先生！　ダメですっ、そこはくすぐったいです！」

「──ちょっ、バカハル!?　変なとこさわんないでよ！」

「にゃあ……いまのにいさまの手つき、すごく気持ちいいにゃ♡」




　十二月三十日の昼下がり。自室のベッドにて。

　清せい楚そな黒髪ロリこと──────二に条じよう藤とう花か。

　ツンデレなツインテロリこと──丹たん沢ざわ千ち鶴づる。

　中二なネコミミロリこと────小こ森もり紗さ奈な。

　私服姿の三人に協力してもらい、俺、天てん堂どうハルは『ききロリ』のトレーニングに励はげんでいた。

「よし、もう一セット頼む！」

「はいっ」「にゃあっ」「……もう、しょうがないわね」

　ロリたちの身体からだはちょっとずつではあるが、確実に成長していくからな。

　その変化についていくためには、こうした日々の努力が不可欠だ。

　目隠しをした状態で、指先に意識を集中させる。

　すべすべでもちもちのロリ肌を、丁てい寧ねいかつ大胆になでなでする。

　呼吸や心しん拍ぱく。体温の変化。ほんのわずかににじむ汗。

　そういった情報も余すところなく読み取り、的確にロリたちの身体をききわけた。

　ふむふむ、なるほど。うん、みんな健康的でなによりだ。

「ふう……三人ともありがとう。今日はこのくらいにしておくよ」

　用意していたメニューをこなし、俺は目隠しを外して礼を言った。

　ロリたちは俺を囲むように座っており、それぞれのスタイルで労ねぎらってくれる。

「いえ、こちらこそありがとうございますっ。おつかれさまでしたっ」

　藤花は満面の笑みでぺっこりと頭を下げ、

「年の瀬でも訓練を怠おこたらない。さすがにいさまにゃ」

　紗奈は感心したように俺の肩をぽんぽんし、

「……まあ、熱心なのはたしかよね」

　千鶴はまだ余よ韻いんが残っているのか、ほんのり赤らんだ顔で吐と息いきをもらした。

「いや、それほどでもないよ。ヒモに『仕事納め』なんてものはないからな」

　謙けん遜そんで言っているわけではない。

　この程度、ロリフェッショナルなら当然のことだ。

　なによりやっていて楽しいし。

　おっぱいのイラストを描くのと一緒で、好きなことならトレーニングも苦にならない。

　と、そこで藤とう花かが思い出したように言う。

「そういえば先生、明日のことなんですけど……どうするか決めましたか？」

　明日……といえば、世間的には大おお晦日みそか。

　そして、オタク的にはもうひとつ重要なイベントがある。

　冬のコミックマーケット。すなわち冬コミの三日目だ。

　オリジナルの創作ジャンルで申し込んでいた俺たちのサークルも、この日にスペースをいただいていた。

　……しかし、ひとつ厄やつ介かいな問題があった。

　サークルチケットが三枚しかないことだ。

　今回頒はん布ぷする同人誌に原稿を寄せたのは、以下の五人である。

　俺（オリジナル漫画）。

　藤花（天てん堂どうハル作品のレビュー集）。

　千ち鶴づる（ヒモを養うメリットとデメリットの考察）。

　紗さ奈な（オリジナルラノベ）。

　麻ま耶やさん（メイド服の歴史について）。

　このうち三人はサークル入場できるけど、残りのふたりは一般参加者として入場しなければいけない。これは非常に難しい。ロリたちに譲ゆずってあげたいところだが、三人だけで入場させるなんて論外だし、かといって三人のあいだで格差ができるのも避けたい。

　小学生は三人で一枚にならないものかと、わりと真剣に思う。

　しかし、こればかりはどうにもならないだろう。

　今日まで先延ばしにしてきたけど……さすがにもう決めるしかないか。

　俺は断だん腸ちようの思いで、チケットの割り振りについて提案した。

「……わかりました。先生のご指示に従います」

「……まあ、妥だ当とうなところだと思うわ」

「……にいさま、すごくえらいにゃ。ぼくはにいさまを尊そん敬けいするにゃ」

　やや残念そうではあったけど、幸い三人は同意してくれた。

　ありがたい。愛いとおしい気持ちがこみあげてきて、順番にぎゅっと抱きしめた。







　というわけで、翌日。十二月三十一日の朝。

　俺はひとりで国こく際さい展てん示じ場じよう駅に降り立った。

　地獄のような行列を横目に、会場である東京ビッグサイトに入っていく。

　待ち時間ゼロで入場できるプレミアムチケットを持っていることに、優越感がないでもなかったが……やっぱり寂さびしさのほうが勝まさるな。

　でも、これでよかったんだ。ジャンケンやクジで決めるのもなんだか嫌だったし、公平を期すとなると、ロリたちにはあとから入ってもらうしかない。

　麻ま耶やさんは当然、三人に付き添うことを望む。俺としてもそのほうが安心だ。

　結果、消去法的にこうするしかなかった。

　せめて夕ゆ莉りちゃんでも来てくれたら……と思って、ダメ元で誘ってみた。

　が、帰省中とのことで、あえなく振られてしまった。サークルチケットを二枚も無駄にするなんて、オタクとしてこんなに歯がゆいことはない……。

　と、そんなことを考えているうちに、割り当てられたスペースに到着する。

　いわゆる『島中』と呼ばれる、特に目立つことのない場所だ。

　無機質なテーブルの上に、大量のチラシとパイプ椅い子すが置かれている。

　そしてテーブルの下には、大きめのダンボール箱が置いてあった。

　──お、ちゃんと届いてるな。印刷所の皆様に感謝だ。

　さて、どんな感じになっているか……？

　ドキドキワクワクしながら、さっそく開封した。

　なかには俺たちの努力の結晶、同人誌が入っている。

　一冊手に取ってみると、薄い本とは思えないしっかりとした重みがあった。

　合同誌なのでページ数が多め、ということを差し引いてもこの重さはふつうじゃない。

　藤とう花かたちが張り切って、最高級の仕様で注文したからな……。

　紙やインクにこだわったのはもちろん、なかにもふんだんにカラーページがある。

　ちょっとびびってしまうくらいの豪ごう華かさだ。

　ちなみに刷り部数は百部である。

「え、それだけですか……？」

「最低でも千部は刷っていいと思うにゃ」

　と、藤花と紗さ奈なが強気すぎることを言っていたけど、これは俺の意見を通させてもらった。べつに完売が目標というわけでもないが、やはり売れ残りの山ができるのは悲しすぎる。正直、百でも多いくらいだ。

　よって、会場に送ってもらったのは半分の五十部である。

　残りの半分は自分たち、家族、学校の友達、その他（親しい知人など）に配る用で、こちらは藤花邸ていに届くように手配していた。

　部数より若じやつ干かん揉もめたのは、値段についての話し合いだ。

「べつに儲もうけなんていらないし、安くしてあげたほうがいいんじゃない？」

　というのが千ち鶴づるの意見で、

「でも、先生の作品が載っているんですよ？　安売りするわけにはいきません」

　というのが藤とう花かの意見で、

「逆に、オリハルコンと交換はどうにゃ？」

　というのが紗さ奈なの意見だった。

　千ち鶴づると藤花の言い分はわかるけど、紗奈ちゃんはいったいなにが逆なんだろう。

　たぶん紗奈自身も深く考えてはいまい。まあ、なごむからよしとする。

　で、なんやかんやあって二千円に落ち着いた。

　果たしてこれが安いのか高いのか、正直俺にもわからない。

　仕様を考えれば破は格かくと言えるけど、プロの作品が載っているわけではないからな……。

　なんにしても、売り上げはしんどいことになるだろう。

　五部売れたらまずまず、十部売れたら大勝利といったところか。







「先生、おつかれさまです！」

「おつかれー」

「にいさま、ぼくが来たからにはもう安心にゃ」

「……おつかれさまです」
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　あたたかそうな冬服のロリたち＆麻ま耶やさんがやってきたのは、正午を過ぎた頃だった。

　寒いなか行列に並ばせたくなかったし、どうせ午前中は誰も来ないだろうと思い、昼から来るように言ってあったのだ。

「みんなもおつかれ。はい、これ」

　俺はにこやかに迎えて、まずは同人誌を手渡してあげる。

「わあ、ありがとうございます！」

「へえ、思ったよりいい出で来きじゃない」

「これはぐっじょぶにゃ！」

　ロリたちは笑顔をはじけさせ、さっそく表紙や中身をチェックした。

「……私は、あとで大丈夫です」

　麻耶さんは穏やかな笑みを浮かべ、楽しげな三人を見つめている。

　さすがというべきか、その選択は非常に正しい。

　本はいつでも読めるけど、ロリたちのこの笑顔はいまだけのものだからな。

　いや、ほんと。最愛の人が喜んでくれることほど、幸せなことってないよね。

　……ただまあ、残念なお知らせもあるわけで。

「それで、売れ行きのほうはどうなの？」

　と、本を閉じて訊たずねてきた千ち鶴づるに、俺は苦笑しながらこう答えた。

「端たん的てきに言うと──ゼロだな」

「…………え、ゼロですか……？」

「……にいさま、そういう冗談はよくないにゃ」

「そうよハル。いくらなんでもゼロってことは……」

　困惑した様子で、俺を見つめてくる三人。

　こんなことでうそをついてもしょうがない。真面目まじめなトーンで繰り返した。

「いや、ガチで。まだ一冊も売れてない」

「「「…………」」」

　あ、黙っちゃった。ビジネスでは常勝を誇ほこっているだけに……か、どうかはわからないけど、やっぱりこの結果はショックみたいだ。

「まあ、想定どおりだし、べつに落ちこむことはないって」

　俺は気楽に告げる。

「そもそもこれが簡単に売れるなら、俺はとっくに売れっ子になってるだろ？」

「……言われてみると、そうですね」

「……たしかに。ちょっと甘く見てたわ」

「にゃあ……おかげでにいさまの気持ちを理解できたにゃ」

　自じ虐ぎやくネタはあんまり好きじゃないけど、説得力はあったらしい。

　盛大に苦笑いしながら、ロリたちは現実を受け入れた。

　というか、もともと自分たちが楽しむための創作だからな。

　地味に心配していたが、そこまで大きなダメージもなかったようだ。

　すくなからずホッとして、言葉を続ける。

「それに、ここまで一冊も売れてなくて、むしろラッキーだと思ってるよ」

「え、なんでですか？」

　きょとんとする藤とう花か。

　千ち鶴づると紗さ奈なも『ん？』と言わんばかりに眉まゆをひそめていた。

　まあ、ラッキーはちょっと言いすぎだったか。売りたくなかったわけでもないし。

　だけど、

「だって、一冊目が売れる感動をみんなで分かち合えるじゃん」

　これはこれで、まぎれもない本心だった。

「……さすがにいさま。いいこと言うにゃ」

「ふふ、そうですね。わたしも素敵だと思います」

　紗奈と藤花はやわらかな笑みを浮かべ、俺の気持ちに同調してくれた。

　対して、千鶴の反応はシビアだ。

「でも、このまま一冊も売れなかったらどうするの？　感動もへったくれもないわよ」

「それは……大丈夫だよ。勝負はこれからだし」

　時間が経たつにつれて、大手サークルや企業ブースを巡り目的を果たした人たちが、すこしずつこちらに流れてくる。さほど期待もせず、なにか面白そうなものでもないかなーと。そういう物好きな人をつかまえるのだ。俺たちの本は豪ごう華かだし、見る人が見ればこれが破は格かくだとわかってくれる。まったく勝算がないわけでもない。

　なにより、売り子のレベルは間違いなくこの会場で一番だ。

　ちなみに、コスプレしてもらう案もなくはなかったが、俺の希望により普段どおりの格好となった。みんなのコスプレ姿をほかの人に見せたくなかったからな（紗奈のネコミミをのぞく）。

　ともあれ、冴さえないヒモしかいなかった午前中とは圧倒的な戦力差である。

　同人誌のなかでは高値なのがいささか不安要素だが……。

　まあ、何冊かは売れるだろう。というか売れてくれ。頼む。







　……しかしながら、そうそう都合よくいくわけではない。

　祈ったくらいで売れるなら、世の中に営業とか広告の概念は必要ないしな。

　それから一時間、なんの動きもなく過ぎていった。

　ちらほらこちらに視線を向けてくる人はいるのだけど、それはロリたちもしくはたわわ美女に目がとまっただけで、本に興味を持ったわけではなく、かといってナンパを試みようとする不届きものも現れなかったので、よくも悪くもスペースに近づいてくる人はいなかった。ひとりくらいは試し読みに来てくれてもよさそうなのにな……。

　もしや売り子のレベルが高すぎて、逆に近寄りがたいのか？

　だとしたら誤算も甚はなはだしいが、ありえないことではないと思った。この会場の紳しん士し淑しゆく女じよは奥手な人が多そうだし、藤とう花かたちはオタクの雑ざつ踏とうのなかにあってもまばゆいほどに輝いている。俺も知り合いじゃなければ、近づけるかどうか微妙なところだ。

　まあ、焦っても仕方ない。俺はトイレに行くため、いったん席をはずさせてもらった。







　無事に尿意を殲せん滅めつして、トイレをあとにする。

　早く戻りたい気持ちと会場内を歩きたい気持ちが交錯し、妥だ協きよう案としてまわりを眺めながら戻ることにした。

　できれば買い物もしたいのだけど、今回は通販オンリーで済ます予定。

　前述のとおり、同人誌よりみんなと過ごすほうが大事だからな。

　俺はオタクだけど、その前にロリのヒモなのだ。

　なんて意識高いことを考えつつ、てくてく歩を進めていく。

　そして、スペースの十メートルほど手前で。

　ちょっとした奇跡が起こった。

「……ん？　あれ、もしかしてキミたち……？」

　ひとりのお姉さんが藤花たちの前で足を止め、遠えん慮りよがちに声をかけた。

　二十代半ばくらいのとても優しそうな美人だ。ただし服装は完全に実用性重視の地味なもので、富ふ士じ山さん登頂時にも使えそうなリュックサックを背負っている。アニメのイラストが描かれた大きな紙袋も手にしていた。

　いかにもコミケ戦士といった出いで立たちに、俺は一瞬で親近感を抱いた。

　──いや、そんなことよりこの人、どこかで見たことがあるような……。

　距離を置いたまま観察し、記憶を辿たどる。

「──あっ、夏コミでお会いしたお姉さん！」

　答えを出す前に、藤花が正解を口にしてくれた。

　ああ、そうだ。思い出した。制服に特化したイラスト集を出していたお姉さんだ。

　外見どおり親切な人で、ロリたちがろくでもない男の被害に遭っていると勘違いして、通報されかけたのだった。

　お姉さんにも印象的な出で来き事ごとだったようで、ロリたちのことを覚えていたらしい。

　まあ、コミケで小学生三人組ってだけで目立つからな。

　逆に、お姉さんの顔を覚えていた藤とう花かはさすがである。

「そうそう、やっぱりキミたちか！　また会えてうれしいよ！」

　お姉さんは破は顔がんして、テーブルのそばまで歩み寄った。

「なになに、今回はサークル参加してるの？」

「はいっ、自分たちで同人誌を作ったんです！」

　と、藤花が愛あい想そよく答え、

「もしお時間があったらご覧になってください」

　と、千ち鶴づるが押しつけにならない程度に勧すすめた。

「あ、いいの？　見たい見たい」

「どうぞにゃ♡」

　紗さ奈ながすかさず両手で本を差し出した。

「荷物はテーブルに置いてだいじょうぶにゃ」

「うふふ、ありがとー。それじゃあお言葉に甘えて」

　ネコミミ少女の接客に微笑して、お姉さんは紙袋をテーブルの端に置いた。

　そして本を受け取り、驚きに目を見張る。

「──って、なにこれすごっ!?」

　売る側でもあるだけあって、瞬時に仕様の豪ごう華かさに気づいたようだ。

　ごくりと息をのみ、食い入るように表紙を見つめる。

　それから丁てい寧ねいにページをめくっていった。

　しばらく無言が続く。

　ロリたちは緊張した面おも持もちで、お姉さんの反応を見守っていた。

　俺もドキドキしながらその場で待つ。どうかほしいと言ってくれ……。

　ずいぶん長く感じたが、実際には一分くらいだろう。

　やがて、彼女はおずおずと口を開いた。

「…………え、これ、おいくら？」

「二千円にゃ」

「──やすっ!?」

　紗奈の答えに、お姉さんは再び驚いた。

　そのリアクションに、俺は思わずニヤリとする。

　そう、安いんだよ、二千円でも。わかってくれて、正直かなりうれしかった。

「え、そんな値段でいいの？」

「はい。自分たちが楽しむためにやってますから」

　藤花が朗ほがらかにうなずく。

「はぁー。すごいねぇ……さてはキミたち、石油王の娘だな？」

　本気で言ったわけでもないだろうが、お姉さんの予想はわりといい線いっていた。

　だが、単なる資産家の娘だとは思ってほしくない。

　この三人がすごいのは、ちゃんと自分たちで稼いでいるってことだ。

　藤とう花かは如じよ才さいなく微笑ほほえむ。

「ふふ。あいにくうちの両親とも、油田は持っていませんね」

　それ以外のものならだいたい持っている、と俺は勝手に解かい釈しやくした。

　なにしろ藤花のご両親だ。宇宙船を持っていても驚かないね。

「うちも油田はないですねー」「ぼくんちもにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なも否定する。

　そりゃそうだろって感じだが、冗談を言っているトーンではない。

　つまり、ロリたちにとって油田を所持しているかどうかは日常会話の範囲なのだ。

　てか、クラスメイトとかにガチでいそうだもんな。石油王の娘。

「それより、よかったら一冊いかがでしょう？」

　天使も自信をなくしてしまいそうなとびきりの笑顔で、藤花は言う。

「以前お世話になりましたし、お姉さんにはぜひプレゼントさせていただきたいです」

「えっ、いやいやちゃんと払うよ！」

　お姉さんは慌ててポケットから財布を取り出した。なかから五千円札を抜いて、

「二冊ちょうだい」

　──おお、やった！

　俺たちの本が初めて売れた、記念すべき瞬間だった。しかも複数買い！

「え、二冊もですか？」と藤花。

「うん。自分用と友達に見せる用ね」

　素晴らしい。オタクのお手本のような人だ。この出会いに心から感謝である。

「──ありがとうございますっ！」「ありがとうございます！」「ありがとにゃ！」

　もちろん三人も大喜びだ。麻ま耶やさんが会計をして、そろって深々とお辞じ儀ぎをした。

「こちらこそ、素敵な本をありがとね。これは友達にも自慢できるよ」

　丁てい寧ねいにリュックにしまいながら、お姉さんはイタズラっぽく笑う。

　そこで紗奈がいい質問をした。

「お姉さんの新刊もあるにゃ？」

「うん、あるよー。ちょうど挨あい拶さつ回りしてたから持ってるけど……いる？」

　そんなもんいるに決まっている。

「もちろんいるにゃ！」

　紗奈も心得たもので即答してくれた。

　まじでめっちゃありがたい。あとでご褒ほう美びなでなでをしてあげよう。

　お金はいいよと言うお姉さんにきっちり五百円玉を渡して、紗さ奈なは新刊をいただく。

　前回買ったものと同じく、制服特化のイラスト集みたいだ。ちらっと見えた表紙には、チアガールが描かれていた。おっぱいの大きさはあとでじっくり確認しよう。

「これはにいさまも喜ぶにゃ」「ふふっ、そうですね」「ええ、間違いないわ」

　満足げな紗奈に、藤とう花かと千ち鶴づるも笑みをこぼした。

　そして三人ともチラリとこちらに目め配くばせする。一瞬だけど、たしかに目が合った。

　どうやら俺が戻ってきたことに、とっくに気づいていたらしい。

「……それって、例のろくでもないヒモのこと？」

　お姉さんはなんとも複雑な面おも持もちになる。

「そうです」

　答えたのは千鶴だ。

「あれからますますろくでもなさに磨みがきをかけていますよ」

　俺が聞いていることを意識してか、やけに挑発的な口調だった。

　だがあいにく、俺にとっては褒ほめ言葉だ。

　生き生きと毒どく舌ぜつをふるう千鶴を微笑ほほえましいと思っても、腹が立つことはない。

「にいさまはヒモとして、いつもがんばってるにゃ」

　紗奈は腕組みをして、うんうんとうなずく。

「ちなみにこちらをお描きになった、天てん堂どうハル先生のことですよ」

　藤花は誇ほこらしげに、試し読み用の本を開いた。

「あ、そうだったんだ……ちっ、悔しいけどうまいわね」

　忌いま々いましそうに舌打ちするお姉さん。内心を表に出しすぎじゃないですかね……。

　同じクリエイターに評価されるのはとても光栄なことだけど、これじゃあ素直に喜べない。まあ、喜ばせたくもないだろうけど。

「先生にお会いしたいですか？」

「……んー、いや、興味はあるけど、やめておくわ」

　藤花が明るく訊たずねると、お姉さんはやんわりと断った。

「顔を見たら通報したくなっちゃうかもしれないし」

　ひでえ理由だな……。

　しかし、俺としても気まずい思いはしたくない。

　苦笑いして『大丈夫』とサインを送った。

　きちんと伝わったようで、藤花はそれ以上言い募つのったりはしなかった。

「それじゃあ、まだ予定もあるし、もう行くね」

　お姉さんは紙袋を手にして、別れの挨あい拶さつに入る。

「またどこかで会えることを祈ってるわ」

「はいっ。本当にありがとうございました！」

「ありがとうございました」

　藤とう花か、千ち鶴づる、麻ま耶やさんはあらためて綺き麗れいなお辞じ儀ぎをして、

「再会のときを楽しみにしてるにゃ♪」

　紗さ奈なはネコの手をにゃんにゃんさせた。

　お姉さんも何度か手を振り返し、笑顔で去っていく。

　その姿が充分に遠ざかったところで、俺は遅ればせながらロリたちのもとに戻った。

「よー、やったな」

「先生、お帰りなさいっ。はい、やりました！」

　パチン！　俺が片手をあげると、藤花は笑顔でハイタッチに応じてくれた。

「ほら、千鶴と紗奈も」

「はいはい」「にゃあっ♪」

　パチン！　パチン！　心地よい音が連続で響く。

「最後は麻耶さん」

「……私はけっこうです」

「えー。じゃあ、ハイタッチじゃなくてパイタッチする？」

「は？」

「なんでもないですすいません」

　……軽い冗談なのに、めっちゃ怖い顔でにらまれた。

　戦国時代のくノ一だって、もうちょっと慈じ愛あいのこもった目をしていたと思う。

　まあ、しょうがない。大おお晦日みそかだし、セクハラはこれくらいにしておくか。

　俺だって健康な身体からだで新年を迎えたいからな。気を取り直して三人に訊たずねる。

「で、ついに売れたけど、どんな気分？」

「すっごくすっごくうれしいです！」

「ほんと、思った以上に感動するわね」

「最高の気分にゃっ」

　うん、飛び上がらんばかりのはしゃぎっぷりだ。

　純じゆん真しん無む垢くって感じでたいへんかわいい。ロリの魅み力りよくがほとばしってる。

　思わず抱きしめたくなるが──

「てか、なんですぐに戻ってこなかったの？　不審者みたいでキモかったんだけど」

「うぐ……イヤな言い方するなよ」

　千鶴のキレキレの暴言が、俺の胸にグサリと刺さった。

　自覚はなかったけど、たしかに客観的にはそう映るか。

　棒立ちでＪＳ女子小学生たちをジロジロ見てたんだもんな……。

「……フォローするわけではありませんが、この人なりに空気を読んだのでしょう」

　と、麻ま耶やさん。

「下手にこの人が戻ってきていたら相手が気分を害し、せっかくの機会を逃していたかもしれません。ヒモに嫌悪感を持っていたのはあきらかでしたし、結果的には正解だったと思います」

　……まあね。俺もそう思ったから離れていたのだ。

　いい雰ふん囲い気きの女子たちのなかに、男ひとりでずかずか入っていくのも気が引けたし。

　でも、もうちょっと優しい言い方をしてくれても、罰ばちは当たらないんじゃないか。

　セクハラの報ほう復ふくだと言われたら、甘んじて受けるしかないけども。

「そんなことないですよ。先生と直じかに話せば、きっとあのお姉さんもヒモに理解を示してくれたと思います」

「にいさまのよさは、会ってみないとわからないにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なの言葉は、やわらかい毛布のように俺の心を包んでくれた。

「でも、ハルがいなくなった途端に売れたわけだし、この際ずっと離れてたほうがいいんじゃない？　負のオーラとかまとってそうだし」

　千ち鶴づるはにやにやしながら辛しん辣らつなことを言う。ごきげんそうでなによりだ。

「それはただの偶然です。先生がいたほうがいいに決まっています」

　藤花は生き真面目まじめに反論した。

「でも、たしかに闇属性っぽさはあるにゃ」

　オーラという単語に引っ張られて、紗奈が変な方向に話をふくらませる。

「夜のほうが活発ですしね」

　麻耶さんは夜行性の虫を見るような目で俺を見た。

　残念ながらドＭじゃないので蔑さげすまれても興奮しない……が、夜が活発というのはなんだかちょっとえっちですね。パイタッチですでにイエローカードが出てるので、指摘するのはやめておくけど。

「それじゃあ、ちょっと試してみるか」

「え……本当に離れちゃうんですか？」

　俺が提案すると、藤花がやや寂さびしそうな顔になった。

「……べつに、本気で言ったわけじゃないわよ？」

　千鶴は眉まゆを曇らせる。冗談を真まに受けられたと思ったようだ。

　なんだかんだで優しくて、千鶴のこういう毒どく舌ぜつに徹しきれないところ、かわいいよね。

「いや、逆の立場で考えると、一理あると思う」

　安心させるため、俺は冷静に答えた。

　たとえば自分が買う側だったとして……。

　美少女と美女四人のなかに地味な男がひとりいたら、俺はおそらく不ふ愉ゆ快かいになる。

　よほど本が面白そうでない限り、近づこうとはしないだろう。

　だが、美少女と美女しかいなければ……。

　どんな本を出しているのか、かなり興味をそそられる。

　レベルが高すぎて近寄りがたい問題はあるけど……男がいるよりはマシなはずだ。

「だから頼む。俺がいないあいだ、みんなでここを守ってくれ」

　前線に異動することを志願した小隊長のごとく、俺は告げた。

「……わかりました。先生がそうおっしゃるなら」

「……にいさまのぶんもがんばるにゃ」

　別れを惜しむように、藤とう花かと紗さ奈ながひしっと俺に抱きついてきた。

　そのぬくもりが素晴らしくて、決意がにぶりそうになる。

　だけどダメだ。みんなのためにも、俺は行かなくちゃいけないんだ。

「千ち鶴づるも頼むな」

「……はいはい」

　千鶴は横を向いて、雑な返事をする。

　が、きっちり両手を差し出していた。もちろんぎゅっと抱きしめた。

「……不審者として通報されないようにしてくださいね」

　当然だけど、麻ま耶やさんの反応は冷やかだ。

「心配してくれるの？」

「迷惑をかけられたくないだけです」

「そういうことにしておくよ」

「実際にそういうことなんです」

「まあとにかく、三人のことよろしく」

「……あなたに言われるまでもありません」

　そんなわけで、俺は通行の邪じや魔まにならない壁際まで移動した。

　けっこうな距離があるけど、本のやりとりくらいはぎりぎり確認できる。

　いっそスマホのアプリでずっと通話状態にしてもいいかもだが……。

　午前の段階で電池を使いすぎてしまった。わざわざほかの人のスマホを借りるのもなんだし、いざとなれば通行人を装よそおって近づけばいいか。







　……で。

　結論から言うと、これが大正解だった。

　大手や企業から流れてくる人が増えたこともあり、すくなくとも五分にひとりはスペースにやってきてくれた。値段が値段なので試し読みだけの人も多かったが、逆に複数買いもあったりして、売り上げは予想以上に伸びていく。懸け念ねんしていた近寄りがたさもほかの人がいれば和やわらぐようで、売れるときは連続で売れていた。

　あと、最初のお姉さんがツイッターで宣伝してくれたらしい。

　おかげで最後のほうにラッシュがあり、最終的に消化率は六十パーセントを超えた。

　つまり、三十冊以上売れたってことだ。快かい挙きよである。

「先生の表紙イラストが素晴らしかったからですよ！」

「まあ、それは多少なりともあるかもね」

「ぼくもこのパッケージ、すごくお気に入りにゃ」

　と、ロリたちは言ってくれたけど、やはり華やかな売り子のおかげだろう。

　俺だけではどう考えても数冊が関の山だった。

　いやはやまったく、ロリ売り子は最高だぜ。
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　ビッグサイトからタクシーで帰宅する。玄関にあがるとなんだかやけにほっとした。

　家に帰るまでが遠足とはよく言うが、これにて本当にコミケ終了って感じだ。

「夕食の準備をしますので、それまで皆さまは休きゆう憩けいしていてください」

「ありがとうございます」「ありがと、そうさせてもらうわね」「ダンケにゃん」

　麻ま耶やさんの心遣づかいに、三人はにこやかにお礼を言う。紗さ奈ながドイツ語なのは、たぶんなんかの作品の影響だろう。中二感があってカッコいいよね、ドイツ語。

　俺は両手をわきわきさせた。

「麻耶さんもすこしは休んだら？　なんならマッサージしてあげるよ？」

「余計なお世話です。あなたの相手をしていたらむしろ疲れます」

「ほらハル。麻耶さんの邪じや魔ましちゃダメでしょ」

「ふふ。先生、めっですよ？」

「にいさまー、いいこだからお二階に行きましょうにゃー？」

　……麻耶さんはともかく、ロリたちにもたしなめられてしまった。

　しかも、やんちゃな子犬に言い聞かせるような口調で。

　紗奈に至っては俺のおなかをなでなでしながらだからね？

　こういう扱いをされると、さすがのヒモもうっかり反省したくなる。

　──が、勘違いしてはいけない。意外とこれはこれで、ロリたちにはウケてるのだ。

　ヒモにとっては、ダメなところもチャームポイントだからな。

　かといって、一歩間違えると『デリカシー案件』として糾きゆう弾だんされる。

　そして調子に乗りすぎると、麻ま耶やさんにマジギレされる……。

　このあたりのバランスの見極めは、俺もまだまだ修業が足りない。

　セクハラは一日にしてならず。

　今後もコツコツと技術を磨みがいていこうと思った。来年の目標にしてもいいかもな。







　しばし思い思いにくつろぎ……。

　いい感じに空腹になったところで、メイド服に着替えた麻耶さんから声がかかる。

　一階におりて食卓を囲んだ。

　メニューは俺のリクエストにより、すき焼きである。

　特別な日に相応ふさわしいごちそうだし、いかにも打ち上げっぽいからな。

　わいわい。ろりろり。ひもひも。たわわっ。

　コミケをはじめとしたさまざまな話題で盛りあがり、至福の時間を過ごした。







　大満足の夕食後。

　普段ならこのあたりで名な残ごり惜しみつつ、千ち鶴づると紗奈が帰宅するのだけど……。

　今こ宵よいはふたりともお泊まりしてもらうことになっていた。

　せっかくだし、みんなで新年を迎えたいよね。

　と先日俺が言い出して、めでたく年越しパジャマパーティーの企画が通ったのだ。

　そんなこんなで。適度に食休みを挟んだら、みんな仲良く入浴タイムである。

　藤とう花か邸ていの浴室は広いので、これくらいの人数なら同時に入ることも可能だろう。

　さすがに湯船はぎゅうぎゅうになるかもだけど、それもまた楽しそうだよね！

　しかし、お風呂場に向かう四人のあとをついていったら、

「……いちいち注意するのも面倒なのですが、あなたは絶対にダメですからね」

　と、麻耶さんからため息まじりに告げられた。

「えぇぇぇっ!?」

　俺は台本どおりに仕事をこなすひな壇だん芸人のようなリアクションで、

「いま完全に身体からだを洗いっこする流れだったじゃん！」

「そんな流れは微み塵じんもありません」

「ほんとハルって、バカでスケベよね」

　どこまでも冷淡な麻ま耶やさんに、千ち鶴づるがあきれたように続いた。

「……せ、先生がお望みなら、わたしはいいと思いますけど……」

　藤とう花かはてれてれもじもじと指を絡める。

「ぼくもひさしぶりに、にいさまのお背中を流したいにゃ」

　大おお阪さか旅行でのことを思い出してか、紗さ奈なはゴシゴシとジェスチャーをした。

　そういえばそんなこともあったなー、と懐かしんでいる場合ではない。

　その発言は迂う闊かつすぎる。

「……ひさしぶりに？」

　案あんの定じよう、麻耶さんは怖い顔で俺を見た。

「どういうことですか？　前に背中を流してもらったことがあるんですか？」

「──にゃっ、麻耶さんごめんにゃ！　いまのは秘ひ密みつのやつだったにゃ！」

　失言に気づいた紗奈ちゃんがさらに失言を重ねてくれる。

　秘密結けつ社しやとか大好きなくせに、情報漏ろう洩えいがとどまるところを知らない……。

　こういうときは、三十六計逃げるに如しかず。

　たしか将棋の格言でも、王の早逃げは恥だが役に立つとかそんなのがあったはずだ。

　が、残念ながら局面はすでに詰んでいた。

「んじゃ、俺は部屋で待ってるからごゆっく──ぐふっ！」

　回れ右した瞬間、麻耶さんに後ろ襟えりをつかまれる。

　ちょっ、引っ張らないで！　服が伸びるし、首がしまるから！

「詳しく聞かせてください」

　……チェックメイトならぬチェックメイドだ。

　べつにうまくないのはわかってるけど、そんなことはどうでもいい。

　果たして今年が終わるのがさきか、俺の人生が終わるのがさきか……。

　命運は、ろりろり弁護団に託たくされた。







「たしかにあのときの先生はクズでしたけど、わたしたちのためを思ってやってくれたんです！　ちゃんと水着を着てましたし、健全なコミュニケーションだったと思います！」

「クズの向こう側に行くために、にいさまはがんばったんにゃ！」

「……まあ、そうね。あれはあれで楽しかったし、怒るのはやめてあげて。本当に、まごうことなきクズだったけど」

　といった弁護が展開され、麻耶さんはかなりしぶしぶではあったが許してくれた。

　ただし、無罪ではなく執しつ行こう猶ゆう予よ付きだ。次にやったら覚悟してくださいと釘くぎを刺された。

　この期ごに及んで混浴を希望するほど、俺は命知らずじゃない。

　穏おん当とうな判決に安あん堵どして、いったん自室に引き上げた。

　コミケ関連を中心に、ネットの海を気ままに漂う。

　一時間ほどで藤とう花かたちがやってきた。

「先生、お待たせしましたっ」

「いいお湯だったにゃー」

「あんたもさっさと入ってきなさい」

　ほかほかのパジャマ姿で、スケッチしたくなるほどかわいかった。

　しっかりと目に焼きつけ、まだ湿っている頭をひとりずつなでていく。

「ちゃんと乾かすんだぞ」

「はい。麻ま耶やにドライヤーをやってもらいます♪」

「あ、いいな。あたしもお願いしたい」「ぼくもにゃ」

　俺も俺も。と言いたいところだけど、実際に頼んだら秒で拒否されて心が湯冷めしそうだからやめておこう……。

　ロリたちと一緒に部屋を出て、階段をおりる。

　麻耶さんは二階のリビングで飲み物の用意をしていた。
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　俺がほしいと希望して買ってもらったコタツの上に、人数分のグラス、氷たっぷりのアイスペール、ミネラルウォーター、お茶、ジュース、ついでにミカンが置かれている。

　お風呂上がりにこれはうれしい。さすがの気配りである。

　てか、ドリンクの充実ぶりがすごい。これだけあればいくらでも夜よ更ふかしできそうだ。

　子どもは早く寝るべきだけど、今日くらいはいいだろう。

　あと、当然ながら麻ま耶やさんもパジャマ姿で、眼がん福ぷくとしか言いようがなかった。

　一緒に暮らしているとはいえ、遅い時間に顔を合わせることはあんまりなく、特に入浴後は避けられている感じなので、麻耶さんのパジャマ姿はかなりレアなのだ。

　これもパジャマパーティーを企画したおかげだ。大おお晦日みそかに感謝である。

「……なんですか？」

　思わずじろじろ見ていたら、露ろ骨こつに顔をしかめられた。

「なんでもない」

　俺は首を振って視線を外す。

　上気した頬ほおが色っぽすぎて、セクハラをはたらく余裕もなかった。







　ささっと入浴を済ませてくると、ロリたちはコタツで団らんしていた。

　藤とう花かが東、千ち鶴づるが南、紗さ奈なが西、麻耶さんが北側に座っており、さて俺はどこに座るべきかとすこし悩む。が、幸いすでに決まっているらしく、

「先生はこちらにどうぞ♡」

　藤花が隣をぽんぽんした。素直にお邪じや魔まさせてもらう。あー、あったけー。

　大きめのコタツなので狭いと感じることもなく、布団ふとんのなかの熱と藤花のぬくもりがほどよく伝わってきた。

「にゃうぅ……ぼくにも道どう化け師しの加か護ごがあれば……」

　と、正面の紗奈がくちびるをとがらせる。小さな手にはジョーカーのカードがあった。

「あれ、トランプしてたの？」

「はい。先生に隣に座ってもらう権利を賭けて、熱戦を繰り広げてました」

　へえー、そんなことしてたのか。

　若じやつ干かん俺の意志が無視されてる疑惑があるものの、賞品にしてもらえるのは光栄だ。

「……千鶴さまと紗奈さまもすごかったですが、今回は藤花の引きが強すぎましたね」

　よほど見み応ごたえがあったのか、麻耶さんがしみじみともらす。

　まじか、いいなー。俺も観戦したかった。

「……まあ、あたしはべつに、隣の権利とかどうでもよかったけどね」

　本当は俺が大好きなくせに、まーたツンツンしちゃうかわいい千鶴ちゃんである。

「うそにゃ」

　すかさず紗さ奈ながツッコんだ。

「負けた瞬間、すごく悔しそうだったにゃ。なんならちょっと涙目になってたにゃ」

「──はあっ？　なに言ってるの？　涙目なんてぜんぜんなってないし！」

「いいえ、わたしにも泣いてるように見えました」

「ちょっ、藤とう花かまで変なこと言わないでよ!?」

「にゃあ、証言者がふたり。これは言い逃れできないにゃ」

「そっかー。千ち鶴づるはそこまで俺が恋しかったかー」

　俺はにやにやしながら口を挟んだ。

「うっさいバカハル！　そんなわけないでしょ！」

　千鶴はコタツの天てん板ばんを叩たたき、たわわパジャマにすがるような目を向ける。

「ねえ麻ま耶やさん、あたし泣いてなんかないわよね？」

「……えーと、はい。泣いてはなかったと思います」

　麻耶さんは遠えん慮りよがちにうなずいた。

「ほら！　ほらほら！　ありがとう麻耶さん！　大好きよ！」

　味方を得られて、千鶴はすごくうれしそうだ。

　対して、紗奈と藤花はがっかりしたトーンで注意する。

「にゃあ……麻耶さん、正直すぎるにゃ」

「そうですよ。ちゃんとわたしたちに乗っかってくれないとダメじゃないですか」

「……え、あ、すみません」

「麻耶さんは悪くないわ。むしろ謝るべきは、うそをついたふたりのほうよ」

「それは心外にゃ。最初にうそをついたのは千鶴にゃ」

「な、なんでそうなるのよ。あたしはべつにうそなんて……」

　紗奈にジト目を向けられ、千鶴はまごまごと言葉をにごす。

「正直に白状すれば、あとで席替えしてあげてもいいですよ？」

　藤花は余裕の笑みを浮かべていた。

　さらに見せつけるように、こちらにしなだれかかってくる。

　俺は空気を読んで、藤花の頭をなでなでした。

「えへへ、ありがとうございます♡」

「にゃあ……あんなのうらやましすぎるにゃ……千鶴、早く吐くにゃ」

「うぅ……わかったわよ」

　紗奈に急せかされ、千鶴は観念したように息をついた。

　ほんのり頬ほおを染め、うつむきがちに告白する。

「……本当は、すごく悔しかったわ」

「ふふ、よろしいです」

「バレバレな見み栄えは張らないほうがいいにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なは満足げに微笑ほほえんだ。

　俺も頬ほおがゆるみっぱなし。仲良しなロリたちを見ると、本当に幸せな気分になるよね。

「それより藤花。席替えしてくれるってほんとにゃ？」

　声に期待をにじませ、紗奈が訊たずねる。

「時間制？　それともまたトランプで決める？」

　千ち鶴づるもそのときが楽しみなのか、積極的に続いた。

　が、しかし。藤花はきょとんと首をかしげる。

「え、なんのことですか？」

「なんのって……白状したら席替えしてもいいって言ったじゃない」

「そんなこと言いましたっけ？」

「言ったわよ……え、まさか藤花……」

「……ぼくたちを謀たばかったにゃ!?」

「はい。あれはうそです♡」

「「──っ!?」」

　そのあんまりな答えに、千鶴と紗奈は目を見開いて絶句した。

　そして、きっかり十秒後。ふたりの怒りは爆発する。

「──なっ、ちょっと藤花！　さすがにそのうそは許されないわよ!?」

「これはひどいにゃ！　全面戦争待ったなしにゃ！」

「ふふ、ふたりとも甘いですね。先生のお隣という世界最高の一等地を、そんな簡単にゆずるわけないじゃないですか」

「それはそうだけど、そこをゆずるのが親友ってもんでしょ！」

「そうにゃそうにゃ！　にいさま独占禁止法にゃ！」

　…………。

　えーと、うん。これは、あれだよね？　ケンカするほど仲が良いってやつだよね？

　お願いだからそうだと言って！　ねえ!?







　幸いなことに、藤花はあっさり訂正してくれた。

「もう、冗談に決まってるじゃないですか。二十分ごとに交代するので、そんなに怒らないでください」

「……『もう』はこっちの台詞せりふよ。冗談ならちゃんと笑えるやつにして」

「……まったくにゃ。藤花の冗談はわかりにくいにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なはこれ見よがしにため息をつく。

　いや、ほんとにね。俺もめっちゃハラハラした。もしスーパーろりろり大戦というゲームがあったらぜひプレイしてみたいと思うけど、リアルでの争いは心臓に悪い……。

　ちらりと目を向けると、麻ま耶やさんも安あん堵どの息をもらしていた。

　それから藤とう花かに飲みものを注ついでもらったり、千鶴にミカンを剥むいてもらったり、紗奈にマッサージしてもらったり、あれこれサービスしてもらう。

　まるでいつかのロリキャバクラのようで、俺はたいへん愉ゆ快かいだった。

　おかげで麻耶さんに時々にらまれたりもしたが……特になにも言われなかった。

　ロリたちもごきげんだったので勘かん弁べんしてくれたのだろう。

　気がつくと午後十一時をまわっていた。今年もいよいよ終わりだな。

　しかし、ここにきて問題発生。

　パーティーの終しゆう焉えんを目もく論ろんだ、強力なアイツがロリたちに襲いかかったのだ。

　まあ、ひとことで言うと、睡魔である。

「ふわぁ……にゃむにゃむ……」

　何度かの席替えを経て、現在俺の隣に座っている紗奈がかわいらしくあくびをもらす。

　と、それに釣られるように、

「……ねむくなってきましたね……」「……そうね……」

　藤花と千鶴も口元をおおいながら、控えめにあくびをした。

　目つきがとろんとしており、横になったら十秒くらいで寝ちゃいそうだ。

　まあ、コミケで体力を使ったし、小学生にこの時間はきついよね。

　正直、俺もけっこう眠かった。

「無理しないで寝てもいいぞ」

　答えはだいたい予想できていたが、いちおうそう言ってみる。

「イヤにゃ……にいさまと一緒に、カウントダウンするにゃ」

「……わたしも、先生と新年を迎えたいです」

「……せっかくだし、あと一時間くらい我が慢まんするわ」

　思ったとおり、三人はいやいやと首を振った。

　だよね。その気持ちはよくわかる。俺もはじめて除じよ夜やの鐘かねを聞いたときは、もはや意地になって起きてたもんな。たぶん、テレビの存在がでかかったと思う。えらく盛りあげて起きてるのが当たり前って空気を出してくるから、眠気に負けるのが悔しかったのだ。

　あと、特別な日が終わってしまう寂さびしさめいたものも、すくなからずあった。

　ロリたちの場合、こちらのほうがでかいだろう。

　なにしろ今日は、単なる大おお晦日みそかとはわけが違う。

　はじめてコミケにサークル参加して大勝利をおさめた、記念すべき一日でもあるのだ。

　そのフィナーレが寝落ちってのは、さすがにちょっと味気ない。

　……よし、決めた。

　俺はすこし思案して、三人の希望を叶かなえる方向で動くことにした。

　無理をさせるのは本意ではないが、この一時間の価値はめちゃくちゃ重い。

　もしここで寝ちゃったら、元がん旦たんが後こう悔かいからはじまってしまうだろう。

　だが、逆に。

　がんばって起きていられたら、きっとかけがえのない思い出になるはずだ。

　それは決してお金では買うことができない、本当に大切な宝物である。

　であればここはヒモとして、ひと肌脱がなくてはならない。

　昨日三人にも言ったけど、ヒモに仕事納めという概念はないからな。

　となればまずは……コタツから脱出するべきだ。

　この心地よさは睡魔にとって有利すぎる。

　というわけで、俺は悠ゆう然ぜんと立ちあがり、

「じゃあみんな。そろそろ儀ぎ式しきをはじめようか」

　と、当たり前のようにそう言った。

「え？」「は？」「にゃ？」

　ロリたちは目をぱちくりさせ、

「なんですか儀式って？」

　興味深そうに訊たずねてくる藤とう花か。

「どうせろくでもないことでしょ」

　眉まゆをひそめる千ち鶴づる。

「たぶんアレにゃ。魔王封印とかそういうやつにゃ」

　紗さ奈なはわくわくした表情で俺を見つめた。

　睡魔を倒すためなので、魔王封印は言い得て妙だな。むしろそういえばよかったかも。

　まあでも、感触は悪くない。

　俺は不敵な笑みを浮かべ、思い浮かんだことをそのまま口にする。

「そりゃ年越しにやる儀式といえば除じよ夜やの鐘かねならぬ、除夜のヒモに決まってるだろ」

「なに言ってるんですか？　頭大丈夫ですか？」

　ジト目の麻ま耶やさんから辛しん辣らつなツッコミが入った。

　……心にグサリとくるので、悪いけどこれはスルーさせてもらう。

「やっぱりそうにゃ。にいさまはアレをやるつもりにゃ」

　芝しば居いがかった口調で、紗奈が乗っかってくれた。

　ありがたい。おかげで変な間まができずに済んだ。

「え、紗奈は知ってるんですか？」

「もちろんにゃ。詳しくはにいさまの説明を聞くにゃ」

　きょとんとする藤とう花かに紗さ奈なはうなずき、

「……テキトーに合わせてるだけで、ほんとは知らないんでしょ？」

「ぼくのことはどうでもいいにゃ。にいさまの説明に集中するにゃ」

　千ち鶴づるの鋭い指摘も強引にごまかした。

　いや、あえて紗奈から説明してくれ。

　と言ってみたい気持ちもあったけど、無む茶ちやぶりするのはやめてあげよう。

　最初に変なことを言い出したのは俺だしな。責任をとって話を引き取る。

「除じよ夜やの鐘かねは、何回鳴らすか知ってるか？」

「はい先生」

「はい二に条じようさん」

　律りち儀ぎに挙きよ手しゆしてくれたので、なんとなく教師っぽく指してみた。

「たしかお寺によってちがうんですけど、一般的には百八回だと思います」

　あ、寺によって違うんだ。と思ったことはおくびにも出さず、

「そのとおり。じゃあ、なんのための儀ぎ式しきかは知ってるか？」

「にゃあにいさま」

「はい小こ森もりさん」

「諸説あるけど、煩ぼん悩のうを払うためが有力にゃ」

「うむ、そうだな」

「でも、百八の並行世界にいる魔王を封印するため、という説もあるにゃ」

「あー、たしかにそれもあるな。でも、今回はふつうに煩悩に関する儀式を行う」

「はいクズ」

「はい丹たん沢ざわさん」

「つまりその儀式をしたら、ハルの煩悩が払えるわけ？」

　千鶴はせせら笑うように言った。そんなのありえないと思っているのだろう。

　それについては、俺も同感。だけど、俺の狙いは──

「いや、むしろ逆だな」

「……なにそれ、どういうこと？」

「そのまんまの意味だよ。儀式を行うと、より煩悩が強くなるんだ」

「はあ？　なんのためにそんなこと──」

「なるほどっ。先生はヒモだからですね！」

　怪け訝げんそうな千鶴を遮さえぎるように、藤花が正解を口にした。

「そうだ。ヒモにとって煩悩は、なくてはならないものだからな」

「うふふ、さすがです先生！」

「にゃあ！　覚かく醒せいイベントをこなして、はっぴーにゅーにいさまになるにゃ！」

「ふはは、もっと褒ほめてもいいんだぜ？」

「先生、素敵です！」「にいさま、クズかっこいいにゃ！」

　藤とう花かと紗さ奈なはコタツから飛び出して、やんややんやと俺を囲んだ。

「……で、具体的にはなにをするの？」

　千ち鶴づるもコタツから立ちあがる。

　いかにも面倒そうではあったけど、ちゃんと付き合ってくれる気満々みたいだ。

　俺はニヤリと笑い、両腕を広げる。そして、高らかに宣言した。




「──これから百八回、みんなとハグなでをする！」




　ちなみに『ハグなで』とはハグをしながらなでなでをするという、ヒモの上級スキルである。百八連ガチャをまわすという案も浮かんだけど、たぶんこっちのほうがロリたちにはウケるだろう。てゆーかウケてください。これでがっかりされたらいたたまれなくて年が越せない。

「おおーっ、すごいです！　一年の締めくくりとしては、文句なしに最高です！」

「これはコタツよりも熱いにゃ！　除じよ夜やのヒモは最高だぜにゃ！」

「ふうん……まあ、悪くはないわね」

　よかった。三人とも喜んでくれている。眠気もすっかり飛んだようだ。

「…………本当に、あなたという人は……」

　盛大に苦笑いをして、麻ま耶やさんは深々とため息をつく。

　でも、制止や注意の言葉はなかった。

　思えば麻耶さんも俺のやることにずいぶん寛かん容ようになったよな。

　ヒモになった当初だったら、ハグの時点でアウトだっただろう。

　それだけ信頼してくれてるってことかな……？

　慣れといったら身もふたもないので、そういうふうに思っておこう。

　その後。

「旧年中に百七回撞ついて、最後の一回を新年に撞くのがならわしです」

　と、麻耶さんに除夜の鐘かねの作さ法ほうを教わり、俺は丁てい寧ねいにハグなでしていった。

　そしていよいよ、カウントダウンがはじまる。

「「「「──五、四、三、二、一！」」」」




「「「「ゼロっ！」」」」




　ぎゅうっ。なでなで。なでなで。なでなで。

　百八回目は三人同時に抱き合って、除じよ夜やのヒモの儀ぎ式しきを完かん遂すいした。

「あけましておめでとう。今年もよろしくな」

　抱ほう擁ようを解き、俺は新年の挨あい拶さつをする。

「あけましておめでとうございますっ。先生のおかげで去年はとっても楽しかったです。今年もよろしくお願いしますっ」

「おめでとう。ハルの態度しだいだけど、今年もよろしくしてあげるわ」

「あけおめ、ことよろにゃ。今年もにいさまの成長が楽しみにゃ」

「……あけましておめでとうございます。本年はほどほどにお願いします」

　藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさん。四人もそれぞれの言い方で、挨拶を返してくれた。

　今年は去年を上回る、史上最高の一年になるな。と、俺は早くも確信した。







　目的を果たしてホッとしたからか、ロリたちにまた睡魔が襲いかかる。

「片づけは私がしておきますから、お三方は歯を磨みがいてお休みください」

「……ありがとうございます」「……ありがと」「……かたじけないにゃ」

　麻耶さんにうながされた三人は素直にうなずき、洗面所に向かった。

　幸せな余よ韻いんを残したまま、パジャマパーティーはお開きとなる。

　麻耶さんひとりにまかせるのも悪いので、俺は片づけを手伝うことにした。

　家事はいかにもメイドらしい仕事だけど、いまはパジャマだしな。

「……べつに、気を遣つかわないでいいですよ」

「いや、目が冴さえちゃったし。それにここでポイントを稼いでおけば、麻耶さんが添い寝してくれるかもしれないだろ？」

「私はグラス類を片すので、あなたは余った飲み物を冷蔵庫にしまってください」

　ギャグに見せかけて遠回しにお願いしてみたが、華麗にスルーされた。

　せめてツッコミを入れてほしい。俺との会話をあきらめないで……。

　片づけが終わるのと、藤花たちの歯磨きが終わるのはだいたい同じだった。

「それでは先生、麻耶、おやすみなさい」「おやすみー」「おやすみにゃー」

　藤花の部屋に入っていく三人を見送る。いい初夢が見られることを願うばかりだ。

「では、私も失礼します」

「あ、ちょっと待って。その前に、麻耶さんに話したいことがあるんだけど」

「……なんですか」

　そんな嫌そうな顔をされると、ついついセクハラしたくなる。

　が、なんとか堪こらえて、さっさと本題を切り出した。

「あと一ヶ月ちょっとで、世界でもっとも祝福されるべき三日間がやってくるじゃん」

「はい。藤とう花かたちの誕生日ですね」

　さすが麻ま耶やさん。この言い方でばっちり伝わった。

　──そう。二月には俺がヒモになって以来はじめての、三人の誕生日が控えている。

　しかも三日連続で。藤花、千ち鶴づる、紗さ奈なという奇跡の並び。

　まじでこれ、最初に聞いたときは驚きを通り越して笑ってしまった。運命の女神が実在するなら、三人が親友になることを生まれる前から決めていたとしか思えない。

「それがなにか？」

「超特別なプレゼントを用意したいから、麻耶さんにも協力してほしい」

「…………」

　麻耶さんは数秒沈黙して、目を瞬またたかせた。

「え？　それはどういう種類のセクハラですか？」

「なんでセクハラ前提なの？」

　どういう種類のセクハラでもねえ。純粋なお願いだ。

「……すみません。あなたがまともなことを言ったので、少々動どう揺ようしました」

　麻耶さんは軽く頬ほおを染め、恥ずかしそうに頭を下げた。

　ここまで失しつ敬けいな謝罪もなかなかない。

　まあでも自じ業ごう自じ得とくだし、そのたわわに免じて許してあげよう。

「で、協力してくれる？　まだ構想中だから、なにを頼むかはわかんないけど」

「それは……はい。健全な内容で、私にできることであれば」

「ありがとう。じゃあ必要なものが決まったら、またあらためて言うわ」

「承知しました。……というか、ずいぶん早くから準備するんですね」

「本当に特別なものにしたいからな」

　土ど壇たん場ばで用意したクリスマスの反省もあり、きちんと時間をかけるつもりだった。

「話は以上ですか？」

「ああ。一日おつかれさま。おやすみ」

「……それは、どういう種類のセクハラでしょう？」

「ただの挨あい拶さつなんだよなあ……」

「冗談です。あなたもおつかれさまでした。おやすみなさい」

　麻耶さんは小さく微笑ほほえんで、自分の部屋に引きあげていった。

　……藤花たちのプレゼントの話をして、一時的に好感度があがっただけで他意がないのはわかるけど……。

　麻耶さんが俺に笑みを向けるのは、ソシャゲでＳＳＲを引くよりもレアなので……。

　不意打ちはちょっとやめてほしいなと思いました。
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　元日の朝。

　午前八時過ぎに、俺は目を覚ました。

　ベッドから身体を起こし、窓の外を見やる。

　すがすがしい青空。

　ヒモはじめにもロリはじめにも打ってつけの天気である。

　まあ、社会的には終わってるんだけどね。

　などとどうでもいいことを寝ぼけた頭で考えつつ、とりあえずトイレで用を足して、あくびをしながら二階におりる。と、ロリたちがコタツでくつろいでいた。

「みんなおはよー」

「あ、先生。おはようございます」

「おはよ。ハルにしては早起きじゃない」

「ぐーてんもるげんにゃ♪」

　朝の身み支じ度たくは済んでいるようで、三人とも私服姿である。

　さすが、ちゃんとしてるなー。それに引き替え俺ときたら……。

「てか、元がん旦たんくらいもうちょっとマシな格好したら？」

　さっそく千ち鶴づるに注意されてしまった。

　ごもっとも。と思いつつも、俺はあえて反論する。

「スウェットはヒモの正装なんだから仕方ないだろ？」

「……だとしても、せめて寝ね癖ぐせはどうにかしなさいよ」

「これもヒモのファッションだよ。一晩かけてセットしたんだぜ？」

　いわゆる、ナチュラルヘアーってやつだ。ちがうけど。

「へえー、殴ってもいい？」

　俺の気取った言い方によほどイラッとしたのか、千鶴は真ま顔がおでこぶしを握る。

「まあまあ、いいじゃないですか。わたしはかわいいと思いますよ？　先生の寝癖」

「ぼくもいいと思うにゃ。今日は一段と芸術的にゃ」

　藤とう花かと紗さ奈ながやんわりとなだめた。

「……ふたりはほんと、ハルのこと好きよね」

「ふふ、お互いさまですよ」

「……あたしは、ハルの全部が好きってわけじゃないもの」

「それでもにいさまのそばにいるってことは、やっぱり大好きってことにゃ」

「う……ああ、もう、やめましょう。朝っぱらからする会話じゃないわ」

　千ち鶴づるは頬ほおを染め、話を強引に打ち切った。もうちょっと聞いてみたくもあったが、下手に突っついたら怒られるのは目に見えている。紳しん士し的に自じ重ちようしよう。

　それから一階におりて、豪ごう勢せいな朝食を堪たん能のうする。職人さんが作ったおせちと、麻ま耶やさんが作ってくれたお雑ぞう煮に。どちらも期待以上に美味で、朝から満腹になってしまった。







　食休みも兼ねて、コタツで団らん中。

「先生、お年玉ですっ」

「無駄遣づかいはやめなさいよ」

「これで福袋ガチャをまわすといいにゃ」

　と、ロリたちからお年玉をもらい（麻耶さんはくれなかった）。

　そのお返し、というわけではないが、

「え、先生から年賀状ですか？　ありがとうございます──って、えっ？　ええっ!?　ちょっと待ってください！　直じき筆ひつのイラストつきじゃないですか!?　すごいですやばいです感激ですっ！　こんなにうれしい年賀状ははじめてですっ！」

「……へえー、今年の干え支とをモチーフに、ヒモクロニクルのキャラを描いたのね。なかなか気が利いてるじゃない」

「さすがにいさま、わかってるにゃ！」

「……私のぶんもあるんですか？　……すみません、ありがとうございます」

　と、俺からは年賀状を渡し（麻耶さんにもちゃんと渡した）。

　それも一段落したところで、

「そういえば先生、初はつ詣もうではどうされますか？」

　藤とう花かがこんな話題を振ってきた。

「もし行きたいところがあれば、お供させていただきますけど」

「いや、特にそういうのはないかな」

　人ごみは昨日イヤっていうほど経験したし、今日は家でゆっくり過ごしたかった。

「でもにいさま、神社に行けば巫み女こさんが見れるにゃ」

「あー、それな」

　紗さ奈なの言うとおり、たしかにそれは魅み力りよく的だ。

　でも、寒いなか出かけるほどではない。巫女といっても大半はバイトだろうし。

　言うなればただのコスプレで、それならいっそ──

「よし。じゃあ、いまからうちでお参りするか」

「……いい予感はしないけど、いちおうどういう意味か聞いてあげる」

「ふっ、それはもちろん」

　警戒心たっぷりの千ち鶴づるに、俺はニヤリとして宣言した。




「──みんなに俺専用の巫み女こさんになってもらう、ってことだよ」




　反応は……まあ、いつもどおり賛否両論だった。

「おおー、さすが先生。素晴らしい発想の転換ですっ」

「ぼくの専門は西洋の黒魔術だけど、東洋魔術を習得するのも悪くないにゃ」

　ノリノリの藤とう花かと紗さ奈な。

「……えぇー、正月からコスプレとかふつうに面倒なんだけど」

「……巫女をなんだと思ってるんですか」

　ジト目になる千鶴と麻ま耶やさん。

　多数決的には五ご分ぶ五ご分ぶである。

　しかし、どちらの派は閥ばつが強いかといえば……いやもう言うまでもないよね。

「仕方ないですね。では、わたしと紗奈だけで巫女になりましょうか」

「さんせーにゃ。ふたりでにいさまの悪いところを浄化するにゃ♡」

「──ちょっ、ちょっと待ちなさいよ！　べつにやらないとは言ってないでしょ！」

　聞こえよがしに言う藤花と紗奈に、千鶴は慌てて口を挟んだ。

「あ、そうなんですか？　面倒なら断ってくれてもいいですよ？」

「……そ、そうもいかないわよ。だって、えーと、ほら、ふたりだけだと、ハルが暴走するかもしれないでしょ？　しっかりと見張るために、あたしも付き合ってあげる」

「ふふ、なるほど。では、四人でやりましょうか」

　藤花はくすりと微笑ほほえみ、ナチュラルに麻耶さんも巻きこんだ。

「えっ……私も入ってるんですか？」

「もちろんにゃ。麻耶さんもいたほうが、にいさまも喜ぶにゃ」

「あたしからもお願い。麻耶さんがいてくれると心強いし」

　三人から上目遣づかいでおねだりされる。さて、今回はどれくらいで落ちるかな？

「…………………………はい」

　だいたい八秒だった。このメイドさん、甘酒より甘いですね……。







　──そして。さっそく四人には着替えてもらう。

　白びやく衣えに緋ひ袴ばかま。オタクカルチャーではおなじみの装よそおいだ。

　ただ、それぞれ微妙にデザインが異なっており、藤花と麻耶さんは正統派路線、千鶴はふとももがあらわになったミニ仕様、紗奈は二の腕のあたりがぱっくりと開いていた。

「──おお、めっちゃ似合ってるよ！　超かわいい！」

　力強くこぶしを握り、俺は全力で称しよう賛さんする。

　俺のボキャブラリーだとどんな衣装でもだいたい似たような褒ほめ言葉になっちゃうけど、まあ、そこはご愛あい敬きようってことで。とにかくお世辞ではなくまぎれもない本心、口に出して褒めたい、ということが伝わってくれたらＯＫなのだ。

「えへへ、ありがとうございます♡　先生の邪気、お祓はらいしますね♡」

「……うぅ、思ったより丈たけが短かったわ……」

「かしこみかしこみにゃ♪」

「…………露ろ出しゆつはすくないですし、意外と着心地いいですね」

　四者四様のリアクションである。

　藤とう花かは元気よくお辞じ儀ぎをして、千ち鶴づるは恥ずかしそうにもじもじし、紗さ奈なは小道具の白いわさわさしたやつを振って、麻ま耶やさんはホッとしたように息をついていた。

　俺はひとしきり観察させてもらい、何枚かスケッチさせてもらう。

　その後『二礼二拍手一礼』ならぬ『二礼二なでなで一ハグ』の作さ法ほうで、みんなの幸せを祈き願がんした。たわわ巫み女こには断固として拒否されたけど、ロリ巫女たちは楽しそうに笑ってくれる。つまり、新年一発目からヒモとしていい仕事ができたってことだ。

　巫女の魅み力りよくと可能性をあらためて感じつつ、俺は充実感でいっぱいになった。







　で、その日の夜。

　俺は高こう揚ようした気持ちをおさえきれず、夕ゆ莉りちゃんにこんなメッセージを送った。

　もちろんロリ巫女の写真つきで。

『世界一かわいい巫女を激写したのでおすそわけします』

『…………マジでかわいすぎるんだが？』

　ですよね。感想を共有できてうれしいです。

『……てゆーか、おすそわけに見せかけた自慢はやめてほしいんだが？　元日にして早くも貴様を殴りたいんだが？　それはそれとして遊びに行きたいんだが？　ぶっちゃけ実家飽きたんだが？　藤花ちゃんたちに癒いやされて、園その原はらさんとクズの悪口で盛りあがりたいんだが？』

『いろいろ赤せき裸ら々らすぎるんですけど？　クズ呼ばわりはともかく悪口で盛りあがる宣言はさすがにちょっとへこむんですけど？』

『誰もクズがおまえのことなんて言ってないんだが？　おまえのことだけど』

『やっぱり俺じゃん！　……いや、まあ、いいですけどね。美女ふたりが俺について語ってくれるなんて光栄ですし』

『冗談だよ。クズのことハレって言って悪い』

『逆──ってツッコミたいところですけど、ハレじゃなくてハルなんだよなあ』

『……あれ？　おまえのペンネーム天てん堂どうハレじゃなかったっけ？』

『冗談じゃない!?』

『それより藤とう花かちゃんたちの予定はどうだ？　いつなら遊びに行っていい？』

『いやいや、簡単に流さないでくださいよ！　これはけっこうショックですよ！』

『すまん。いつも名前じゃなくておまえって呼んでるから素すで忘れてた』

『…………言い訳すらしないだと……』

『いっそハレルヤに改名したらどうだ？』

『提案が気軽すぎる。編集さんの言葉って、新人にはめちゃくちゃ重いんですからね？』

『たしかにな。だが安心しろ。おまえ以外の新人さんにはちゃんと気を遣つかってるよ』

『俺にも気を遣ってくださいよ』

『イヤだよ。だっておまえ、私のアドバイスぜんぜん聞かねえじゃねえか』

『…………えーと、遊びの件に話を戻しますけど、冬休み中ならいつでも大歓迎だと思います。年末年始は俺とゆっくり過ごすために、きっちり休みをとってくれてるので』

『健けな気げだなあ……。そんじゃ明日帰るから、三日はどうだ？』

『大丈夫だと思います。みんな喜びます』
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　とまあ、そんなわけで。

　正月休みもそろそろ終わりを告げる、一月三日のお昼時。

「あけましておめでとう。今年もよろしく」

　と、小こ洒落じやれた私服姿の夕ゆ莉りちゃんが、藤花邸ていに遊びに来てくれた。

「あけましておめでとうございますっ。こちらこそよろしくお願いしますっ」

「おめでと夕莉ちゃん。よろしくね」

「おめでとーにゃ」

　同じく私服の藤花、千ち鶴づる、紗さ奈な。

「おめでとうございます。よろしくお願いいたします」

「おめよろっす」

　例によってメイド服の麻ま耶やさんに、スウェット姿の俺である。

　玄関で立ち話しててもしょうがない。

　新年の挨あい拶さつもそこそこに、とりあえずリビングに移動した。

「コートをお預かりします」

「おっと、ありがとう」

　麻ま耶やさんが夕ゆ莉りちゃんの背後に立ち、コートを脱がすのを手伝う。

「メイドさんにお世話してもらえるとか、なかなかグッとくるな」

　夕莉ちゃんはにやにやと笑みを浮かべ、

「……もう、どこかのクズみたいなこと言わないでください」

　麻耶さんはすこし照れたようにたしなめた。

　……おや？　なんですかね、この雰ふん囲い気き。俺のセクハラ被害者同士ってこともあり、気が合うのは知っていたけど、思った以上に親密なご様子だ。

　これはひょっとして、俺の知らないところでふたりはすでにお付き合いを……？

　というのはさすがに冗談である。

　無駄に深読みしてしまうのは、昨夜就しゆう寝しん前にゆるめの百ゆ合り漫画を読んだからだ。

　あまり手を出して来なかったジャンルだが、人気作だけあって面白かった。

「すまんすまん。でも、クズと比べるのはやめてくれ。さすがにそれは心外だ」

「あ、そうですね。すみません、言いすぎました」

　苦笑いする夕莉ちゃんに、麻耶さんはくすりとして謝罪する。

　普段は姉ポジションの麻耶さんが妹みたいに見えて、なかなか新鮮な光景だった。

「──おお、すげえな」

　食卓を囲み、夕莉ちゃんが感かん嘆たんの声をもらす。

　約束した訪問時間に合わせて、すでにランチの準備は済ませていた（麻耶さんが）。

　ローストビーフやお刺さし身みをはじめ、残っていたおせちやお雑ぞう煮に（残り物というわけではなく、もともと三日くらいで消費する予定だった）など、数々のごちそうが並んでいる。

　……てか、夕莉ちゃんのリアクションがだいたい俺と同じだな。

　ロリたちも麻耶さんも育ちがいいので、庶しよ民みんの仲間がいるとちょっと安心する。

「ご遠えん慮りよなさらず、いっぱい食べてくださいね」

「ありがとう藤とう花かちゃん。……いやほんと、ありがたすぎて泣きそうになるよ」

「俺の担当でよかったですね」

「それな。何度見捨てようと思ったかわからんが、我が慢まんしてきて正解だったぜ……」

　……冗談なのか本音なのか、判断に困るところですね。

　はっきりさせるのはやめておこう。世の中には知らなくていいこともある。







　歓かん談だんしながらの昼食を楽しんだあと。

「これ、いちおうお年玉代わりってことで、実家の近くの神社のやつなんだけど、よかったらもらってほしい」

　と、夕ゆ莉りちゃんがみんなにお守りをくれた。

　さすが有能編集者。見事な気配りだ。いくら気持ちが大切とはいえ、スーパーお嬢じようさまたちに現金を渡してもしょうがないからな。

「ありがとうございますっ。わあ、綺き麗れいですね」

「ほんと素敵な柄がら。ありがと、すごくうれしいわ」

「ありがとにゃん。これで幸運のステータスがアップするにゃ」

「ありがとうございます。大切にしますね」

　ロリたちと麻ま耶やさんは大喜びして、丁てい寧ねいにお礼を言った。

「……あれ、俺のぶんは？」

「え？」

「え？」

「……うそだよ。いちおうおまえのぶんも買ってきてやったよ」

「ですよね。いや、まじでちょっとびびりました」

「ほら、一番安いやつだけど」

「……余計なひとこと大賞とかあったら、かなり有力な候補ですね」

　しかも藤とう花かたちのお守りと見比べると、ガチでグレード低そうだった。

「いらないのか？」

「いるに決まってるじゃないですか」

　それでも夕莉ちゃんからの贈りものには変わりない。ありがたくちょうだいした。

　逆に、こちらからは冬コミで頒はん布ぷした同人誌をプレゼントする。

　もともと夕莉ちゃんには渡すつもりだったけど、ちょうどいいお返しになった。

「──はあ!?　なんだこれ!?　どこの大先生の画集だよ!?」

　本を受け取るや否いなや、夕莉ちゃんが叫ぶ。

『うおー』とか『まじかよ』とか『やりたい放題かよ』とかうめきながら、仕様の豪ごう華かさに驚いたりあきれたり悔しがったりしていた。

「ふふふ、なにしろ先生の作品が載った本ですからね。こだわりました」

「ちょっとやりすぎな気もするけど……あたしも気に入ってるわ」

「魔導書にしても、恥ずかしくない一品にゃ」

　専門家をうならせることができ、ロリたちはご満まん悦えつである。

「……ちくしょう。今度作るときは、私に編集させろよ」

「──えっ、いいんですか？」

　夕莉ちゃんに肩を小こ突づかれて、俺は目を瞬またたかせた。

　そんなのこちらからお願いしたいくらいというか、むしろ申し訳ないのだけど……。

　プロだからこそ、一線を引かなくちゃいけないと思ってしまう。

「ああ。こんだけやれるなら楽しそうだ」

　夕ゆ莉りちゃんはわりと真面目まじめにうなずいた。

　あくまで俺たちと同じ、趣味というスタンスってことか。

　それなら断る理由は皆かい無むである。

　ロリたちの希望により、次の夏コミにも申し込むつもりだし。

「願ってもないお話ですっ。ぜひ一緒にやりましょうっ」

「ちょっと原稿にプレッシャーがかかるけど、とても光栄だわ」

「にゃふふ──ついに最強の布ふ陣じんが完成してしまったにゃ」

「私も楽しみです。ぜひ勉強させてください」

　もちろんみんなも大歓迎だった。

「でも、スケジュールは大丈夫なんですか？」

　俺はすこし心配になって訊たずねる。

「コミケの前は夕莉ちゃんもクソ忙しいでしょう？」

「……まあな。だから早めに原稿をあげてくれ。じゃないと参加できない」

　うーん、そりゃそうだよな。締め切りが早くなるのは勘かん弁べんしてほしいけど……。

　ロリたちのためにも、そこはがんばるしかないか。

　しかし、これだけは言っておかなくてはならない。

「ちなみに、内容にダメ出しするのはナシですからね？　あくまで楽しむのが目的ですからね？」

「…………わかってるよ。同人でそんな野や暮ぼなことは言わん」

　やや不満そうではあったけど、いちおううなずいてくれた。

　まあ、ロリたちもいるから大丈夫だろう。たぶん。







　中身の感想については、後日じっくり読んでから聞かせてもらうことになり。

　それからみんなで正月らしい遊びをしよう、ということになる。

　たこあげ。羽は根ねつき。カルタ。すごろく。福笑い。エトセトラ……。

　意見を募つのると、大量に候補があがった。これだと逆に選びにくい。

「もう面倒だから、クジで決めちゃわない？」

「そうするか」

　千ち鶴づるの提案に一同賛成し、パパッとクジボックスを作成した。

　ゲストである夕莉ちゃんに引いてもらう。

「えーと……お、書かき初ぞめか。しぶいな」

　たしかにしぶい。学校の課題だったらはっきり言って退屈だろう。

　でも、遊びでやるぶんには面白そうだと思った。

「てか、道具はあるのか？」と夕ゆ莉りちゃん。

「余裕でありますよ」と俺。

　なんせ藤とう花か邸ていに引っ越した時点で、文房具系はほとんど完璧にそろえてあったからな。

　筆や墨ぼく汁じゆうなんて、水すい墨ぼく画がの画家でも困らないレベルで充実していた。

「俺の部屋にしまってあるので、書かき初ぞめもそっちでやりましょう」

　と、三階までご足そく労ろう願う。

「──あ、先生」

　部屋に入るなり、藤花が口を開いた。クローゼットに目をやりつつ、

「やる前に着替えたほうがいいんじゃないですか？　墨がはねたりして、夕莉ちゃんのお洋服が汚れたら大変ですし」

「あー、言われてみればそうだな」

　どんな服についても簡単に落ちる特殊な墨汁を使うので、実はその心配はいらないのだけど、おかげで着替えの口実ができた。

「ナイス藤花」

「えへへ、恐きよう縮しゆくです♡」

　ごほうびなでなでをしてあげると、藤花はうれしそうにはにかんだ。

「……着替えって、まさかコスプレじゃないでしょうね？」

　千ち鶴づるが警戒するように目を細める。

「それでもいいけど、せっかくだし着物はどうだ？」

　元日に巫み女こを堪たん能のうしたばかりだし、王道の正月っぽさを味わいたかった。

「いや、汚れても問題ないように着替えるんだろ？　着物じゃ本末転倒だ」

　夕莉ちゃんのツッコミはもっともだった。

　おっしゃるとおり着物の場合、口実が口実として機能しないな……。

　汚れてもいい着物なんです、というのも無理があるだろうし。

　かといってほかの衣装にはしたくない。

　俺はすでに『みんなの着物姿が見たくてたまらないモード』に突入しているのだ。

　仕方ない。墨汁についてネタばらしをして、強引に押し切らせてもらおう。

「大丈夫です。水洗いだけで簡単に落ちる、特殊な墨汁を使うので」

「なるほど、それなら安心だな──ってだったら着替えなくてもいいじゃねえか」

　やっぱり気づきますよね。俺は真ま顔がおで反論した。

「いえ。その墨汁は冥めい界かいの泥を素材にしているので、ふつうの服だと呪われてしまうんです。だから、状態異常耐性のある着物に着替えてもらう必要があります」

「バカなのか？」

「にいさまの言うとおりにするにゃ」

　あきれ顔になる夕ゆ莉りちゃんに、紗さ奈なが神しん妙みように告げた。

「冥めい界かいの泥はすごく危険にゃ。耐性がないと一瞬で瘴しよう気きにやられるにゃ」

「解説ありがとう紗奈」

　実に頼もしい援護である。これはごほうびなでなでだな。

「にゃふふ♡」

　紗奈は子猫のように笑った。

「……要するに、ハルはあたしたちの着物姿が見たいってことね？」

　建前を全部吹っ飛ばして、俺の本音を浮き彫りにする千ち鶴づる。

　ここは下手に否定するより、認めちゃったほうがいいだろう。

「それもあるな」と素直にうなずいた。

　千鶴は照れたように横を向く。

「……ま、どうしてもって言うなら、べつにいいけど」

「どうしても見たい」

　ストレートに答えつつ、ついでになでなでをした。

「……はいはい、わかったわよ」

「もちろんわたしはどんな衣装でもＯＫです。先生のご要望にお応えします」

　まんざらでもなさそうな千鶴に、藤とう花かがにこやかに続いた。

「……まあ、着物であればいいでしょう」

　麻ま耶やさんも承知してくれる。

「え？　園その原はらさんもＯＫなのか？」

　夕莉ちゃんは意外そうに言った。

「……この人の思惑に乗るのはしゃくですけど、せっかくのお正月ですし」

　なにより、とやや気恥ずかしそうに言葉を継ぐ。

「皆さんの着物姿は……その、私も見たいです」

　だよね。その点については、麻耶さんなら共感してくれると思った。

　なにしろ俺に負けず劣らず、藤花たちのことが大好きだからな。

　藤花たちの笑顔が最優先という姿勢も、藤花たちの笑顔が見たいという願望も共通しており、たとえば俺がかわいいロリ写真を撮った際は、必ずそれを提出するよう要求してくる。俺たちの利害は基本的に一致しているのだ。

　……ただし、不健全な内容でなければね。

　いや、俺はいつだって健全なことしかやってないつもりなんだけど。

　そこは残念ながら音楽性ならぬロリ性の違いってやつだ。

「あー……それもそうだな。んじゃ、私も付き合ってやるよ」

　夕ゆ莉りちゃんがうなずき、話がまとまる。

　俺が道具の準備をしているあいだ、みんなには着替えてもらうことになった。







　着物なので通常の着替えよりは時間がかかる。

　すべての準備を整え、なおも十分以上待ったところで──ようやく。

　着物姿の美少女＆美女たちのご登場シーンと相成った。

「──おおーっ、みんなめっちゃ似合ってる！　超かわいくて超綺き麗れい！」

　例によって、俺の感想はワンパターンなのだけど……。

　ああ、ちくしょう。さすがに今回は、自分の語ご彙いの貧弱さが歯がゆいな。

　グルメ漫画に出てくる批評家ばりに、あらゆる比ひ喩ゆを駆く使しして褒ほめ称たたえたかった。

　まじでそれくらい素晴らしいのだ。

　しょうがない。あとでスケッチさせてもらい、それをプレゼントすることでこの気持ちを伝えるとしよう。

「えへへ。お褒めの言葉、ありがとうございます♡」

　ぺこりとお辞じ儀ぎした藤とう花かは、名前に合わせたのか藤色の着物だ。かんざしでまとめられた艶つややかな黒髪が実にマッチしている。小道具らしい巾きん着ちやく袋ぶくろもいい味を出していた。

「ハルに見せるためってのがアレだけど、やっぱ綺麗な服を着ると気分がいいわね」

　ごきげんそうな千ち鶴づるの着物は、鮮やかな赤を基調としている。髪型もツインテからアップスタイルになっており、花のヘアアクセサリーが可か憐れんだった。

「ぼくが鯉こい口ぐちを切った瞬間、すべては終わっているにゃ」

　中二な紗さ奈なはやはり黒の着物に惹ひかれたらしく、しかも帯は金色である。なぜか日本刀（むろん模造刀）を所持しており、極道ネコミミ組の娘みたいな雰ふん囲い気きだ。

「……やはり皆さん、とても美しいですね」

　と、まわりを見て満足げなご様子だが、水色の着物を着た麻ま耶やさん自身もたいへんお美しい。どことなく高級料亭の若わか女将おかみ的な雰囲気がある。うーむ、適度に乱れさせたい。

「……そういや着物を着たの、成人式の振り袖以来だな……」

　夕莉ちゃんの着物は黄色で、これまた非常に華やかだ。が、時間の流れに思いを馳はせているのか、なんともアンニュイな吐と息いきをもらしていた。大丈夫、まだまだ若いよ！　なんて励はげましたら逆にキレられそうですよね。そっとしておこう。

　しかし見るべきところが多すぎて、違う意味で目のやり場に困るな。

　各自の柄がらや帯の刺し繍しゆうなどもじっくり観察したかった。

　まあでも、そのへんはおいおいってことで。

　本来の目的である、書かき初ぞめをはじめるとしようか。

　大きなカーペットの上には、人数分の書道セットが置いてある。

　書かき初ぞめだと長い紙を使ったりするイメージもあるが、さすがにそれはなかったので、手頃なサイズの半紙だ。小学校の教室の後ろに貼ってあるようなやつ。

「んじゃ、手はじめに『今年の目標』でも書いてみようか」

「はいっ」「ええ」「にゃん」

　俺が仕切ると、ロリたちは好きな場所に腰をおろした。

　麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんも異論はないようで、空いていたところに座る。

　それぞれ硯すずりに墨ぼく汁じゆうを注ぎ、まっさらな筆を手にとった。

　すぐに書きはじめる人もいれば、半紙を見つめてしばし考えこむ人もいる。

　具体的には俺と藤とう花かと紗さ奈なは早いほうで、だいたい同じくらいに書き終わった。

　次いで夕莉ちゃん、麻耶さん、千ち鶴づるの順だ。

　所要時間は五分ほどだろうか。

　順番に発表していく流れになり、とりあえず俺から半紙を掲かかげた。

　深く考えず、ぱっと浮かんだもの──『ヒモ道を究きわめる』である。

　むろん簡単じゃないのはわかっている。

　一年どころか、生涯をかけて取り組むべきことだからな。

　でも、目標とおっぱいは大きいに越したことはない。

「おおー、さすが先生。素晴らしい目標ですね」

「にいさまらしい向上心にあふれてるにゃ」

　藤花と紗奈はくすくすと笑ってくれ、

「……内容はいちいちツッコまないけど、微妙にうまいのがむかつくわね」

「……あなたに使われる筆と半紙に同情します」

　千鶴と麻耶さんは冷やかな目つきになり、

「おまえのブレなさは、わりと真面目まじめに尊そん敬けいするわ」

　夕莉ちゃんからはむしろ感心された。

　ここでひとしきりヒモ道について語ってもいいけれど、テンポよくいきたいので割かつ愛あいする。まあ、いつか機会があったらってことで。

　続いて藤花の番だ。

「わたしはこちらです」

　藤花の半紙には綺き麗れいな字でこう書かれていた。




『先生をもっともっと甘やかす』




「なるほど。俺の目標と対ついになってる感じだな」

「ふふ、そうですね。今年も精一杯、お互いを甘やかしていきましょう」

　自然と笑顔になる俺に、藤とう花かもふんわりと微笑ほほえんだ。

「藤花らしい向上心にあふれてるにゃ」

「まあ、そんな感じだとは思ってたわ」

　紗さ奈なも笑顔で、千ち鶴づるは苦笑。

「…………」「……ちっ」

　麻ま耶やさんは無言で俺をにらみ、夕ゆ莉りちゃんは小さく舌打ちをした。

　俺がうらやましいのはわかるけど、ふたりとも態度に出しすぎだと思います。

　とはいえ注意するのも怖いので、華麗にスルーしよう。

　続いて千鶴の番。

「悪いけど、ハルや藤花とちがってあたしの目標はまともよ」

　と言って掲かかげた紙には、やや小さめの字でこう書かれていた。




『ハルを真ま人にん間げんにしつける』




「前振りのわりに、藤花の目標とだいたい同じにゃ」

「えっ、なんでよ!?　むしろ真ま逆ぎやくじゃない！」

「逆もまた真なりにゃ」

「そうですね。先生のことが大好きなのが、これでもかと伝わってきます」

「どこが！」

「だって自分のことじゃなくて、先生のことを書いてるじゃないですか」

「これは言い訳できないにゃ」

「──っ」

　紗奈と藤花に論破され、千鶴は盛大に赤面した。

「うぅ……こらバカハル！　にやにやすんな！」

　いや、そんなこと言われても、勝手に頬ほおがゆるむんだから仕方ない。

　麻耶さんと夕莉ちゃんでさえ、

「……千鶴さま、かわいいです」「……ああ、かわいいとしか言いようがないな」

　ポツリとそんなつぶやきをもらしていた。

　ただ、あんまりいじりすぎても可哀かわい相そうなので、紗奈の番に移行する。

「ぼくは今年こそ、これを成し遂げるにゃ」

　そう意気込む紗奈の半紙には、でかでかとこう書かれていた。




『にいさまと世界を救う』




「スケールでかいな」

　と、思わずツッコんでしまった。

「ぼくとにいさまならできるにゃ」

「えー。でも俺、世界よりみんなの幸せを第一に考えたいんだけど」

「にゃ……ぼくたちのためなら、にいさまは世界が滅んでもいいってこと？」

「当然だろ」

　俺は深くうなずいて、

「世界あってのみんなじゃなくて、みんなあっての世界だもん」

　いかなる条件であろうとも、逆は絶対にありえない。

　万有ヒモ力の法則として、物理の教科書に載せてもらってもいいくらいだ。

「…………わ、わかったにゃ。もう世界なんてどうでもいいにゃ」

　紗さ奈なはポッと頬ほおを染め、早くも目標を放り投げる。

「……こ、こういう気持ちを『萌もえ』って言うんでしょうか？」

「……悔しいけど一瞬だけときめいたわ。ほんの一瞬だけどね」

　藤とう花かは胸をおさえてもじもじし、千ち鶴づるはてれてれとツインテの片方をくるくるした。

「……よく聞くような言い回しだが、悪くない台詞せりふだな。ただしヒモじゃなかったら」
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「……ですね。その一点のせいで、すべてが台無しですよね」

　夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんは深々とため息をついた。

　いや、こんな歯の浮くような台詞せりふ、ヒモだからこそ言えるって考え方もあるぞ。

　エリートなイケメンだとハマりすぎて信用できない。

　甘いマスクで甘い言葉を吐くやつ、アニメではだいたい黒幕だしな（偏見）。

　閑かん話わ休題。

　続けて美女コンビの目標を発表してもらう。

　夕莉ちゃんが『健康』で、麻耶さんが『平穏』だった。

　……まあ、うん。たしかにね、どちらもものすごく大切だし、わからなくもない。

　だけど、ちょっと無難すぎやしないだろうか。

　べつに面白みとかはいらないけど、これだと言い方を変えたら現状維持だ。

「そんな保守的でいいんですか？　もっと意識を高く持って、上を目指しましょうよ」

　ふたりの有能さを知っているだけに、つい苦言めいたことを言ってしまう。

「うるせえ。ヒモが意識を語るな」

「……平穏を脅おびやかす人に言われたくないです」

　速攻で正論を返された。ですよねー。







　その後もテキトーなお題を出し合って、思い思いの言葉を書いていく。

　しかし、ただ文字を書くだけというのもいまいち盛りあがりに欠け……。

　三十分ほどで飽きてきてしまった。

「んじゃ、ここからはクイズ形式にしようか」

　と、俺は提案する。

「俺が問題を出すから、その答えを書いてくれ」

「あ、いいですね。面白そうです」

「正解した場合のごほうびはなんにゃ？」

　藤とう花かがすぐに賛成してくれ、紗さ奈ながちゃっかりと訊たずねてきた。

「ごほうびがある前提か」

「もちろんにゃ。あったほうが燃えるにゃ」

　まあ、それもそうだ。

「なら正解したらプレミアムなでなで十秒、間違ったらくすぐり十秒でどうだ？」

「……敗北の代だい償しよう……闇のゲームってことにゃ？」

「──フッ、そういうことだ」

　シリアスな空気を醸し出してきた紗奈に、俺も決闘者的な笑みを浮かべて応じた。

　ちなみにプレミアムなでなでとは、俺の技術を総動員して行う本気のなでなでで、通常の五倍心地よいとされている（ロリたち談）。

「……ハルって無駄にくすぐりがうまいから、けっこうリスク高いわね」

　千ち鶴づるが眉まゆ根ねを寄せる。

「はい。わたしたちの弱点を知り尽くしてますからね……」

　藤とう花かは神しん妙みように同意した。それはいいんだけど、誤解を招きかねない言い方はちょっとやめてほしい。……美女たちからの視線が痛い。

「ですが、プレミアムなでなでのためなら──わたしは挑戦します」

「ぼくもやるにゃ。虎こ穴けつに入ってにゃんにゃんするにゃ」

　藤花が決意すると、紗さ奈なもやる気満々で続いた。

　……虎穴に入ってにゃんにゃんて。ずいぶんかわいいアレンジだな。完全にトラと遊んじゃってるでしょ。なんなら紗奈自身が虎こ子じかもしれない。

「仕方ないわね。ふたりがやるなら、あたしもごほうびに釣られてあげる」

　と、千鶴も参戦を表明した。

　しかし、そんな勇気あるロリたちとは裏腹に、

「私はやめとく」「私も遠えん慮りよさせていただきます」

　夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんはあっさり降りることサレンダーを選んだ。

「え、なんで？」

　俺は目を瞬またたかせる。

「なんでって当たり前だろ」

「……私たちにとってはどちらも罰ゲームですからね」

　ちょっとなに言っているかわからない。

「え？　まさかとは思うけど、俺のプレミアムなでなでがいらないってこと？」

「ああ」「はい」

　まじかよ。

「……でも、前になでなでしたとき、気持ちいいって言ってたじゃないですか」

「それはそれ、これはこれだ」

　夕莉ちゃんはジト目で言った。

「いくら気持ちよくても、おまえになでられるのは屈くつ辱じよくなんだよ」

　麻耶さんも同じ気持ちらしく、無言でうなずいていた。

　そんな、バカな……俺のなでなでを拒否するなんて……。

　いや、わかってたけどね。前にやったときも似たようなこと言われたし。

「つまり、俺のなでなでの虜とりこになるのが怖いってことですね？」

「そんな安い挑発には乗らねえよ」

　ダメ元の誘いも余裕の笑みでかわされてしまった。ちぇー、やっぱダメか。

　こうなるとロリたちに説得してもらうしかないのだが、

「麻ま耶やと夕ゆ莉りちゃんは恥ずかしがり屋ですからね」

「まあ、気持ちはわからないでもないわ」

「おとなはいろいろ大変にゃ」

　三人とも美女たちの意志を尊重するつもりのようだ。

　であればしょうがない。潔いさぎよくあきらめるとしよう。

「──あ、いいこと思いついたわ。それならあたしたちが問題を出すってのは？」

　千ち鶴づるが妙案を口にした。

「それで正解したらあたしたちのマッサージで、間違ったらくすぐりにするの」

「お、いいね。それならごほうびになるわ」

「はい。すごく魅み力りよく的です」

　夕莉ちゃんと麻耶さんは即座に食いついた。

　俺との差が露ろ骨こつすぎるでしょ……と思わなくもないが、たしかにロリマッサージはこの世で味わえる天国だからな。マイナスイオンより癒いやし効果が高いとされるロリロリイオンが心身ともに染み渡り、しかも近頃はテクニックも向上しているので、もはやこれ以上のごほうびはないと言ってもいいくらいだ。

「でもそうすると、ぼくたちがごほうびをもらえないにゃ……」

「うーん、それはちょっと惜しいですね……」

「大丈夫。その点もちゃんと考えてるから」

「にゃ？　どうするにゃ？」

「出題者をやった報ほう酬しゆうとして、プレミアムなでなでをしてもらうのよ」

「──千鶴すごいにゃっ。孔こう明めい以上の策士にゃっ」

「ノーリスクハイなでなでですねっ」

「ふふん、まあね」

　紗さ奈なと藤とう花かに褒ほめそやされ、千鶴は得意げに微笑ほほえんだ。

　そして、その笑みのままこちらを向き、

「それで文句ないわよね？　ハル」

「ああ。もちろん」

　三人が楽しんでくれるなら文句なんてあるはずもない。

「見事正解して、たっぷりマッサージしてもらうぜ」

「ま、せいぜいがんばりなさい」

「先生の華麗な回答、期待していますっ」

「にいさま、ファイトにゃ」

　と激げき励れいしてもらう俺を見て、夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんは悔しげにもらす。

「くっ、こいつには負けたくないな……」

「……ですね」

「ほう。じゃあどうせなら、対決形式にしますか？」

　ロリたちをより楽しませるため、俺は煽あおるように言った。

「ハンデとして、そっちはふたりがかりでもいいですよ」

「……言ったな？　園その原はらさん、協力してこいつを潰つぶすぞ」

「承知しました。この人は教養がないので、私たちの必勝でしょう」

　夕莉ちゃんの大人げない言葉に、麻耶さんは自信ありげにうなずいた。

　おかげでロリたちのテンションがさらにあがる。

「にいさまｖｓ．麻耶さんと夕莉ちゃん……これは熱いにゃ」

「はい、見み応ごたえありますねっ」

「ハルが反則しないように、ちゃんと見張っておきましょう」

　かくして。

　ヒモとメイドと編集者による、仁じん義ぎなきクイズ対決の火ぶたが切られたのであった。







　問題数は十五問。

　内容はロリたちに一任し、ひとり五問ずつ出してもらう。

　不正解でもペナルティはなく、単純に正解数が多いほうの勝ちとなる。

　そして勝者にはごほうびマツサージ、敗者には罰ゲームくすぐりが与えられる。

　──と。

　俺が決めたルールに異論はあがらず、これがそのまま採用となった。

「それじゃあ、はじめるわよ」

　最初の出題者は千ち鶴づるだ。

「第一問。日本で二番目に高い山の名前は？」

　真面目まじめな千鶴らしく、かなり正統派な問題だな……。

　ちなみに、シンキングタイムというか制限時間は三十秒だ。

　そのあいだに答えを書かねばならない。

　むろんカンニングはできないよう、相手とはちゃんと距離をとっている。

　で。

　俺の答えは『富ふ士じ山さん』で、美女ペアの答えは『北きた岳だけ』だった。

「ユリマヤチーム正解」

　と言って、千鶴はサンダルで登山にきたアホを見るような目で、俺をなじる。

「ハルは不正解っていうか、富ふ士じ山さんなわけないじゃない。バカなの？」

「いや、俺を一番としたら二番目は富士山かなって」

「素直に知らなかったって言えば？」

　……はい、すいません。ふつうに知りませんでした。

「おいおい一問目からそれかよ」

　夕ゆ莉りちゃんが嘲あざ笑わらってくる。

「一方的な展開になってもつまんねえから、ちょっとは健闘してくれよな」

「ぐ……そういう夕莉ちゃんは、いまの答え知ってたんですか？」

「それは秘ひ密みつだが、私たちはチームとだけ言っておこう」

　麻ま耶やさんの肩に手を置いて、夕莉ちゃんは偉そうに言った。

　知らなかったんじゃねーか。

「ふふふ、頼りにしてるぞ園その原はらさん」

「はい。こういった問題ならおまかせください中なか野のさん」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方じゃなくて、ぜひ夕莉ちゃんと呼んでくれ」

「……ちゃんづけはちょっと恐きよう縮しゆくなので、さんづけでもいいですか？」

「もちろん」

「ありがとうございます。では私のことも下の名前でお呼びください」

「ん、わかった。これからもよろしくな、麻耶さん」

「こちらこそお願いします、夕莉さん」

　……ぐぬぬ、仲よさそうにしやがって。たいへんけっこうだと思います。

　さておき。二問目は藤とう花かからの出題で、

「どれだけ焼いても食べられないおもちはなんでしょう？」

　クイズというよりなぞなぞだった。正月らしい問題ではあるけれど。

　これは両者『やきもち』で正解。

　三問目は紗さ奈なからの出題で、

「ラノベ『英雄の剣が眠る大地』の主人公の名前はなんにゃ？」

　と、かなり趣味に寄った問題だった。

　ちなみにけっこうな人気作で、俺は幸いにも漫画版を読んでいた（原作は未読）。

　おかげで「にいさま正解にゃ。ユリマヤチームはぶぶーにゃ」となる。

　よし、これで同点だ。

「あー、そうだった。知ってたのになぁ……」

　俺の答えを見て悔しがる夕莉ちゃん。

「そういやこれのコミカライズ、メディカワでしたね。当てないとダメじゃないですか」

「……私の担当じゃないからセーフってことで」

　まあ、大量の作品があるから無理もないか。

　たぶん紗さ奈なはそのへんも考こう慮りよして出題したんだろうけど。

　なんにしても、傾向はだいたいつかめた。

　千ち鶴づるが一般教養、藤とう花かがなぞなぞ、紗奈がオタク系だ。

　二巡目以降もそんな感じで出題されていく。

　教養は麻ま耶やさんが強く、なぞなぞは互角、オタク系は俺が強かったが夕ゆ莉りちゃんもそれなりに当ててきた。

　うーむ、ペアを許したのは失敗だったかもしれない。

　と、軽く後こう悔かいする程度には厳しい展開になってしまい……。

　四巡目を終えたところで、俺は二点差で負けていた。

　残り三問で逆転するのは、正直かなり難しいだろう。

「ふっ。ヒモにしてはがんばったが、どうやら私たちの勝ちのようだな麻耶さん」

「そうですね夕莉さん。当然の結果です」

　苦悩する俺を横目に、相手チームは早くも勝ち誇ほこっていた。

　くっ、ちくしょう。このままふつうに負けるのはなんとか避けたい。

　最低でもヒモとしての見せ場は作らなくては……。

「ほんと、順当すぎてちょっと期待はずれだったわね」

「いいえ千鶴。先生の目はまだ死んでいません」

「簡単にやられるにいさまじゃないにゃ。きっとなにか、秘策があるはずにゃ」

　……そう。ロリたちは期待してくれている。

　俺がヒモとして輝くところを。

　鮮やかなパフォーマンスを披露して、驚きと興奮を巻き起こすところを。

　だから。そのためなら俺は──ヒールになることも厭いとわない。

　俺にしかできない、ヒモらしいプレイングを見せてやる！

「……これはひとりごとだけど」

　と前置きして。

　俺は、聞こえよがしにつぶやいた。




「もしこれで勝ったら気分よくなって、めちゃくちゃなでなでするだろうなー」




「「「──っ」」」

　ロリたちはハッと息をのんだ。俺は手て応ごたえを感じてさらに続ける。

「お姫さまだっことかもしちゃうと思うなー」

「──おい！　それは汚ねえぞおまえ！」

「──そうです！　卑ひ怯きようです！」

　余裕の態度はどこへやら。夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさんは慌てて怒鳴ってきた。

「え？　なにがです？　ひとりごとはダメなんてルールありましたっけ？」

「とぼけんじゃねえ！　藤とう花かちゃんたちを買収する気だろう！」

「仮にそうだったとしても、責められる筋合いはないですね」

　俺はニヤリと笑い、わざとらしく肩をすくめた。

「クイズの内容は、三人に一任するルールですから」

「「っ……」」

　残り三問で二点差を逆転するには、こちらが全問正解で、相手は全問不正解でなくてはならない。裏を返すと──俺にだけわかる問題を出してもらえれば、勝利が確定するということだ。

　つまり、必要なのは知識じゃない。

　勝敗は、ロリたちを味方につけられるかどうかにかかっていた。

　そして、俺にはヒモとして培つちかってきた技術がある。

　麻耶さんと夕莉ちゃんも俺と同じくらいロリたちに好かれてはいるが……なでなで力の差は圧倒的だ。これは戦争で言うところの火力に相当する。たとえるなら戦車対歩ほ兵へいといったところか。いくら二対一でも、どちらが強いかなんて言うまでもない。

　よって俺は、この駆け引きを制する自信があった。

「…………夕莉さん、ちょっと作戦会議をしましょう」

　自分たちの窮きゆう地ちを察したような苦々しい表情で、麻耶さんが言った。

　いまさら対策を立てても遅いと思うが、起死回生の一手が来ることを祈っておこう。

　いや、本当に。

　ふたりが俺のなでなで以上のものを提供して、ロリたちを楽しませてくれるなら、ヒモとしては本望だ。喜んで敗北を受け入れよう。

　なんて思いながら、視線をロリたちに移す。

　こちらはこちらで、真剣な様子で話し合っていた。

「……先生ならなにかやると思ってましたが、ここにきてお姫さまだっこですか……」

「や、やばいにゃ……大サービスにゃ……」

「……勝つためには手段を選ばないクズね」

「はい、すがすがしいクズっぷりです。それでいて、ルール違反ではありません。というか、先生はこれを見越してルールを決めたんだと思います」

「まちがいないにゃ。真の策士はにいさまだったにゃ。イケてるにゃ」

「……まあ、気き概がいだけは評価してあげてもいいわ」

　よしよし。狙いどおりウケてるっぽい。

「──あれ？　でもちょっと待って」

「どうしたんです千ち鶴づる？」「にゃ？」

「ということはつまり、ハルはあたしたちの要求をのむしかないってことじゃない？」

「──あ、そうなりますね」

「──勝利のカギはぼくたちが握ってるにゃ」

　…………ん？　あれ？　なんか雲行きが怪しくなってきたぞ……。

「……でも、先生にそんなことしていいんでしょうか？」

「かまわないにゃ。にいさまは自分の策におぼれたんにゃ」

「そうね。せいぜいふっかけてやりましょう」

　と、千鶴は俺に歩み寄り、クイズ──ではなく。

「ねえハル。この勝負に勝って、あたしたちにマッサージしてもらいたい？」

　誘うような甘い声で、そんな問いを投げてきた。

　俺は苦笑いでうなずく。

「……そりゃあ、もちろん」

「ふうん、そう」

　千鶴はにんまりと微笑ほほえんだ。

　とても満足げで、とても意地悪そうな笑顔だった。

　魔界で一番かわいい小悪魔は、きっとこんなふうに笑うんだと思う。

「──ちなみに、これはひとりごとだけど」

　そして、どこかで聞いたような前置きをして、




「誰かが手頃な椅い子すを用意してくれたら、ヒモに有利な問題を出すかもしれないわね」




　と、聞こえよがしにつぶやいた。

　……なるほどな。この展開は予想外だった。

　いやはやまったく、さすがは俺の愛するロリたちだ。楽しませてくれるじゃねーか。

　もちろん俺の選択は決まっている。

「どうぞ千鶴さま。おかけになってください」

　迅じん速そくに四よつん這ばい、あるいはお馬さんのポーズをとった。

「あらそう？　じゃあ遠えん慮りよなく」

　千鶴はくすりと笑い、俺の腰に小さなおしりを落ち着けた。

　着物だからか、またがるのではなく横座りだ。

「あとこれもひとりごとだけど、あとでなでなでフルコースを提供しなさい」

「かしこまりました」

「言うまでもなく、お姫さまだっこつきよ？」

「心得ております」

「千ち鶴づるさまの犬になりたいって声が聞きたいわ」

「千鶴さまの犬になりたいです！」

「語尾はワン」

「千鶴さまの犬になりたいワン！」

「……くふふ、いい気分だわ♪」

　と、千鶴さまは俺の頭をなでなでする。

　がんばって首をひねり背後を見やると、満面の笑みをたたえていた。

　ごきげんそうでなによりですワン！

「……見たか麻ま耶やさん？　あいつ、犬になるのに一瞬の躊ちゆう躇ちよもなかったぞ」

「……はい。ああいうところが、あの人の強みです」

　ユリマヤチームから、あきれと感心が入り交じった目で見られた。

　まあ、それはべつにいいのだが、

　──いやいやおふたりさん、そんな他ひ人と事ごとのように言ってる場合じゃないぜ？

　と、俺は内心でほくそ笑む。

　なぜならこれは勝負だからだ。
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　なにかを高値で売るには、オークションで競わせるのが手っ取り早い。

　ネコミミ少女はきちんとそれを理解していた。

　いかにも悪わる巧だくみをしてますよって笑顔で、ユリマヤチームに歩み寄る。

「にゃふふ、麻ま耶やさんはどう思ってるにゃ？」

「──っ」

　自分に矛先が向くとは思ってなかったのか、麻耶さんは目を見開いて驚いた。

「にいさまに、勝ちたくないにゃ？」

「…………か、勝ちたいです」

「ふうん、そうにゃ」

　おずおずと肯定する麻耶さんに、紗さ奈なはにんまり微笑ほほえんだ。

　マグロを丸ごと一匹与えられた、惑星ネコのお姫さまみたいな笑顔だった。

　そして、例の前置きを口にする。

「──これは、ひとりごとにゃんだけど」

　聞こえよがしにこうつぶやいた。




「おっぱい流しをしてくれる約束をしてくれたら、勝たせてあげてもいいにゃ」




「──っ！」

　麻耶さんはびくりと身をすくめ、カアァァッと頬ほおを紅こう潮ちようさせた。

　──えっ、おっぱい流しってなに!?

　当然、俺は尋じん常じようじゃなく興味を引かれる。

　──やっぱりえっちなことか!?

　ワードの響きと麻耶さんの反応からして、そう期待せざるを得なかった。

「どうにゃ麻耶さん？　悪い話じゃないはずにゃ」

「……で、ですが、あれはあのときだけって約束で……」

「にいさまに負けてもいいってことにゃ？」

「……うぅ……」

　着物を着ていることもあり、ネコミミ悪あく代だい官かんと借金に追われる町娘といった雰ふん囲い気きだ。

　傍はたで見ているぶんには、なかなか愉ゆ快かいなやりとりである。

　こんな時代劇が放送されたら毎回確実に録画するだろう。

　が、そんなことはどうでもいいから、誰かおっぱい流しについて説明してくれ。

　気になりすぎて動どう悸きがおさまらない。

「……すまん、おっぱい流しってなんだ？」

　幸いにも、夕ゆ莉りちゃんがズバリ訊たずねてくれた。

　紗さ奈なは笑顔で答える。

「麻ま耶やさんのおっぱいで背中を流してもらう、名前のとおりの技にゃ」

　──おい！　まじで直球でドスケベじゃん！

「大おお晦日みそかの夜にやってもらったけど、やわらかくてすごく気持ちよかったにゃ」

　そのときのことを回想しているのか、紗奈はしみじみともらし、

「ふふ、たしかにあれはよかったですねー」

「同感。あたしもできたらまたお願いしたいわ」

　藤とう花かと千ち鶴づるも同じような声音で続いた。

　──って、三人ともすでにやってもらったことあるの!?

　やべえな！　死ぬほどうらやましい！

「ほら、ふたりもこう言ってるにゃ。恥ずかしがらずにまたやってほしいにゃ」

「…………わ、わかりました……」

「ほんとにゃ？　ありがとにゃ！　麻耶さん大好きにゃ♡」

「……その代わりクイズのほう、お願いしますね？」

「わかってるにゃ！　ちゃんと麻耶さんに有利な問題を出すにゃ！」

　べつにクイズで便べん宜ぎを図らなくても、真まっ向こうからおねだりするだけで落ちていたような気もするが……。

　ともあれ、俺以上に身体からだを張る約束をして、麻耶さんは紗奈を味方につけた。

　この時点で、俺の勝利は潰ついえる。よくても同点に持ち込めるかどうかだ。

　でも、これこそ望んでいた展開なので、悔しさとかはなかった。

　むしろ、なぜ自分はロリではないのか？ってことのほうが悔しい。

　どうにかして俺も、おっぱい流しを味わえないものだろうか……。

　にしても、まさか麻耶さんにそんな必殺技があったとはなー。

　俺のなでなでが戦車なら戦せん艦かんくらいの火力だろう。敵ながらあっぱれだ。

「えっと、じゃあ、わたしもこの流れに乗らせていただきますね」

　藤花はちらりと俺を見て、夕ゆ莉りちゃんのほうに歩み寄る。

　本当は俺に甘えたかったのかもしれないが、俺の背中にはすでに千鶴がいるので、空気を読んでくれたのだろう。ナイスだ。ぜひ夕莉ちゃんをいじり倒してほしい。

「夕莉ちゃんは、先生に勝ちたいですか？」

「……ああ、もちろん」

　やや緊張した面おも持もちでうなずく夕莉ちゃん。

「ふふ、そうですかー。では、これはひとりごとですけど」

　藤花は右手の人差し指をあごに当て、いくらか思案し、

「そういえば、夕莉ちゃんって先生とは長い付き合いですよね？」

「……まあ、それなりに」

「でしたら先生の秘ひ密みつとか知ってます？」

　──え？　そういう方向性？

　ちょっと待って。

　それじゃあいじられるの、夕ゆ莉りちゃんじゃなくて俺になっちゃわない……？

「──ああ、そうだな」

　安あん堵どしたような吐と息いきをもらし、夕莉ちゃんは悪魔の教科書に載っていそうな笑みを浮かべた。ロリたちと違ってかわいげがないですね……。

「秘密かどうかはわからんが……恥ずかしいエピソードならいくつか知ってるぞ」

「ぜひそれを聞かせてほしいですっ」

　──おいやめろ！　やめてくださいっ！

　担当作家のプライバシーを流出させるとか、編集者にあるまじき行為だぞ！

　……と、並の人間なら慌てるところだろうが。

　あいにく俺は、ロリのヒモである。

　羞しゆう恥ち心しんなんてとっくにどこかにやってしまった。

　いまさら夕莉ちゃんに暴ばく露ろされて、困るようなエピソードはない。

　ものによっては、むしろ箔はくがつくくらいだ。

　その頃からクズの素そ質しつがあったんだねー、と。

　──しかし、これは完全に油断だった。

「てか、藤とう花かちゃんはこのクズのファンなんだよね？」

　夕莉ちゃんは、この鬼き畜ちく美人編集者は──

「はい。自信を持って、世界一のファンだと言えます」

　俺にとっては戦車や戦せん艦かん、空母や戦闘機どころではない、超絶火力──




「じゃあ、天てん堂どうハルがはじめて持ちこみをしたときの作品、読みたくない？」




　地球破壊爆弾をぶん投げてきやがった。

　いや、なに勝手に言ってくれてんの!?　それはさすがにダメだろ！

　作者の許可なく原稿を他人に見せるとか、ガチの流出案件じゃねえか！

「──えっ!?　なんですかそれ絶対読みたいです！」

「──にいさまの幻の処女作にゃ!?」

「──へえ、さぞやひどい出で来きなんでしょうね」

「作品に興味はないですが……動どう揺ようしているようなので、私も読んでおきたいです」

　そりゃ動揺もするよ！

　処女作っていえば聞こえはいいけど、どうしようもないくらい拙つたなくて、性せい癖へきがダダ漏もれで、ちらっと見返しただけで悶もん絶ぜつするような出で来き映ばえだぞ！　いや、性癖はいまさらだからいいんだけど、とにかく昔の絵を見られたくない！　全裸より恥ずかしいわ！

　速攻で夕ゆ莉りちゃんを別室へ連行して、それは勘かん弁べんしてくださいと涙ながらに懇こん願がんしたいところだったが、千ち鶴づるが乗っているので動くことができない。むろん力まかせに立ちあがることはできるけど、床に転げ落ちて万が一にもケガさせるわけにはいかないからな。

　代わりに叫んだ。

「てか、夕莉ちゃん！　そんなのまだ持ってんの!?　たしか捨ててくださいって言いましたよね!?」

　ボツにされるどころか徹底的にダメ出しされた原稿を持って帰るのがイヤで、かといって自分で捨てるのも抵抗があり、処分をおまかせしたのだった。

「アホ。駄作でも作品は作品だからな。一生懸命描いたもんを捨てられるわけないだろ。ちゃんと保管してあるよ」

「優しい！　でもありがた迷惑すぎる！」

「うるせえ。あと夕莉ちゃんって言うな」

　四よつん這ばいのまま絶叫する俺に、夕莉ちゃんは容よう赦しやなく言い捨てた。

「いえ、先生には申し訳ないですが、ファインプレーです！」

「夕莉ちゃんナイスにゃ！」

「素晴らしい担当さんね。ハルにはもったいないわ」

　パチパチパチパチッ、とロリたちは拍手をしながら褒ほめ称たたえる。

　……いや、だから、作者の許可なく読ませるとか言っちゃってる時点で、ぜんぜん素晴らしくないからね？　ＳＮＳに書きこんで炎上させてやろうか……。

　ああ、でも、だけど──

「……藤とう花かたちの喜ぶ顔が見られて、よかったですね？」

　麻ま耶やさんにしては珍しく、からかうような口調で言われてしまう。

　それだけ狼ろう狽ばいする俺が愉ゆ快かいってことなんだろう。

　そして、まったくもってそのとおりで……。

　俺は漫画家ではなく、ロリのヒモだ。

　ロリたちが喜んでくれるなら、拒否することはできないのであった……。







　そんなこんなで。

　クイズ対決に敗北した俺は、罰ゲームのくすぐりを受けることになる。

　これがまたえらいハードだった。

　俺がロリたちの弱点を知り尽くしているのと同様、ロリたちも俺の弱いところは熟じゆく知ちしているからな……。

「──あはははははははははっ！　ちょっ、まっ、ははははははははっ！」

「すいません先生♡　こちょこちょです♡」

「ふふ、無ぶ様ざまねハル♪」

「にいさまなら、この試練を乗り越えられるにゃ」

　どこかの工場に運ばれて、福笑いの素材にさせられるんじゃないかってくらい爆笑させられた。このうえ、はじめて持ちこんだ原稿まで晒さらされるわけで……。

　いや、まあ、なんだかんだ楽しかったからいいけどね。ロリたちのごほうびマッサージでとろける美女たちはなかなか見物だったし、『おっぱい流し』という収穫もあった。

　トータルではいい一日だったと言えるだろう。

　てか、ヒモになってからはいい一日しかないけどな。







　ちなみに翌日。

　夕ゆ莉りちゃんが例の原稿をスキャンして、そのデータを藤とう花かたちに送信した。

　それを読んだみんなの感想は、だいたいこんな感じである。

「絵はいまと比べるとアレですけど、ストーリーはすごく面白かったです！　才能の片へん鱗りんがうかがえます！　あと、この頃から大きなおっぱいが好きだったんですねー」

　世界一のファンを自任するだけあって、藤花にはわりとふつうに好評で、

「話はひとつもわからないし、絵も残念で、駄作としか言いようがないわね。むしろ、よくここからがんばってきたと思うわ。それだけは評価してもいいわね」

「やっぱりにいさまは努力家だったにゃ。ぼくも見習ってがんばろうと思うにゃ」

「……そうですね。内容よりも成長の度合いに、妙に感心してしまいました」

　千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさんも思ったよりポジティブなことを言ってくれた。

　それで魔が差してしまい、俺もちょこっと読み返してみた。

　無理だった。一ページ目で死にかけた。

　なにが一番恥ずかしいかって、これを傑けつ作さくだと信じて疑ってなかったことだ。

　あと五年か、あるいは十年くらいしたら、こんな時代もあったなーって笑い飛ばせるのかもしれないけど……それまでは決して見返すまいと、俺は固く誓うのだった。
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　ロリたちの冬休みが明け、数日が経過した一月中旬。平日のお昼時。

　午前中からヒモ活に勤いそしみ、休きゆう憩けいもかねてそろそろ昼飯にしようかと思っていると、

　──ガチャリ。ドアがゆっくりと開かれた。

　お嬢じようさま学校の制服をまとったネコ娘が、ややうつむきがちに入ってくる。

　……せめてノックくらいはしてくれ。

　と、注意しようかと思ったが、どうも様子がおかしい。

　妙によろよろとした足取りで部屋の中央まで進み、その場にぺたんと座りこんだ。

「ちょ、どうした？」

　慌てて近づく。左腕を背中にまわし、支えるようにして寄り添った。

　同時にヒモ診断を行う。体温と脈拍のチェック。

　……ふむ、どちらも正常だな。体調面は特に問題なさそうだ。

　ってことは、弱っているのはメンタルか。なにかの悩みごとか……？

　紗さ奈なはこちらに身を預け、上目遣づかいで言う。

「にゃあ……にいさま……ぼくはもう、ダメかもしれないにゃ」

「なんだ？　おなかが空すいたのか？」

「…………そんなしょうもないことじゃないにゃ」

　ぶすっとして、俺の胸にネコパンチ（弱）を繰り出してきた。

　ちなみに目安としては、弱はなでるような感じでくすぐったい。

　中は肩たたきにちょうどよさそうな威力で、ボディにやられるとちょっと痛い。

　強はまだくらったことがないからわからないけど、そこまで紗奈を怒らせるようなことをしたら、ネコパンチの前にたぶん麻ま耶やさんから鉄てつ拳けん制せい裁さいされるだろう。むろん、そんなことをするつもりはない。

　ともあれ、その反応でちょっと安心する。

　どんな悩みにせよ、ネコパンチできるくらいの余裕はあるってことだ。

「じゃあ、なんだ？　精神が暗黒面ダークサイドに落ちようとしているのか？」

「……だいたいそんな感じにゃ」

　こくりとうなずく。

　自分で振っておいてなんだけど、そんな感じがどんな感じかまったくわからん。

「とにかく、詳しい事情を話してくれ」

「……わかったにゃ。長くなるから覚悟してほしいにゃ」

「あ、だったらなにか食べながらでもいい？　ちょうど昼飯にするつもりだったから」

「……にいさま、緊張感がないにゃ」

「腹が減っては戦いくさはできぬって言うだろ」

　実際、落ちこんでいるときはうまいものを食うか、寝てしまうに限る。

　で、食欲も睡眠欲もなくなるくらいの悩みなら、迷わず病院に行くべきだ。

「……一理あるにゃ。ぼくも一緒に食べるにゃ」

「やっぱおなか空すいてたんじゃん」

「…………」

「いてっ」

　無言でネコパンチ（中）を繰り出された。

　なごまそうと思ったのだけど、さすがに茶ちや化かしすぎたらしい。

　紗さ奈な風に言うと、デリカシー案件ってやつだ。

　ごめんごめんと一分ほど詫わびなでをして、食卓のある一階までおりた。







　昼食のメニューは、作り置きのサンドウィッチとコーンスープだ。

　どちらも当然のようにうまく、特にハムとチーズの相性が抜群だった。

「いい仕事してるにゃ」

　向かいに座っている紗奈も満足げなご様子。

　ちなみに麻ま耶やさんは仕事中である。紗奈の雰ふん囲い気き的に、俺だけに悩みを打ち明けたい感じだと思ったので（そうでなきゃまず藤とう花かや千ち鶴づるに相談するだろうし）、あえて声はかけなかった。ただし内容によっては、すぐさま援軍に来てもらおうと思っている。

「てか、学校はどうしたんだ？　午後の授業サボったのか？」

　いきなり本題に入るのもなんなので、まずはそんな質問をした。

「今日は午前中だけだったにゃ。教師陣によるサバトがあったにゃ」

　たぶん職員会議的なやつだろう。

「じゃあ、藤花と千鶴は仕事？」

「にゃん。今日は一気に進めるチャンスだって張り切ってたにゃ」

「働きものだなー」

「すごいにゃ。……ぼくは、人と会うお仕事はあんまり好きじゃないにゃ」

　そういやそうだったな。ネコミミキャラを獲得したことにより、だいぶ改善されたようだけど、もともと紗奈は人見知りだ。最初に会ったときなんて千鶴の後ろに隠れており、ずいぶん気弱そうな印象を受けたっけ。

　そのため、コンサル業務などもやっている藤花や千鶴と違い、紗奈の仕事はほぼ投資に偏かたよっているんだとか。で、空いた時間にラノベなどの趣味を楽しんでいるらしい。

「悩んでるのは仕事のことか？」

　軽すぎず重すぎないトーンを心がけ、流れで訊たずねてみた。

　紗さ奈なは首を横に振る。

「……ちがうにゃ。もっと重要で、むずかしいことにゃ」

　なるほど。となると、だいたい察しがつく。

　考えられるのは二パターンで、ひとつは友達関係だ。藤とう花かたちとケンカしたなら、俺に頼るのもうなずける。でも、ふたりの話題にふつうに答えていたから、その線はないだろう。つまり、

「ヒモクロニクルの原作のことか？」

「…………そうにゃ。スランプになってしまったにゃ」

　紗奈はうなずき、深いため息をついた。

　ロリたちが原作を担当し、俺が作画を務める、冒険ファンタジー『ヒモクロニクル』。

　かねてより続編を作ることが決定しており、内容もおおまかに決まっていた。

　メインヒロインである『トウカ』『チヅル』『サナ』と個別にデートして、最終的に俺がいい感じにまとめる、といった具合だ。

　で、この原作なのだが、実は藤花と千ち鶴づるからは去年の段階でいただいており、紗奈のぶんだけなかなかあがってこないという状況だった。

　といっても、べつに締め切りとかは設けていない。

　焦らずじっくりと考えてくれればそれでよかった。

　でも、そんなことは紗奈もわかっている。

　だから問題は締め切りなんて些さ細さいなことじゃなく──

　自分の考えをうまく表現できないことだ。

　手にしていたカツサンドをのみこみ、俺は共感を示した。

「そうかー、スランプはつらいよなー」

「……つらいにゃ。にいさまならわかってくれると思ったにゃ」

　うん。俺もヒモになってしばらく、けっこうなドツボにハマってたからね。

　単なる実力不足をスランプと呼んでいいかは……さておいて。

　うまくいかない気持ちは痛いほど理解できる。

　しかも紗奈の場合、正しい意味でスランプといっていいのかもしれない。

　なにしろラノベではかなりの執しつ筆ぴつ速度を誇ほこっていたしな。

　そこでふと思い出す。

「あれ？　でも、ちょっと前まで『絶好調』って言ってなかったっけ？」

「……その『絶好調』が、敵の仕掛けた巧こう妙みような罠わなだったにゃ」

　紗奈は憂ゆう鬱うつそうに答えて、ヤケのように牛乳を一気飲みした。

　コン、とグラスをテーブルに置いて、

「マスター、おかわりにゃ」

　誰がマスターだ。と思ったけど、ヒモとしてちゃんと乗ってあげる。

「お客さん、飲みすぎは身体からだによくないですよ？」

　牛乳なのでちょっとくらいならむしろ身体にいいけど、飲みすぎたらおなかを壊す。

「うるさいにゃ。今日は飲みたい気分なんにゃ」

　紗さ奈なはやさぐれている。場ば末すえのバーにやってきた、スランプ中のネコミミ芸術家みたいだ。まあ、みたいというか、ほぼそのまんまだが。

「しょうがないですね。あと一杯だけですよ」

　俺は北海道産の高級ミルク（大きな瓶びん入り）を、紗奈のグラスに注ついでやった。

「それで、罠わなってどういうことでしょう？」

　マスター口調のまま話を戻す。紗奈は牛乳には手をつけず（飲まないんかい）、

「……アイデアが浮かびすぎて、どれが最善か選べなくなってしまったにゃ」

　ため息まじりにそう言った。

　あー。たしかにそれは罠だ。と、俺は納得する。

　余計なアイデアは捨てなきゃいけないからな。

　でも、これがなかなか難しい。俺もよく夕ゆ莉りちゃんに怒られたものだ。

『アイデアを生み出すことは誰でもできる。だが、そのなかからいいものを厳げん選せんし、磨みがきあげることができるのは一流だけだ。おまえは厳選すらできないからクソなんだよ』

　……と。

　てゆーか、いまでも俺はできていない。開き直って好きなものを詰めこみまくっているからな。おかげでストーリーはもれなく破は綻たんする。

　けど、俺たちが作っているのは商業作品ではない。自分たちが楽しければ正義なのだ。

　だから紗奈も整合性とか気にせず、自分が見たいシーンを並べてくれればそれでよかった。実際、藤とう花かと千ち鶴づるはそうしている。ふたりが提出したものは、細かい台詞せりふなどは俺におまかせで、漫画の原作というより異世界でのデートプランみたいなものだった。

　……でも、紗奈は細かく作りこみたいのだろう。

　紗奈は普段からラノベを愛読し、自分でも小説を書いている。

　つまり、こちら側の人間だ。なかなか割り切ることはできないよな。

　では、それを踏まえて、俺にできることはなんだろう……？

　すこし考えて、こう訊たずねた。

「ちなみに、どういうところでデートするかは決まってる？」

「……いろいろあって悩んでるにゃ」

「現時点で有力なのは？」

「……古代遺跡での冒険デートにゃ」

「へえ、ファンタジーらしくていいじゃん」

「でも、いまいち決め手に欠けるにゃ……」

　だったら──決め手を作ってやればいい。俺はニヤリとして告げる。

「じゃあ、取材してみようか」

「にゃ？」

　紗さ奈なは大きな瞳ひとみをぱちくりさせた。

「取材って……にいさま、異世界に転移できるスキルの持ち主にゃ？」

「いや、残念ながらそんなスキルの持ち主じゃないけど」

　苦笑して、

「たとえば……博物館とかに行けば、それっぽい雰ふん囲い気きを味わえるんじゃないか？」

「──にゃ、そうかも」

「だろ？　ちょうど時間もあるし、これから一緒に行ってみようぜ」

「……にいさまとふたりで？」

「そりゃあデートの取材だからな。作画の参考にもなるし」

「──最高の提案にゃ！　それならスランプも脱出できるにゃ！」

　ぱああああっ。曇り空から一転、紗奈は快晴の笑みを浮かべる。

　心なしか、ネコミミまでピンとしているように見えた。

「んじゃ、食べ終わったら行こうか」

「かしこまりにゃっ。早く食べるにゃっ」

「いや、ゆっくり噛かんで食べろよ」

　と注意するも、紗奈は三日ぶりの食事にありつくノラネコのごとく、ツナサンドをぱくぱく口に入れていく。コーンスープで流しこむように完食すると、勢いよく席を立った。

「にいさま、準備ＯＫにゃっ」

「まだ牛乳が残ってるぞ」

「にゃ……」

　紗奈はグラスを両手で持ち、こくこくと牛乳を飲む。

　が、一気飲みはつらかったようで、半分ほど残してテーブルに置いた。

「……べつにおかわりとかいらなかったにゃ」

　あれだけやさぐれていたのに、すっかりヤケ牛乳の気分ではなくなったらしい。

「もったいないからちゃんと飲むんだぞ」

「にゃうぅ……」

　からかうように言ってやると、紗奈は恨うらめしそうに牛乳を見つめた。

　かと思いきや、なにやら思いついた様子でイタズラっぽい笑顔になる。

　グラスを手にして、向かい側から俺の隣に移動してきた。

「マスター、ぼくのおごりにゃっ。飲むにゃっ」

　いや、飲みかけをおごりとか言われても。

「ありがとうございます。いただきます」

　まあ、飲むけどね。

　ロリからもらえるものはなんだって受け取るのが、ヒモマスターの流儀である。







　昼食後。意い気き揚よう々ようと玄関に向かおうとする紗さ奈なに、俺は言う。

「ちょい待ち。俺の身み支じ度たくがぜんぜん整ってないから」

　躍動する寝ね癖ぐせに、どこからどう見ても部屋着。

　外に出かける、ましてやデートに行く格好ではない。

「にいさまはヒモなんだからスウェットのままでもいいにゃ」

「いや、さすがに寒すぎるわ」

　あと、悪目立ちはしたくない。真冬にスウェット姿の男がネコミミお嬢じようさまと一緒にいたら、通報のリスクがえげつないからね。交番への取材はもうたくさんだ。

「てか、せっかくだし紗奈も着替えたら？」

　コスプレだけでなく、定期的に私服ファッションショーも開催してもらっているので、俺のクローゼットにはロリ用の私服が豊富にある。

「……にいさまは制服より、私服のほうが好みにゃ？」

「どっちも好きだけど、私服のほうがデートっぽいかなって」

　というか、制服で博物館だとどことなく社会科見学っぽいし。

「わかったにゃ。にいさまのにーずに合わせるにゃ」

「略してにーにーだな」

「にーにーにゃ」

　なんてよくわからんことを言って、微笑ほほえみ合うヒモとロリだった。

　それから三階にあがり、お互い私服に着替える。ちゃんと寝癖も直し、俺はマフラーを装備した。むろん、クリスマスにロリたちからもらった手編みのやつだ。

　紗奈の格好はもこもこしてあったかそうで、雪国のネコミミ座ざ敷しき童わらしというキャッチコピーでアイドルデビューさせたいほどかわいかった。独占したいからさせないけどね。

「さすが、なにを着ても似合うな」

「にゃふふ、ありがとにゃ♡」

　どこの博物館がいいか、ネットで検索。

　……ふむ、国立の科学博物館がよさそうだ。

　麻ま耶やさんに一声かけて外に出た。







　というわけで、目的の博物館にやってくる。

　さすが国立というべきか、高校生まで無料だった。ただしヒモは一般枠なので、俺のぶんだけチケットを購入する。それでも六百円ちょっとなので実にリーズナブルだ。

「にいさま、どこから見て回るにゃ？」

　俺の腕に自身の腕を絡めながら、紗さ奈ながはずんだ声で訊たずねてくる。

　サイトでも確認したが、この博物館めちゃくちゃでかい。

　地下三階、地上三階まで展示があった。通つうの人のブログによると、下からあがっていくルートがおすすめらしい。素直に従っておこう。

　エスカレーターで地下三階までおりていく。

「……ここが最下層。きっとすごいお宝と、それを守るガーディアンがいるにゃ」

「警戒を怠おこたるなよ」

「もちろんにゃ。にいさまもぼくのそばを離れちゃダメにゃ」

　あらためて、俺の腕にぎゅっと抱きついてくる紗奈。

　近くにいたおばちゃんがにこにこしてこちらを見ていた。

　仲良しの兄妹きようだいだと思われているのだろう。実際はヒモとロリなんだけどね。

　ちなみに平日ということもあってか、ほかのお客さんはさほどいない。ゆっくり見られるのでありがたい。客層は年配者か、親子連れが多かった。

　地下三階は、自然の仕組みが主なテーマらしい。

　宇宙や物質についてなど、なにやら小難しい展示が並んでいた。

「この装置を作動させたら、遺跡の崩壊はまぬがれないにゃ」

「ああ、間違いないな。迂う闊かつにさわるなよ」

「──にゃ、にいさま見るにゃ。隕いん石せきって書いてあるけど、これは魔石にゃ」

「まじか。どれくらいの魔力が秘められている？」

「この遺跡を一瞬で吹き飛ばせるほどにゃ」

「危険なものばっかりだな」

　などと、あれこれ見ながら妄想を楽しませてもらった。

　この調子なら何時間でも遊べそうだ。

　が、ほかにもたくさんの展示物が控えている。

　テキトーなところで切り上げ、エスカレーターで次のフロアに向かった。







　結論から述べると、どこの展示もそれぞれに見み応ごたえがあった。

　宇宙の誕生から、現在に至るまでの長きにわたる地球の歴史……。

　生命の進化と淘とう汰た。人類のルーツ……。

「こういうふうに人は進化していったんだにゃー」

「いやー、ほんとすごいなー」

「でも、地球の歴史からしたら新参者もいいとこにゃー」

「それなー」

　そのスケールの大きさを感じて、俺たちはしみじみと見入ってしまった。

　ちょいちょい取材デートであることを忘れてしまったくらいだ。

　で、そんな盛りだくさんの展示のなかで。

　この日、俺たちの興奮が最さい高こう潮ちように達したのは──

　地下一階にある、恐竜の化石や骨格が展示されたフロアだった。

「……にいさま、あれはやばいにゃ」

「……ああ、やばいな」

「……油断していたら、急に動きはじめて襲ってくるやつにゃ」

「……わかる。いざとなったらすぐ逃げるぞ」

　俺たちはごくりとツバをのみ、ぎゅっと手を握り合った。

　角の存在感だけで絶対強いと思わせる、トリケラトプス。

　十八メートルの巨体を誇ほこる、アパトサウルス。

　そして、言わずと知れた恐竜界のセンター、ティラノサウルス。

　ほかにもステゴサウルスやらデイノニクスやら、迫力ある展示の目白押しだった。

　これぞまさしく古代のロマン。

　このサイズの動物が陸上を闊かつ歩ぽしていたなんて、ちょっと信じられない。

　タイムマシンが発明されたら、生で見てみたいものの上位入賞は確実だ。

　その魅み力りよくを示すように、ほかのフロアよりあきらかに子どもの数が多かった。

「にゃあ、さすが恐竜。幼い子にも大人気にゃ」

　ティラノサウルスの前ではしゃぐ自分より小さな男児や女児を見つめ、紗さ奈なはお姉さんぶるように息をついた。

「ぼくにもああいう、無邪気な時代があったにゃ」

　……ネコミミを見る限り、いまでも充分以上に無邪気だと思うけど。

　でも、ロリたちはレディーとして扱わないといけない。紳しん士し的に口をつぐんだ。

　てか、俺もまだまだガキなので、偉そうなことは言えない。

　無ぶ粋すいなツッコミより、正直な感想をもらそう。

「でっかい生き物を見るのは、やっぱ楽しいな」

「同感にゃ。理屈じゃなくて、本能に訴えかけてくるにゃ」

「ああ。説明不要っていうか、見るだけですごさがわかるもん」

　そういう意味では、物質とかの展示はハードルが高かった。

　俺の教養不足が原因だが、説明文を読んでもピンとこないのも多々あったし。

「漫画やラノベのパッケージと同じにゃ」

　……古代の話から急に現代的な話になりましたね。

　そして、まったくもってそのとおりだ。

　表紙やキービジュアルを見て、面白そうと思うかどうか。

　コンテンツにあふれている昨さつ今こんでは、その時点で勝負の大半が決している。

　夕ゆ莉りちゃんにもよく言われたもんなー。『ひとことで伝わる企画を持ってこい』って。

　思わず苦笑いを浮かべていると、

「にいさま、階段があるにゃ」

　紗さ奈ながつないでいる手をくいくいと引いてきた。

　言われたとおり、ちょっとした階段がある。斜めに首が伸びているアパトサウルスの頭と同じくらいの高さまでのぼることができ、上からこのフロア全体を見渡せるらしい。

「待て紗奈。本当に行くのか？」

　階段の手前で、俺は芝しば居いがかった口調で言った。

　うまくすれば見せ場のシーンになるかもと思ったからだ。

「いくらなんでも、これ以上進むのは危険じゃないか？」

「……それでも行くにゃ」

　紗奈も心得たもので、瞬時に冒険者の顔つきになる。

「この奥になにがあるのか、ぼくは見なきゃならないにゃ」

「だけど、命あっての物もの種だねだろう？」

　つないでいた手を放し、紗奈の両肩に手を置いた。

　ほかの人の邪じや魔まにならないよう端っこに移動して、

「俺は紗奈に、危険を冒おかしてほしくない」

「……それは、なんでにゃ？」

　期待するような上目遣づかいに、俺は精一杯の演技で応える。

「そんなの──大好きだからに決まってるだろ」

　むろん演技とはいえ、大好きという部分はまぎれもない本心だ。

「…………うれしいにゃ。ぼくもにいさまが大好きにゃ」

　紗奈はぽっと頬ほおを染めて、俺の背中に手をまわす。むぎゅっ。

　そして、おなかのあたりに熱い吐と息いきをかけ、

「でも、心配はいらないにゃ」

　と言葉を継いだ。

「ぼくとにいさまの絆きずながあれば、どんな敵にも負けないにゃ」

「……信じていいのか？」

「にゃん。にいさまはぼくが守るにゃ」

「……わかった。だったら俺は、紗さ奈なを守るって誓うよ」

「最強のコンビにゃ」

　心が通じ合い、俺と紗奈は深くうなずき合った。

　よし。ここまで盛りあげれば、最深部に進んでもいいだろう。

　と思ったのだが──

　紗奈的にはまだ不足だったようで、潤うるんだ瞳ひとみでとんでもないことを言ってきた。

「じゃあ、にいさま。誓いのキスをするにゃ」

「…………え？」

「契約の儀ぎ式しきをして、ヒモの力を覚かく醒せいさせるにゃ」

「…………」

　ふむ、なるほど。ここにきてそういう展開か。

　ヒモクロニクルの主人公である『ハル』は最弱実は最強の職業ことヒモであり、契約者養つてくれる人が多いほど、強さが増していくという設定だ。

　で、その契約は、ヒモの額ひたいにキスしてもらうことで完了する。

　すでに『サナ』とは契約済みだけど……その儀式って毎回やんなきゃいけないのか。

　いや、しかし、大いにアリだな。儀式をすることで一定時間、ヒモのスキルが発動できるという設定にすれば、アンパンヒーローが新しい顔を手に入れたり、吸血鬼ヒーローがヒロインの血を吸ったりと、勝ちパターンに入ったときのお約束的な演出になる。

　……でも、こんな場所で額とはいえキスはな。ハグだってぎりぎりなのに……。

「さ、さすがにそれは、危険じゃないか？」

　奇くしくもというかなんというか。

　ついさっき自分が言ったことと、似たような台詞せりふを吐いてしまった。

　だが、さきほどのような演技ではない。俺は本気で心配だった。

「大丈夫にゃ。みんな恐竜に夢中で、ぼくたちのことは見てないにゃ」

「……し、信じていいのか？」

「にいさまはぼくが守るって言ったにゃ」

　俺を安心させるように、紗奈はにっこり微笑ほほえんだ。

　──くっ、ここで断ったらヒモの名折れだよな！

「……わかった。万が一の事態になったら、本気で弁護してくれよ」

　俺は覚悟を決めて、ひざを曲げる。紗奈と目線を合わせた。

「かしこまりにゃ」

　と力強く答えて、紗さ奈なはその小さなくちびるを。

　──ちゅっ。

　俺の額ひたいに押し当てた。

　そのやわらかさに、脳がしびれる。

　時間と空間の感覚を喪そう失しつした。

「……こ、これでにいさまは、最強のヒモになったにゃ」

　気がつくと、紗奈が真っ赤な顔でもじもじしていた。

　相当恥ずかしかったようで、視線をやたら遠くにやっている。

「ありがとう、紗奈」

　俺は誠意を込めてお礼を述べ、

「……ちなみに、誰かに見られた様子はあるか？」

　と、慎重に訊たずねた。自分では怖くて確認できねえ……。

「だ、大丈夫だと思うにゃ」

「……そうか。ありがとう」

　もう一度お礼を言って、俺は深々と息をついた。

　実にすがすがしい気分だ。
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　リアルでも覚かく醒せいしたのか、いまならなんでもできるような気がした。

「行こう、紗さ奈な」

「にゃん」

　紗奈の手を引いて、階段をのぼっていく。

「にゃふふ……これがおとなの階段ってやつにゃ」

　うーん、うまいのかうまくないのか、微妙なラインですね。

　まあ、とても楽しげに笑っていたので、うまいってことにしてあげよう。

　ちなみに言うまでもなく、最上段からの眺めは壮そう観かんであった。







　ひととおりの展示を巡ったあと、俺たちはミュージアムショップに足を運んだ。

　そこではさまざまなオリジナルグッズが販売されている。

「みんなにおみやげを買っていくにゃ」

「お、いいな。そうしよう」

「にゃっ、にいさま。本物の化石とか隕いん石せきが売ってるにゃ」

「え、まじで？　──って高いな！」

　数万円のものがゴロゴロしており、数十万円のものも珍しくなかった。

　貴き重ちようなものだから高価なのは当然だが、ふつうに売っているとは予想外である。

　とはいえ、高ければいいというものでもない。

　こういうのはちゃんと価値のわかる人間が買うべきだ。

　それで、紗奈とあれこれ検討した結果、手頃なものに落ち着く。

　琥こ珀はく色いろの石がついたキーホルダーだ。

　単純に綺き麗れいだし、中二心もくすぐられるのがよかった。

　ついでにオリジナルのサブレなんかも購入し、大満足で博物館をあとにする。

　帰り道を歩きながら、紗奈に訊たずねた。

「どうだ？　取材になったか？」

「すごくなったにゃ。これなら原作もすぐ作れそうにゃ」

「そりゃよかった」

　頼もしい返事が聞けて、俺は頬ほおをゆるめた。

「……にいさまは、どうだったにゃ？」

　紗奈はつないでいる手をにぎにぎして、すこしだけ不安そうに言う。

「ぼくとのデート、楽しかったにゃ？」

「当たり前だろ」

　考える前に即答していた。これほど自明なこともないからな。

「たとえ展示が鉛筆一本だけでも、紗さ奈なと一緒なら楽しいよ」

「……ほんとにゃ？」

「ああ。──だから、俺とまたデートしてくれるか？」

「にゃふふ、もちろんにゃ♡」

　紗奈は満面の笑みを浮かべて、気の利いた言葉を返してくれる。

「地球のどこを探しても、断る理由は見つからないにゃ」

　……これぞまさしくヒモのロマン。

　理屈じゃなく、本能に訴えかけてくる最強の笑顔だな。

　と、俺は思った。




　そして翌日。

　宣言どおり、紗奈は原作をあげてくれた。

『ハル』がやたらと美化されていて、読むのが気恥ずかしかったけど……。

　いかにも紗奈らしい内容で、最高としか言いようがなかった。

　化石になるまで熟読しても、文句のつけどころは見つからないね。
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　平日の午後三時過ぎ。目的地にほど近い場所で、俺と藤とう花かはタクシーをおりた。

　和のテイストが存分に味わえる往おう来らいだ。

　そこから一分ほど歩くと、大きくて赤い提ちよう灯ちんが見えてくる。

「おー、あれがかの有名な雷かみなり門もんですか」

　すぐ隣で、藤花が感心したような声をあげた。

　そう。言わずと知れた、この地のシンボルである。

　とまあ、そんなわけで。俺は藤花とふたりきりで、浅あさ草くさにやってきたのだった。







　きっかけは、紗奈との取材デートである。

　おみやげを渡したところすごく喜んでくれたけど、同時に不満もわき出たようで、

「紗奈だけずるいですっ。わたしも先生とデートしたいですっ」

「そ、そうよっ。あたしも取材したいわっ。デートはべつにどうでもいいけどっ」

　藤花と千ち鶴づるはぷりぷりと主張した。

「でも、ふたりはもう原作ができてるにゃ」

「そうですけど、取材を通してよりよいものに直したいですっ」

「とゆーかあたし、実はちょっと納得いってないところがあったのよね」

　まあ、ロリたちに格差が生まれるのは、俺としても本意ではない。

　都合のいいタイミングがあり次第、藤とう花かと千ち鶴づるとも取材デートをすることになった。

　で、翌週。つまりは今日。

「先生っ。もしよかったら、これからわたしとデートしてくださいっ」

　学校から帰ってくるなり、藤花が気合いたっぷりな様子で誘ってきた。

　なんでも千鶴と紗さ奈なは予定があり、藤花だけフリーとのこと。

　約束を果たす大チャンスだ。もちろん俺の答えはＯＫである。

「ありがとうございますっ。では、浅あさ草くさなんてどうでしょう？」

　藤花の希望ならどこだって構わない。

　が、いちおう返事の前に、藤花が提出した原作を思い返した。

　活気のある城下町で食べ歩きをするという、わりと堅けん実じつなデートだ。

　なるほど、たしかに浅草はいいかもしれない。

　ファンタジーというより江え戸どの城下町って感じだが、間違いなく活気はあるだろう。

　俺は喜んで承知して、素そ朴ぼくな疑問を口にする。

「ちなみに、藤花はなんで浅草がいいと思ったの？」

「先日、知り合いの社長さんから勧すすめていただいたんです」

「へえー」

　ＳＭやノーパン好きの変態じゃなく、まともな社長もいるんだな。当たり前か。

　ともあれ、善は急げとばかりにタクシーを呼んだ。

　待ち時間を利用して支し度たくを済ませる。例のマフラーをつけたのは言うまでもない。

　藤花も私服に着替えた。たぶん気合いを入れてくれたのだろう。いつもよりちょっとだけ大人っぽい洋服だった。ここで賛さん辞じを惜しむほど、俺は口くち下べ手たではない。

「おー、いいね。めっちゃ似合ってるよ」

「えへへ、ありがとうございます♡　浅草なので、着物でもいいかと思ったのですが」

「いや、こっちで正解。着物成分は正月にたっぷり補給したしな」

「やっぱり。そうだと思いました」

「お、やるな。そこまで読んでたのか」

「ふふ、世界一のファンですから。これくらいは当然です」

「うむ。それじゃあ今後も、俺好みの服を着てくれたまえ」

「おまかせください」

　あえて尊そん大だいに言うと、藤花は誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

　ぼちぼちタクシーが到着しそうなので、そろって玄関に向かう。

　外に出る前に、麻ま耶やさんからぶっとい釘くぎを刺された。

「……わかっているとは思いますが、不ふ埒らちなことをしたら処分しますからね？」

　目つきがマジのやつだ。

　一緒に出かけるだけならまだしも、デートという呼称が気に入らないのだろう。

「心配いりませんよ麻耶。先生は紳しん士しですから」

　にこりとする藤とう花かとは対照的に、俺はいっさい茶ちや化かさず「はい」とうなずいた。







　──と、そういった経緯があっていま、俺たちは雷かみなり門もんの前にいる。

「にしても、思った以上に混んでるな」

　さすがに初はつ詣もうでのピークは過ぎてるだろうが、その名な残ごりなのか、これが浅あさ草くさの平常営業なのか、ただの平日なのにどこのお祭りだよってくらい観光客であふれている。

　すると、藤花が申し訳なさそうな顔をした。

「……すみません。ご面倒でしたら、ほかの場所に移動しましょう」

「いや、べつにイヤなわけじゃないから大丈夫」

　そりゃできれば人ごみは避けたいけど、この程度でごねるほど野や暮ぼじゃない。

　これもふくめて取材だし、むしろにぎわっていたほうが気分も高まるってものだ。

　と、なでなでしながらフォローする。

「……ならよかったです」

　藤花はほっと息をついた。

　ん？　あれ？　もしかしてちょっと緊張してる……？

　勘違いだったら恥ずかしいが、デートってことを意識しすぎているように見えた。

　リラックスしてほしくて、軽い調子で告げる。

「てか、俺と藤花の仲なんだし、そんな気を遣つかわなくてもいいじゃん」

「いえ、そういうわけにはいきません。先生は世界一大事な人なので。それに『親しき仲にも礼儀あり』という言葉もあります」

「でも、藤花が甘えてくれたほうが、俺としてもうれしいんだけど」

「……え、そうですか？」

「うん。お互いを甘やかす関係だし、そうでなくとも、かわいい女の子に甘えられて、うれしくない男なんていないからな」

「──か、かわいい、ですか……？」

　藤花が動どう揺ようしたようによろめく。

　その背中を右手で支えながら、俺は自信を持って断言した。

「今日の観光客のなかで、どう見てもダントツでかわいいよ」

「……もう、ダメですよ、先生。そんなこと言われたら、照れちゃうじゃないですか」

　口元をもにゅもにゅさせ、藤とう花かはわかりやすく頬ほおを染めた。ほら、超かわいい。

　と、そこで妙案を思いつく。

「いっそ今日のテーマはそれにしようか」

「え？　なんですか？」

　こてんと小首をかしげる藤花に、俺はニヤリとして、

「藤花って甘やかすテクニックは一流だけど、甘えるほうはまだまだだろ？」

「そ、そうですね。先生の足下にも及びません」

「だから今日のデートで、俺にめちゃくちゃ甘えるんだよ。うまく甘えられたらごほうびをあげてもいいな。プレミアムななでなでチケットを進しん呈ていしよう」

「──えっ、ちょっと待ってください。それってわたしばっかり得してると思うんですけど、本当にいいんですか？」

「いいどころか、ぜひお願いしたい。俺も今日は、藤花を甘やかしたい気分なんだよ」

「……わ、わかりました」

　藤花はうなずき、はにかみながら続ける。

「そこまでおっしゃっていただけるなら、お言葉に甘えて、甘えさせていただきますね」

　なかなか愉ゆ快かいな言い回しに、俺は口元をゆるめた。

　見たところ、緊張もすっかり和やわらいだっぽい。

　このテンションなら、ウィンウィンなデートを楽しめるだろう。

「そんじゃ、さっそく甘えてみようか」

「はいっ」

　優しくうながすと、藤花は元気よく返事をした。

　右手の人差し指をぷにっとしたほっぺに当てて、思案しながら言う。

「えーと、そうですね。とりあえず、先生と記念写真を撮りたいです」

「いいけど、それだけじゃ甘えているとは言えないぞ？」

　雷かみなり門もんの前で写真を撮るなんて、観光客ならごく当たり前の行為である。

　現にあちこちでカメラを構えている人がいるし、自じ撮どり棒ぼうを使っている人もいた。

「ふふ、わかっています。重要なのはここからです」

　人差し指をほっぺから離し、藤花は凛り々りしく告げる。

「ただのツーショットではなく──お姫さまだっこでお願いします」

　さらに得意げに微笑ほほえんで、

「ふふふ、どうです？　一手目からすごい甘えっぷりでしょう？」

　これほどかわいい自画自賛がかつてあっただろうか。いやない。

　思わず苦笑していると、それをどう捉えたのか、藤とう花かがすこし慌てる。

「あ、先生が甘えていいって言ったんですからね？　イヤって言っちゃめっですよ？」

　ただ、強気を維持するのは難しかったようで、不安そうな上目遣づかいになった。

「……それとも、さすがに甘えすぎだったでしょうか？」

「ぜんぜん。ウォーミングアップにはちょうどいいな」

「ひゃっ」

　俺は笑みを浮かべて、ご要望どおり藤花を抱える。

　ロリとはいえそれなりに体重があるわけで、正直軽いとは言えない。

　が、そこはヒモのプライドで涼しい顔を作った。

　コツは腕だけでなく全身の力を使うこと。自分の上半身に乗ってもらうイメージだ。

「……あ、ありがとうございましゅ」

　不意打ちに驚いたのもあってか、藤花の顔が提ちよう灯ちんのように赤くなった。

　雷かみなり門もんが背景になるよう移動して、俺は訊たずねる。

「どうやって撮ろうか？」

「あ、わたしが撮ります」

　藤花はポケットからスマホを取り出し、右手をぐいっと伸ばした。

　それで何度かシャッターを切る。

「ん、意外と難しいですね……」

　確認してみるも、納得の出で来きではなかったようだ。

　その様子を見かねてか、親切な人が声をかけてくれる。

「よかったら撮ってあげようか？」

　温和そうなお姉さん二人組だ。

　ロングヘアーとショートヘアー。たぶん夕ゆ莉りちゃんと同い年くらいだろう。

「ありがとうございますっ。よろしくお願いします」

　藤花は屈くつ託たくなく笑い、素直にスマホを手渡した。

　ロングのお姉さんが受け取り、レンズをこちらに向ける。

「もうちょっと右に。あ、行き過ぎ。一歩下がって。そう、そこ。いくよー」

　意外と細かい指示に従い、何枚か撮っていただいた。

　お姫さまだっこを解除し、写真を確認する。

「──わ、とってもいい感じですっ」

　藤花は目をきらきらさせて喜んだ。

　俺も横からのぞかせてもらう──ちょっと照れたような、藤花の笑顔。

　なるほど、よく撮れていた。

　心のいいねボタンを一万回くらい押しまくる。帰ったら麻ま耶やさんにも見せてあげよう。

「ありがとうございますっ」

　藤とう花かのお辞じ儀ぎに倣ならって、俺も深々と頭を下げた。

「どういたしまして」

　と、ロングのお姉さんは微笑ほほえみ、

「すごく仲良しだね。兄妹きようだい……のわりには似てないし、もしかして恋人同士かな？」

　と、ショートのお姉さんは冗談っぽく訊たずねてきた。

　……あ、この流れはよくないやつですね。

「いえ、先生はわたしのヒモです」

　案あんの定じよう、藤花はきっぱりと告げた。

「「ん？」」

　頭上にクエスチョンマークを浮かべるお姉さま方。

　通報を回避するため、ごまかしたほうがいいかもしれない。

　が、俺たちにやましいところはなにもない。

　藤花の肩を抱き、あえて堂々と言い切る。

「つまり、恋人よりずっと親しい関係ってことですね。今日もデートなんですよ」

「あはは、そうなんだー」「我々もあやかりたいものですなー」

　ふたりはクスクスと笑った。ボケだと思われたらしい。まあ、穏おん当とうな反応ですね。

「じゃあ、お邪じや魔ましちゃ悪いし、私たちはこのへんで」「末すえ永ながくお幸せにー」

「はい、絶対幸せにします」

　手をフリフリするお姉さんたちに俺は片手をあげて誓い、

「し、幸せにしていただきます……♡」

　藤花は照れているのか、真っ赤な顔で手を振り返した。

　人ごみの向こうに、お姉さんたちの姿が消えていく。

　こういうちょっとした出会いも、観光の醍だい醐ご味みかもしれない。

　なんてそれっぽいことを思っていると……。

　藤花がじっと俺を見つめていた。

「ん？　なに？」

「いえ。あらためて先生は素敵だなーと思いまして」

「あ、そう？」

「はい」

　……そんな真正面から褒ほめられると、さすがにちょっと面おも映はゆいな。

「わたしも絶対、先生のこと幸せにしますね」

「ん、よろしくな」

　苦笑をもらし、藤花の頭をなでなでした。なでなでは照れ隠しにも使えるのだ。







　いくらここが名所とはいえ、いつまでも突っ立っていても仕方がない。

　藤とう花かと手をつなぎ、提ちよう灯ちんの真横を通ってさきに進んだ。

　するといかにも浅あさ草くさっぽい、江え戸ど情じよう緒ちよ豊かな光景が目に飛びこんでくる。

　日本でもっとも古い商店街のひとつ、仲なか見み世せ通りだ。

「ここからはさらに混雑してるなー」

　道幅があんまり広くないので、なかなかの人口密度である。

「そうですねー」

　俺の見たまんまのつぶやきに、藤花は律りち儀ぎに相づちを打ってくれる。

　でも、それだけじゃ足りない。ほかにもっと言うべきことがあるはずだ。

「…………先生？」

　無言で続きの言葉を待っていると、藤花はきょとんとして俺を見つめた。

　どうやら気づけないようだ。まだまだだなと思いつつ、俺は口を開いた。

「藤花。大事なことを見逃してるぞ」

「え？」

「ステージが変わったんだから、それに応じた甘え方をしなきゃダメじゃないか」

「──あっ、すいません。うっかりしてました」

「油断せずに甘えていこう」

「が、がんばります」

　胸の前でこぶしを握る藤花に、激げき励れいのなでなでをした。

　いったん端っこに寄り、家庭教師のように問いかける。

「さて、これだけの密集地帯だといろんなパターンが考えられるけど、どうするのがいいと思う？」

「えーと……」

　十秒ほどシンキングタイムを挟み、藤花はパッと笑みを咲かせた。

　俺の右手を持ちあげて、優しく両手で包みこみながら、

「はぐれないようにしっかり手をつなぐ、ですっ♡」

「まあ、それはある」

　人ごみではじめて手をつなぐ。ラブコメならかなり定番のイベントだ。

　このスキンシップによって、両者の距離はぐっと縮まる。

「でも、俺たちはすでにつないでるからな。この程度じゃ甘えているとは言えないぞ」

「あう、そうですか……」

「この方向性で、もっと思い切って甘えてみよう」

「思い切って……」

　藤とう花かはむむっと眉まゆ根ねを寄せて、またシンキングタイムに入る。

「ヒントは、スペースの有効活用だ」

「──なるほど、わかりましたっ」

　さすが、頭の回転が速い。俺の言葉にピンときた様子で、藤花は高らかに告げた。

「先生と合体すればいいんですねっ」

　……うん？

「合体すればはぐれることはありませんし、狭いところも進みやすいですっ。さあ先生、早く合体しましょうっ」

「ちょっと待とうか」

　合体がなにを指しているかは定かじゃないけど、その表現はよろしくない。

　特に人ごみではよろしくない。

　まわりの人から怪け訝げんそうに見られて、プレッシャーが半端ないから……。

「あれ、合体はちがいましたか？」

「いや、ちがうというか……そもそも合体ってなに？」

「僭せん越えつながらわたしが先生に乗っかる……ちょっと恥ずかしい体勢ですね」

　ほんのり頬ほおを染めつつ、藤花は答えた。

　俺は一度深呼吸する。おーけー。落ち着こう。

　マイ天使藤花ちゃんが、そんないやらしいことを言うはずがない。

「えーと、藤花が俺のどこに乗るって？」

「もちろん背中です」

「…………あ、おんぶのことね」

　よかった。思ったとおり変な意味がないとわかり、盛大に胸をなでおろした。

「？　ほかにどんな合体があるんですか？」

「いや、ないよ。ぜんぜんまったく。でも、おんぶのことも合体って言わなくない？」

「あれ、そうなんですか？」

「うん、俺の知ってる範囲では」

「おかしいですね。先日出席した新年会で、知り合いの社長さんに教わったのですが」

　……出たな知り合いの社長。

　浅あさ草くさを勧すすめるまともな人もいるみたいだが、正直イヤな予感しかしない。

　俺は小さく息をつき、すこし間を置いて訊たずねる。

「……なんて教わったの？」

「えと、すごく酔っ払ってらして、最初になぞかけをおっしゃったんです」

「へえ。どんなのか覚えてる？」

「はい、たしかこうでした」

　藤とう花かはこほんと喉のどの調子を整え、

「『ロボットアニメにハマッている息子とかけまして、仕事終わりのワシとときます』」

「そのこころは？」

「『どちらも合体が好きでしょう』」

「…………」

「そこに『まあワシは男女の合体だがなガハハ』とつけ加えていました」

「…………」

　やっぱ社長って肩書きのやつはクズばっかだな。

　俺が従業員なら即座に辞表を出すところだぞ。

「それで男女の合体とはなにかお訊たずねしたところ、一気に酔いが覚めた様子で、『おんぶのことだよ？　大人なのにおんぶされるのは恥ずかしいでしょ？　だから合体って言い換えているんだよ？　決していやらしい意味ではないんだよ？』とのことでした」

　ナルホドーベンキョウニナルナー。

　てか、その言い訳だとこの社長、女性におんぶされるのが好きなおっさんという非常に気持ち悪い生き物になるぞ。まあ、本当のことを言うよりはマシだけどさ……。

「というわけで先生」

　藤花は仕切り直して、まっすぐ俺を見つめた。

「わたしと、合体してくれませんか？」

　だからその表現はやめてほしいのだけど……。

　そんな期待に満ちた顔をされたら、ヒモとしてはこう答えるしかないよな。

「喜んで」

　俺は乙女おとめを騎き乗じようさせるユニコーンのごとく、藤花に背を向けてしゃがんだ。

　ちょっと余計なくだりが入ったが、期待どおりの展開だった。

「し、失礼します」

　藤花は俺の肩に手をかけ、遠えん慮りよがちに身体からだを預けてくる。

　どんな高級ブランドのコートでも及ばない、あたたかくて心地よい感触。

　俺はよろけたりしないよう、慎重に立ちあがった。

「わ……すごくいいですね」

　ぎゅっと俺にしがみつき、うっとりとつぶやく藤花。

　熱い吐と息いきが首筋に当たり、すこしくすぐったかった。

「てか、藤花はおんぶされて恥ずかしくないの？」

「……そうですね。人前でされるのは、ちょっぴり恥ずかしいです」

　苦笑とはにかみの中間くらいの声音だった。

　表情が見えないので、真意がくみとりにくい。

「そっか。じゃあ、やっぱやめとく？」

「いえ。ぜひこのままでお願いします」

「そう？　無理してない？」

「ぜんぜん大丈夫です。恥ずかしさを我が慢まんしても有り余るくらいの、大きなメリットがありますから」

　ふむ。即答してるし、俺に気を遣つかってるわけではなさそうだ。

　ほっと息をつき、質問を続ける。

「ちなみに、俺におんぶされるメリットってなに？」

「それはもちろん」

「もちろん？」

「……せ、先生と密着できることです」

　照れくさそうに言って、藤とう花かは俺のうなじあたりに頬ほおを押しつけてきた。

「……あと、ゆるんだ顔を先生に見られないのもいいですね。甘えやすいです」

　なるほど。表情が見えないのはデメリットかと思ったが、同時にメリットでもあったか。

「ありがとう。参考になったよ」

「いえいえ。お役に立ててなによりです」

「お礼に、思う存分くつろいでほしい」

「はい、遠えん慮りよなく楽しませていただきます♡　あ、でも、おつかれになったら、無理せずおろしてくださいね」

「ん、了解」

　まあ、お姫さまだっこよりはだいぶ楽なので、しばらくは大丈夫だろう。たぶん。







　そんなこんなで。藤花と合体した状態で、商店街の攻略をはじめる。

　気になるお店を見つけるたびに足を止め、食べ物や雑貨を買い求めた。

　やはり注目は和菓子だろう。きびだんご、人にん形ぎよう焼やき、あげまんじゅう、などなど。

「藤花、あーん」

「あーん♡」

「どう？」

「甘くておいしいです♡　先生もどうぞ、あーん♡」

　というように、あーんの応おう酬しゆうを繰り返して堪たん能のうした。

　ちなみに並んでいるとき、食べているとき、買い物の際はおんぶ状態を解除した。

　でないと体力が持たないし、店員さんだって接客しにくいだろう。

　身内には甘えまくるクズでも、他人に迷惑をかけるわけにはいかない。

　みんなへのおみやげはいくつかの和菓子と、やや季節外れだけど扇せん子すにした。絵え柄がらが綺き麗れいでついつい買いたくなってしまったのだ。夏に活躍してくれることを期待しよう。

　仲なか見み世せを抜けると、またとても立派な門が見えてくる。

　雷かみなり門もんと同じく、こちらにも大きくて赤い提ちよう灯ちんがあり、『小こ舟ぶな町ちよう』と書かれていた。

　藤とう花かが優しく俺の肩を叩たたく。

「先生。ステージが変わったので、もう合体はいいですよ」

「あ、そうだな」

　ここからさきは、本格的にお寺の境けい内だいという雰ふん囲い気きである。

　もちろん観光客も大勢いるが、道も広くなっているので人口密度はそれほどでもない。

　名な残ごり惜しみつつ藤花をおろす。

「代わりに手をつないでください♡」

　言われるまでもない。即座にすべすべの手を握らせていただいた。

　門をくぐる。

　正面に浅せん草そう寺じの本堂が見え、その手前にはお守りなどが買える売店があった。

「とりあえず、おみくじ引かない？」

「いいですね」

　藤花に快かい諾だくしてもらい、『みくじ』と書かれた看板のほうに近づく。

　正月は長ちよう蛇だの列がいくつもできるのだろうが、いまはそこそこ空すいていた。

　窓口みたいなものはない。セルフサービスらしく、たくさんの引き出しの前にコイン投入口があった。一回百円。藤花が財布を出し、二百円を入れてくれた。

　レディーファーストということで、まずは藤花から引いてもらう。

「いきます」

「がんばれよ」

　べつにがんばるものでもないが、なんとなくそう声をかけた。

「はい。見守っていてください」

　藤花は神しん妙みような面おも持もちで、六角形の筒を振る。細長い棒が一本出てくる。

　書かれている番号に対応した引き出しから、おみくじを取り出した。

　怖々とそれに目を落とし──

「大吉ですっ！」

　藤花はとびきりの笑顔になった。

「おお、やったな！」

　俺もめちゃくちゃうれしくて、全力で祝福のなでなでをする。

「えへへ、ありがとうございますっ、先生のおかげですっ」

「いやいや、藤とう花かの日頃の行いがいいからだよ」

　きゃっきゃうふふ。

　第一志望に合格した受験生と保護者のように、ひとしきり喜びを分かち合った。

「次は先生の番ですね。がんばってください」

「うむ」

　力強くうなずき、自信満々で筒を振る。

　俺ほど幸運な男はほかにいない。大吉以外出る気がしなかった。

　番号を確認し、引き出しを開け、紙を取り出す。

　果たしてそこに書かれていた文字は──




『凶』




　──だった。

　浅せん草そう寺じのおみくじに大凶はないらしい。つまり、一番下の結果である。

　…………………………うそ、だろ？

　かわいいロリたちに慕したわれ、専属の巨乳メイドがいて、なんだかんだ言っても面倒見がいい担当編集者についてもらい、ヒモ生活を謳おう歌かしているこの俺が……凶、だって？

　なにかの間違いだと思った。

　が、何度目をこらしても、書いてある文字は変わらない。

　やっぱり日頃の行いが出るのだろうか……。

「先生、もしかして……」

　俺の顔色で察したのか、藤花が心配そうに眉まゆをひそめる。

「ああ。見事に凶だったわ」

　ごまかしても仕方ない。俺は苦笑しておみくじを手渡した。

　まあ、中途半端な結果より、これはこれでおいしいかなって気もする。

　千ち鶴づるだったら嬉き々きとして『クズにはお似合いの結果ね』的な毒どく舌ぜつをふるってくれるだろうし、紗さ奈なだったら『にいさまは闇属性っぽいから、逆に凶がお似合いにゃ』とかよくわからんことをどや顔で語ってくれるだろう。

　しかし、藤花は思いのほかしゅんとした。

「……うぅ、わたしがついていながら、すみません……」

　謝る必要なんて微み塵じんもないのに、とても悲しそうにうつむいてしまう。

　俺よりよっぽど落ちこんでいる様子だ。

　たかがおみくじの結果で、そこまで暗くならなくても……。

　と思わなくもないが、気持ちはよくわかった。

　もし逆の結果になっていたら、俺も全力で藤とう花かのフォローをしていただろう。

　……それだけに、自分の迂う闊かつさが悔やまれる。

　藤花の性格を考こう慮りよすれば、この反応は予想できたじゃないか。

　楽しいデートに水を差さないために、俺が率先してネタにすべきだった。

　とはいえ、いまから明るく振る舞っても強がりみたいに思われそうだしな……。

　いっそ大吉が出るまで引き直してもいいが、ソシャゲのガチャじゃあるまいし、それもちょっと違う気がする。さて、どうするのがヒモとして正解か……。

「──あっ、先生。ここを見てくださいっ」

　次の一手を模も索さくしていると、藤花がおみくじの下のほうを指さした。おみくじの由来と心得についての文章だ。一部太字になっており、その前後を要約すると、

『大吉でも油断すれば凶に転じ、凶も誠実に過ごせば吉に転じる』

　といったようなことが書かれていた。

「よかったですっ。これで先生も吉ですねっ」

　心底うれしそうに、藤花が笑顔をはじけさせる。

　それはたいへんけっこうだが、俺は理解が追いつかない。

「え、なんでそうなるの？」と素すで訊たずねてしまった。

　藤花はくすりとして、当たり前のように告げる。




「だって、先生は誰よりも誠実じゃないですか」




　…………あ、やばい。ちょっと言葉が出てこない。

　感情を大きく揺さぶられ、言語中ちゆう枢すうが停止してしまった。

　それだけじゃない。周囲の音が聞こえなくなり、目の前の藤花しか見えなくなる。

　この瞬間、俺の世界に存在するのは二に条じよう藤花だけだった。

　もう何度目かわからないが、あらためて思う。

　俺は本当に、この女の子と出会えてよかった。

　俺の吉きつ凶きようで一いつ喜き一いち憂ゆうして。俺が誠実であると断言して。

　無邪気な笑みを浮かべる藤花が……愛いとおしくてたまらなかった。

　胸が熱くなり、激しくヒモ欲をかきたてられる。

　惚ほうけた状態から一気にヒモスイッチが入った。

　クズらしい振る舞いをして、藤花を楽しませるのだ！

　そう思った瞬間、俺はこんなことを口走る。

「藤花。俺と契約の儀ぎ式しきをしてくれ」

　いきなり儀式と言われて、即座に対応できる人間はそうそういない。

　藤とう花かも例外ではなく、大きな瞳ひとみをぱちくりさせた。

「え？　なんですかそれ？」

「ヒモクロニクルの儀ぎ式しきだよ」

「…………それって、先生の額ひたいにキスするやつですか？」

「そうだ」

「──えぇっ!?」

　みるみる頬ほおを紅こう潮ちようさせて、藤花はあたふたと狼ろう狽ばいした。

「ず、ずいぶんと急な申し出ですねっ!?　いきなりどうしたんですかっ!?」

「いや、無む性しように藤花と儀式したくなって」

　つけ加えると、もともとどこかのタイミングでお願いしようとは思っていた。紗さ奈ながあげてくれた原作に儀式のシーンがあり、やはり演出として優秀だと感じたからだ。

　それに紗奈とは儀式しておいて、藤花とはしないってのも据すわりが悪い。

　シチュエーション重視で夕暮れを待つという案もあったけど……。

　気持ちが昂たかぶったいまこそ、やるべきだと思った。

　ただ、これはあくまで俺の都合である。藤花にとっては不意打ち以外のなにものでもなく、頭から湯気を出す勢いでテンパってしまう。

「──そ、そうあらたまって言われると、すごくドキドキしちゃうのですが……っ」

「あ、ごめん。藤花がイヤなら我が慢まんするわ」

「いっ、イヤなわけないじゃないですかっ！　わたしは二に条じよう藤花ですよ!?　天てん堂どうハル先生のお願いを拒むことなんてありえません！　なめないでください！」

「……なんで怒ってるの？」

「怒ってません！　動どう揺ようしてるんです！　そんなことより、わたしも先生と儀式したいです！　ぜひやりましょう！」

「了解。じゃあ、ちょっと移動しようか」

　慌てる藤花を見て、俺はすこし冷静になる。

　ここはおみくじを引くところだ。ほかにも引ける場所がたくさんあるのでそこまで混んでいるわけではないが、いつまでも留とどまっていたらほかの人の迷惑になってしまう。

「そ、そうですねっ。では、ちょっとこっちに来てくださいっ」

　藤花はおみくじをポケットにしまい、俺を壁際のほうまで引っ張った。

「ここならほかの人の迷惑になりませんし、目立ちませんよね？」

「たぶん」

　なんせ、ほかに見るべきものがたくさんある。

　わざわざこんな隅っこに目を向ける人はあまりいないだろう。

　俺は中腰になり、藤花とまっすぐ見つめ合った。

「頼む、藤とう花か」

「……はい」

　藤花は丁てい寧ねいに俺の前髪をよけ──額ひたいにくちびるを押し当てた。

　あったかくてやわらかい。

　それでいて強烈な刺激となり、俺の胸はどきりと高鳴る。

　自分にとって大切なものがなにか、心に深く刻みこまれた。

　もし今後、困難な出で来き事ごとに遭遇したら、俺はこの儀ぎ式しきを思い出そう。

　そうすれば、目指すべき方向を見失うことはない。

　幸せな感触は、三秒ほどで遠ざかった。

「ありがとう藤花」

「……こ、こちらこそ、ありがとう、ございます……」

　藤花はささやくように言って、もじもじと顔をそむける。

「なんか、あれだな」

　俺はふとおかしくなって、笑みをこぼした。

「藤花を甘やかしたいとか言ったくせに、けっきょく俺が甘えちゃったな」

「あ、そうですね」

　藤花ははにかみ、俺に視線を戻した。
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「でも、いいんじゃないですか？　わたしは先生を甘やかすのが大好きなので、先生がわたしに甘えてくれるということは、つまりわたしを甘やかすことでもあるんです」

「あー」

　ちょっとややこしいけど、たしかにそういう考え方もあるな。

　そっかそっか。俺たちにとって甘えるのと甘やかすのは、表ひよう裏り一いつ体たいなのか。

「なのでわたしを甘やかしたかったら、目一杯わたしに甘えてくださいね♡」

　にこりと微笑ほほえむ藤とう花かに、俺は「まかせろ」とうなずいた。







　その後も甘えたり甘えられたり甘やかしたり、とにかく最高のデートを満まん喫きつする。

　おかげで帰りが遅くなってしまい、麻ま耶やさんにお説教されてしまった。

　まあ、藤花の写真をすべて提出したら、わりと簡単に許してくれたけど。

　ちなみに。藤花が引いた大吉のおみくじは大事に持って帰り、俺が引いた凶のおみくじは所定の場所にしっかりと結んでおいた。

　凶が吉に転じることを祈りつつ、誠実なクズとして精しよう進じんしよう。

　凶から俺はロリのヒモ、ってね。
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　一月下旬のある日。

　自室でヒモ活に励はげみまくっていると、スマホが電子音を奏かなでた。

　手に取って画面を確認する。千ち鶴づるからの着信だ。すぐさま応答ボタンをタップした。

「もしもし」

『もしもしハル？　あたし。いま大丈夫よね？』

「ああ。どうした？　授業でわかんない問題でもあったか？」

『ちがうわよバカ。仮にそうだったとしても、あんたに解ける問題なんてないでしょ』

「む、失しつ敬けいな。こう見えても道徳は得意だぞ」

『へえ、なかなかおもしろい冗談ね』

「だろ？」

『ええ。電話じゃなかったら確実にビンタしてたわ』

　と、千鶴は鼻で笑った。愛情表現が過激すぎる。

『そんなことより、あんたこのあと予定ある？　あるわけないわよね？』

「いや、ないことはないけど」

『はあ？　ヒモにどんな予定があるって言うのよ？』

「そりゃヒモ活に決まってるだろ」

『なにそれ。どうせアニメとかゲームでしょ？　だったらあたしに付き合いなさい』

「まあいいけど。え、学校は？」

『とっくに放課後になってるわよ。いま何時だと思ってるの？』

　言われて、壁にかかっている時計を見やる。三時半をちょっと過ぎていた。

　げ、もうこんな時間か。ヒモ活に集中していてぜんぜん気づかなかった。

「俺くらいのヒモになると、時間なんて枠に囚とらわれなくなるんだよ」

　ガチのうっかりが恥ずかしくて、そんなふうにうそぶく。

『なに誇ほこらしげに言ってんの？　要するに社会性がないってことじゃない』

　……正論すぎてぐうの音ねも出ない。

「それで、付き合えってどこに？」

　代わりに質問させてもらった。

『……く、詳しいことはあとで話すわ』

　なんだか妙な間を置いて、千ち鶴づるは早口でまくしたてる。

『とりあえず駅前まで来なさい。もちろんちゃんとした格好でね』

「はいよ」

　できればさきに詳細を聞いておきたかったが、千鶴がそう言うなら従おう。

　ただ、これだけは確認させてほしい。

「ちなみに、それって藤とう花かと紗さ奈なは来るの？」

『来ないわ。藤花は仕事で、紗奈は家でラノベの新刊を読むって』

「じゃあ、俺と千鶴のふたりきりってこと？」

『……そうよ。悪い？』

「いや、悪くない」

　おかげでだいたい察しがつく。どこに行くかは不明だけど、目的がわかれば充分だ。

『なら無駄口叩たたいてないで、さっさと準備しなさい』

「りょーかい」

　通話を終えると、俺は大急ぎで支し度たくをした。







　そんなこんなで駅前のロータリーにやってくる。

　それなりににぎわっていたが、千鶴はすぐに見つかった。ツインテの美少女は目立つからな。千鶴の銅像ができたら待ち合わせスポットとして大人気を博すだろう。

「ごめん。お待たせ」

　小走りで近づき、片手をあげて挨あい拶さつする。

　千ち鶴づるは俺に気づくとパッと笑みを浮かべ──慌ててぷいっと横を向いた。

「──べ、べつに？　そんなには待ってないわ」

　やけにツンツンとした口調だった。不ふ機き嫌げんなのではなく、照れているのだろう。

　その反応がかわいすぎて、思わず頬ほおがゆるんでしまう。と、

「……なにニヤニヤしてんのよ、気持ち悪い」

　さっそく毒どく舌ぜつが飛んできた。

　ごもっとも、と自分でも思う。実際、傍はたから見たらキモいだろう。

　しかし、この状況でにやけるなってほうが無理だ。

　俺は開き直り、さらに笑みを深めて返す。

「いや、千鶴がデートに誘ってくれたのがうれしくてさ」

「……っ」

　しかもわざわざ待ち合わせってのが、いかにもデートらしくてよかった。

　ロリたちと外出するときはいつも一緒に出るから、なんとも新鮮な感じだ。

　千鶴はかあっと頬を染め、上うわ擦ずった声で反論する。

「──はあ？　か、勘違いしないで。断じてデートじゃないから」

「あれ、ちがうの？」

「ちがうわよ。デートじゃなくて、ヒモクロニクルの取材だから」

「つまり、取材デートだろ？　服装も気合い入ってるし」

　千鶴の全身をあらためて眺める。

　このままファッション誌の表紙を飾れそうなくらいの、見事な冬コーデだった。

「……べ、べつに気合いなんて入れてないし……」

「そう？　でもその服、おろしたてだろ？　はじめて見るもん」

「……あ、相変わらず、無駄に観察力があるわね」

「プロのヒモなら当然だよ。めちゃくちゃ似合ってるし、超かわいいと思う」

「……っ」

　感じたことをそのまま口にすると、千鶴はますます赤面した。

　しばらく無言でもじもじし、やがてあきらめたようにため息をつく。

「……ああもう、わかったわよ。あたしの負け。ほんとハルってずるいんだから」

「なにが？」

「うるさい。……とりあえず、今日の目的が取材デートだって認めてあげる。あと、いちおうお礼も言っておくわ。……褒ほめてくれて、ありがとう」

　その言葉を訊きいて、俺はまた笑みを浮かべた。

　ツンツンしてても素直になっても、千鶴は本当にかわいいなー。

「礼を言うのはこっちのほうだよ」

　なでなでしながら気持ちを伝える。

「誘ってくれて、オシャレしてくれてありがとな」

「……これくらい、コスプレに比べればなんてことないわ」

　千ち鶴づるはまんざらでもなさそうに、俺のなでなでを受け入れた。

「……てか、そういうハルは冴さえない格好ね？」

「機能性を重視した結果だな」

　実はスーツで来ることも検討したんだけど、それはそれでなんかネタっぽくて違うなと思い、気取らない自分で行くことにした。

　ついでに言うと、本当に冴えないのは服装よりも中身のほうだろう。

「まあ、マフラーをつけてくれてるのは評価するけどね」

「この冬のマストアイテムだからな。二重の意味であったかくて、これのおかげで寒いなか出かけるのも苦じゃないわ。いやまじで」

　なんならマフラーをつけるためだけに散歩に出かけたくなるレベル。

「そう。新しい傘を買ってもらった幼稚園児みたいね」

　千鶴はくすりと笑う。さすがというか、かなり適確な比ひ喩ゆだった。

「それで、これからどこに行くんだ？」

　話に一区切りつき、俺は気になっていたことを訊たずねる。

　千鶴はもったいぶらずに教えてくれた。

「水族館よ」

「おお、いいね」

　静かでロマンチックな雰ふん囲い気きなので、デートでは定番のスポットだ。

　そこで遅れて気づく。そういえば千鶴が提出した原作は、海底都市が主な舞台だった。

　うん。そりゃあ取材先は水族館になるわ。ちょっと考えればわかったな。

　突然の誘いで慌てて準備してきたとはいえ、自分の間抜けさが少々情けなかった。

　ただ、幸いにも千鶴はごきげんなのか、それについて責めたりはせず、

「駅のすぐ近くのところだから、電車で行きましょ」

　と、うながしてきた。

　それだけでなく、ぎゅっと俺の手を握ってくる。

　千鶴らしからぬ積極性で、正直かなり意外だった。思わずまじまじと見てしまう。

「……な、なによ？」

「いや、ごめん。千鶴からつないでくれるのが珍しくて」

「……取材デートだから、仕方なくよ」

　千鶴は恥ずかしそうに言い訳する。

「ヒモクロニクルの『チヅル』は『ハル』が好きって設定だし、こういうことしたほうが有意義な取材になるでしょ？」

「たしかに」

　にやけないよう表情を必死に引き締めて、俺は真面目まじめなトーンで答えた。

　──現実の千ち鶴づるも俺のことが大好きじゃん。

　と、茶ちや化かしてやりたいところだが、ここは紳しん士し的に流すべきだろう。

「それじゃあいい原作を作るために、今日は遠えん慮りよなく甘えてくれ」

「……ええ、そうさせてもらうわ」

　千鶴はほんのり頬ほおを染め、すまし顔でうなずく。

　ただ、ちゃんとすましていたのは数秒で、口元から笑みがこぼれていた。

　もちろんそこにはツッコまない。

　たぶん俺も、似たような表情になってるだろうしな。







　しばらく電車に揺られ、最寄り駅からは徒歩数分。

　目的の水族館に到着する。

「なんかぱっと見、水族館っぽくないな」

　外観を眺めて素そ朴ぼくな感想をもらした。

　大都会にあることもあって、ちっとも海っぽさを感じない。

　むしろ、小こ洒落じやれたゲーセンみたいな雰ふん囲い気きだ。

「海辺にあるようなのと比べると規模はそれほどじゃないけど、プロジェクションマッピングを使った展示とか、イルカのパフォーマンスがウリらしいわ」

　と、千鶴が説明してくれる。

「水族館のなかでも、かなりデート向きってネットでも評判だったわね」

「へえー」

　どうりで入口からカラフルなＬＥＤがあるわけだ。

「下調べしてくれてありがとな」

「……べつに、ハルのためじゃないわ。取材のためよ」

「わかってるって。どっちみちうれしいから」

「……それより、早く行きましょう」

　照れくさそうに横を向いて、千鶴は俺の手を引いた。

　館内に入り、券売機でチケットを購入する。

　おとな一枚と小学生一枚。千鶴がスマートに払ってくれた。

　そして、わくわくしながら入場ゲートを通り、さまざまな生き物を見て回る。

　さきに大おお雑ざつ把ぱな感想を言ってしまうと、かなりユニークな水族館だった。

　千ち鶴づるが言ったように規模はそれほどでもないが、独特な展示は見み応ごたえがあった。

　たとえば、世界初らしいタッチパネルの水すい槽そうだ。

　葉っぱやタコ墨の画像を指でよけることで、なかにいる生き物が見えたりする。

　夢中になってタッチしまくっていると、千鶴があきれたように笑った。

「ひとつの水槽でどれだけ時間かけるのよ」

「べつにいいだろ。急ぐ必要ないし、千鶴ももっとタッチしよーぜ」

「あたしはほどほどでいいわ」

「なんだよ、つれないなー。じゃあ、水槽の代わりに俺をタッチしていいぞ」

「バカじゃないの？」

「あ、それとも『水槽よりあたしにタッチしなさいよ』っていうアピールだった？」

「そんなわけないでしょ！」

「そっか。気づかなくてごめん」

「──ひゃあっ！」

　千鶴のやわらかい脇腹をつんつんすると、かわいらしい悲鳴があがった。

「ふぁにすんのよっ！」

「いでっ！」

　つないでいた手をふりほどかれ、二の腕をバシッと叩たたかれる。

　わりとガチで痛くて、俺は苦笑いで抗議した。

「……わ、脇腹くらいでそんなに怒らなくてもいいじゃん」

「自じ業ごう自じ得とくでしょ。てか、くらいってなによ」

　千鶴は真っ赤な顔で俺をにらむ。

「女の子のおなかを無断でさわったら、告こく訴そされても文句は言えないわよ？」

　うむ、まったくもって正論だ。ただし、それは一般社会の話であって、

「俺と千鶴の仲ならセーフでしょ」

「ふざけないで。余裕でアウトに決まってるじゃない」

「えー。でも、おなかならよくさわらしてくれてるじゃん。ききロリとか、くすぐりの罰ゲームとかで」

「……それはだから、ちゃんと合意を得てるじゃない。無断でさわるのがダメなの」

「なるほど。じゃあさわっていい？」

「この流れでいいって言うと思ってるの？」

「やっぱダメ？」

「当然でしょ。だいたい外でそんなことしたら、あんたまた通報されるわよ？」

「大丈夫。ちゃんとまわりに人がいないことは確認してるから」

　真冬の平日、それも夕方とあってか、館内はかなり空すいていた。

　ちらほらほかのお客さんも見かけるけど、いまこのフロアにいるのは俺たちだけだ。

　まあ、いくらタッチパネルとはいえ、地味な魚ばかりだしな。もっと大きな水すい槽そうがあるところに集中しているのだろう。

　千ち鶴づるは小さく息をつき、たしなめるように言う。

「その確認だって絶対じゃないんだし、真面目まじめに気をつけてよね」

「はーい」

「あと、今度おなかを無断でさわったら、麻ま耶やさんに言いつけるから」

「……はい。肝に銘めいじておきます」

　ある意味警察より怖い名前を出されて、俺はこくこくとうなずいた。







　千鶴に迷惑をかけたくないし、麻耶さんにしばかれるのも遠えん慮りよしたい。

　ので、それから俺は紳しん士し的に千鶴をエスコートした。

　培つちかってきたヒモスキルを存分に発揮して、

「……なによ、やればできるじゃない」

　と、ツンデレお嬢じようさまからお褒ほめのお言葉をいただけるくらいにはがんばった。

　が、しかし。それでも俺は、油断していたのだ。

　カップルばかりの客層を考こう慮りよすれば、こういう事態も想定しておくべきだった。

　つまり、どういうことかと言うと……。

　見られる側ではなく、見る側にまわってしまった、ということだ。

　幻想的にライトアップされた、クラゲのエリアを抜けたあと。

　長いエスカレーターに乗ったところで……。

　俺たちの五段くらい上にいたカップルが……。

　いったいどこの恋愛ドラマかってくらい、あっついキッスを交わしていた。

「「……っ」」

　俺と千鶴は同時に息をのみ、素早く目をそらす。

　小学生はもちろん、俺にも刺激が強い光景だった。

　てゆーか、めちゃくちゃ気まずい。見てはいけないものを見てしまった、と感じた。

　しかし、転んでもタダでは起きないというか、ひとつ勉強になる。

　女性が一段上にいることで、バカップルは目線を合わせていた。なるほど、身長差のあるカップルにとって、エスカレーターとはキスがしやすい場所なんだな……。

　ほどなく上のフロアに着く。

　バカップルはなにごともなかったかのように、腕を組んで順路を進んでいった。

　千ち鶴づるもなにごともなかったかのように、すました顔をしている。が、あからさまに頬ほおが紅こう潮ちようしていた。

　見なかったことにするべきか迷う。でも、そうすると逆にモヤモヤが残りそうだ。

　俺は苦笑まじりに口を開いた。

「びっくりしたな」

「……そ、そうね」

　千鶴はこくりとうなずき、それから強がるように言い足す。

「まあ、キスくらいたいしたことないけどね」

「あ、そう？」

「ええ。そんなお子さまじゃないもの」

　素直じゃない千鶴を見ると、無む性しようにからかいたくなる。

　ニヤリと笑い、試すように言った。

「それなら、俺たちも契約の儀ぎ式しきをしておくか？」

「……儀式？」

「ここへのキスだよ」

　自分の額ひたいを指でとんとんする。

　千鶴は瞬時に察し、真っ赤な顔で声を荒らげた。

「──そ、そんなのするわけないでしょ！」

「えー。でも、たいしたことないんだろ？　これも取材のうちだし、確実にふたりきりのタイミングならしてくれてもいいじゃん。前にほっぺにはしてくれたし」

「うっさい！　それとこれとは話がべつ！　あたしは慎つつしみ深い女なの！」

「だよな。ごめんごめん」

　あんまりやりすぎると本格的に機き嫌げんを損ねてしまう。

　詫わびなでをしながら謝った。







　いつものノリで変な空気を払ふつ拭しよくし、そこからまた手をつないで館内を巡る。

「あ、見てハル。すごくかわいい」

　と、千鶴が指さしたのはペンギンだった。

　よちよちと歩くその愛くるしさに、俺たちは釘くぎづけになる。

　特に千鶴はツボみたいで、うっとりと眺めていた。

　その横顔を見て、ちょっとしたシャレを思いつく。

「でも、ペンギンより鶴のほうがかわいくないか？」

「え、そう？　ふつうにペンギンのほうがかわいいと思うけど。てか、なんで鶴？」

　きょとんとする千ち鶴づるに、俺は得意げに答えた。

「鶴は鶴でも──千鶴だよ」

「っ……な、なによそれ、しょうもないわねっ」

　赤面して怒鳴る千鶴。

　バレバレの照れ隠しがまたかわいかった。からかわれ上手の丹たん沢ざわさん。

「だ、だいたいペンギンのほうがかわいいでしょっ。よく見てみなさいよっ」

　と、ガラスの向こうを指さす。

　俺は言われたとおり、ペンギンと千鶴をじっくりと見比べた。真ま顔がおで判定を告げる。

「やっぱり千鶴のほうがかわいいな」

「──っ」

　さらにスマホを取り出して、前に撮った写真を見せる。

　アニマルコスプレをしてもらったときのやつだ。

「ほら。ペンギンバージョンの千鶴と比べれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだろ？」

「……ちょ、そんな写真見せないでよ……」

「なんで？　超かわいいんだから、恥ずかしがらなくてもいいじゃん」

「うぅ……わ、わかったわ。わかったから、かわいいはいったんやめて……」

　照れすぎて、もはやちょっと泣きそうだった。

　ツンツン状態に負けず劣らず、しおらしい千鶴もたいへんかわいい。

　かわいいがさらなるかわいいを呼ぶ、かわいさスパイラルが発生していた。

　が、本気で泣かせるわけにもいかないので、これくらいで勘かん弁べんしてあげよう。

　最悪、麻ま耶やさんにチクられそうだしな。







　それからカクレクマノミやチンアナゴ、海中トンネルでマンタなどを楽しみ。

　頃合いを見て、広々としたスタジアムにやってくる。

　この水族館一番の目玉、イルカのショーをやる場所だ。

　開始十分前の段階で、多くの人が観客席を埋めていた。

　空いているところに並んで腰をおろす。

　ほどなくして簡単な注意事項がアナウンスされ、パフォーマンスの開始が宣言された。

　照明が落ち、スタジアム内は真っ暗に。

　プールだけ青く輝いており、この時点でもそれなりにロマンチックな光景だった。

　なんとも緊張感のある間まを置いて、クラシック音楽が流れはじめる。

　メロディは徐々に盛りあがり──会場全体が鮮やかな光に彩いろどられた。

　正確には、光というより映像だ。すなわち、プロジェクションマッピングである。

「わ、綺き麗れい」

　きらきらと舞う雪の結晶に、千ち鶴づるが感かん嘆たんの声をあげた。

　そして、メロディが最さい高こう潮ちように盛りあがった瞬間。

　三頭のイルカが水面から飛び出してくる。

　ぴったりそろった美しい放物線。おおーっ、と会場内のあちこちから歓声があがった。

　音楽と映像、そこにイルカのパフォーマンスが融合し、エンタメとしてたいへん素晴らしいものになっていた。紗さ奈なの言葉を借りると、本能に訴えかけてくる類たぐいのやつだ。

　イルカのショーといえば、飼育員さんが司会を務める印象があるけど、そういう解説などは一切ない。言葉は不要とばかりに、数々の美び技ぎを披露していった。

　ふと、どこかで聞いた知識を思い出す。

　イルカのショーにおいて、イルカはエサがほしくて人間の言うことを聞いているわけではない。こうすれば人間が喜ぶと学習しているので、期待に応えるようにただ遊んでいるだけなんだとか。人間側は遊んでもらったお礼として、笛を吹いたりエサをあげたりするらしい。

　だから、あえてイルカの仕事がなにかと言えば、それは飼育員さんと遊ぶことなのだ。

　親近感を抱かずにはいられない。

　エンタメを提供してごはんをいただくイルカは、言うなれば超一流のヒモである。

　いや、ヒモ歴は俺よりも長いだろうし、呼び捨てにしちゃいけないな。今度からイルカ先せん輩ぱいと敬うやまうことにしよう。

　なんて、水族館の関係者およびイルカ愛好家の方が聞いたら『クズと一緒にすんじゃねえよ』とキレられそうなことを考えていると──

　ぽふっ。

　と、千鶴がしなだれかかってきた。無言のまま、甘えるように。

　茶ちや化かすような場面ではない。

　俺も無ぶ粋すいなことは言わず、千鶴のぬくもりを受け入れた。







　最後にひときわ派手なジャンプで魅せてくれ、パフォーマンスは終了した。

　スタッフの皆さんがステージで一礼して、『ＦＩＮ』という文字が壁に映し出される。

　観客席からは盛大な拍手が起こり、もちろん俺と千鶴も心からの拍手を送った。

　照明がつき、スマホで時刻を確認すると、十五分しか経たっていなかった。これほど濃密な十五分もなかなかないな……。

「期待以上にすごかったわね」

　ぴったり寄せていた身体からだを離し、千鶴がしみじみと告げる。俺は深くうなずいた。

「ああ、来てよかったよ。あらためて立派なヒモになろうって思えたわ」

「……どういう見方をしたら、そんなクズ並みの感想になるわけ？」

「それはもちろん、イルカ先せん輩ぱいの──」

「あ、やっぱ聞きたくない。聞いたらせっかくの余よ韻いんが台無しになりそう」

　冷やかな目つきで遮さえぎって、千ち鶴づるは席を立った。俺も立ちあがって訊たずねる。

「このあとはどうする？」

「んー、そうね。もう見るべきものは見たし、おみやげを買って帰りましょうか」

「なにか食べてかなくていいのか？」

　ちょうど夕飯時だし、せっかくのデートだ。

　どこかいい感じのレストランで、食事くらいはしてもいいように思えた。

「それもなしじゃないけど、またの機会にしておくわ。あんまりハルを独占したら悪いしね。紗さ奈なを誘って、夕食は藤とう花かの家でいただきましょう」

「ん、了解」

　思いやりにあふれた言葉を聞かせてもらい、俺は納得して微笑ほほえみかけた。

「やっぱ千鶴は優しいな」

「……べつに、ふつうよ」

「なでなでしてもいいか？」

「……好きにしたら」

　恥ずかしそうに横を向いて、千鶴は許可してくれた。

　よし。それじゃあ遠えん慮りよなく、おなかをなでなでしてやろう。

　というボケをかまそうかすこし迷ったが、ふつうに頭をなでなでした。まだ観客席にはたくさんの人が残ってるし、余韻を台無しにしたらイルカ先輩に悪いからな。







　スタジアムをあとにして、おみやげを売っているショップに立ち寄る。

　イルカ先輩のぬいぐるみ、イルカ先輩のストラップ、イルカ先輩のピンバッジなど、イルカ先輩グッズをあれこれ、みんなのぶんも合わせて買ってもらった。

「ずいぶんとイルカが気に入ったのね。まあ、かわいいからいいけど」

「いや、かわいさは千鶴のほうが上だけどな」

「──そ、それはもういいわよっ」

　べしっと肩を叩たたかれて、レジのお姉さんにくすくすと笑われた。







　満足感と名な残ごり惜しさ、半々くらいの心持ちで水族館を出る。

　と、すぐさま容よう赦しやのない冷気に襲われ、ぶるりと身をすくめた。

　なんとはなしに振り返り、外観をあらためて眺める。

　夜になったことで、入口のカラフルな照明が来館時より目立っていた。

「ごめん千ち鶴づる。写真を撮ってもいい？」

「いいわよ」

　いったん荷物を下に置き、千鶴とつないでいた手を放す。

　ちなみに、ぬいぐるみがやたらとかさばっており、袋はかなりふくれていた。

　重たいものは特にないので、持つのはべつに苦じゃないけど。

　外観を何枚か撮影し、

「千鶴、ちょっとそこに立って」

「建物だけじゃないの？」

「ついでだよ。ここにきた記念ってことで」

「まあいいけど……だったらハルも一緒に写りましょうよ。ツーショットのほうが記念っぽいでしょ」

　それもそうだ。

　千鶴の肩を抱いて密着する。頬ほおがくっつきそうなほど顔を寄せた。

「……ちょ、近すぎない？」

「こうしないと入らないだろ」

　幸い、クソ寒いおかげか周囲にほかの人はいない。

　その状態で、ぱしゃりぱしゃりと撮影した。

　さっそく写真を確認してみる。

　照れ顔の千鶴がひたすらかわいい。どんな照明よりも輝いていた。

　スマホをポケットにしまい、右手で荷物を持つ。

　左手で千鶴の手を握り、「じゃあ行こうか」とうながした。

「あ、ちょっと待って」

「ん？」

「……あたしのスマホでも一枚撮っていい？」

「いいけど、写真ならあとで送るよ？」

「それでも、自分で一枚撮りたいの」

　であれば断る理由はない。ふたたび千鶴の肩を抱いた。

　が、なぜか押しのけられてしまう。

「く、くっつかなくていいから。あたしの言うとおりにして」

「なるほど、脱げばいいのか？」

「捕まる前に凍死するわよ」

「投資家のヒモだけに？」

「……くだらないこと言ってないで、ちょっとこっちに来て」

　千ち鶴づるに手を引かれ、十メートルほど移動した。

「ここに立って。荷物は置いて。向きはこっち」

「……なんでこんなところで撮るんだ？」

　俺は眉まゆをひそめる。

　なんの変へん哲てつもない小さな階段の前なので、記念撮影に向いているとは思えなかった。

「いいから言うとおりにしなさい。あと目を閉じて」

　……写真なのに目を閉じる？

　ますますわけがわからない。

　が、なにか意図があるみたいだし、素直に従った。

　いくらかの間まを挟み──




　額ひたいになにか、やわらかいものが、一瞬だけふれた。




　驚いて思わず目を開けると、千鶴の赤い顔が目の前にあった。

　目線がだいたい同じなのは、俺より一段上にいるからだ。
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「……え？　千ち鶴づる、いまのって……？」

　ぽかんとして訊たずねる。おそらく、さぞや間抜けな顔になっているだろう。

　千鶴は目をそらして、

「……け、契約の儀ぎ式しき、したがってたでしょ？　だから、今日付き合ってくれた、お礼」

　ああ、やっぱり、そうなのか。

　なんとか思考が追いつく。

　つまり、やわらかいものは千鶴のくちびるだったのだ。

　俺はうれしくなって、千鶴をがばりと抱きしめた。

「──きゃっ」

「礼を言うのはこっちのほうだよ」

　左手を華きや奢しやな背中にまわし、右手で頭をなでなでする。

「今日は、誘ってくれてありがとな」

「…………」

　千鶴は黙ったままこくりとうなずき、おずおずと抱きしめ返してくれた。

　おかげで身も心もあたたかい。

　足下に置いた袋から、つぶらな瞳ひとみがのぞいている。

　イルカ先せん輩ぱいのぬいぐるみに見られながら、幸せの感触を堪たん能のうした。
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　矢どころか弾丸のように光陰は過ぎていく。

　気がつくと暦こよみの十二戦士がひとり、睦月むつきがその弾丸に仕留められていた。

　十二戦士のなかで最弱とはいえ、このスピードはちょっと驚きである。

　おそらく時間を司つかさどる女神は、拳けん銃じゆうじゃなくてライフルを使っているのだろう。

　なんてよくわかんないことを考えたくなる、二月上旬のある日。

　二階のリビングのコタツにて。学校から帰ってきたロリたちと雑談している最中。

「……先生、最近すこしおつかれじゃありませんか？」

　不覚にもあくびをもらしてしまった俺に、藤とう花かが気遣づかうようにそう言った。

　白状すれば図星だった。さすが藤花。俺のことをよく見てくれている。

　が、心配させたくなかったので、

「え？　いや、べつにそんなことはないけど」

　と、俺はとぼけた。

「そうですか？　それならいいのですが、目の下にクマさんができていますよ」

「……あー、うん」

　これをごまかすのは難しい。目元をこすりながら苦笑した。

「昨夜はヒモ活が楽しくて、つい夜よ更ふかししちゃったんだよね」

　すると、千ち鶴づるがジト目を向けてくる。

「……ヒモ活、ね。具体的にはなにしてるの？」

「それはまあ、いろいろだよ」

「どうせえっちなやつでしょ？」

「いや、かわいい女の子は出てくるけど、いちおう全年齢向けのものだよ」

「ふうん、全年齢向けのものをえっちな目で見てたのね」

「……千鶴はあれだな。どうしても俺をえっちなやつに仕立てあげたいんだな？」

「だって、ハルは実際にえっちじゃない」

　まあね。うん。実際にえっちだけども。

　しかし、きちんとＲ指定などを守っていれば、なにをどうえっちな目で見ても、それは個人の自由である。いや、だから、昨夜のヒモ活はそこまでえっちなやつじゃないし、えっちな目でも見てないけどね。……一部の巨乳キャラをのぞいて。

「先生がなにをしていてもわたしは応援したいと思いますが、体調には気をつけてくださいね？」

「ああ、無理はしないようにするよ」

　藤とう花かの言葉に俺は真面目まじめにうなずいた。

「それなら名案があるにゃ」

　紗さ奈なが俺の袖をくいくいと引っ張る。

「お、なんだ？」

「にいさまに邪気が入らないよう、みんなで豆まきをするにゃ」

「あ、いいですねっ」

「そういえば今日、節分だったわね」

　藤花は笑みを咲かせ、千鶴は思い出したように言った。

　俺も遅れて今日の日付を認識する。二月三日。そっか。節分か。

　来週のことで頭がいっぱいだったので、すっかり忘れていた。

「じゃあ、豆を買ってこなきゃな」

「それには及ばないにゃ」

　俺が言うと、紗奈はコタツを離れ自分のカバンを取りに行く。

　そして得意げに、なかから専用の豆を出してくれた。

「これでにいさまの魔を滅するにゃ」

「「「おおー」」」

　一同感心の声をあげて、ぱちぱちと拍手をした。

「にゃふふ、ちゃんと鬼の仮面と升ますもあるにゃ」

「すげえ、やるな。まじでありがとう」

　準備がよくて助かるわ。なでなでしながら感謝した。

　ちょうど仕事を終えた麻ま耶やさんも誘って、さっそく俺の部屋でやることに。

　細かい作さ法ほうについては……エンジョイ重視ってことでひとつ。

「ところで、誰が鬼役をやるの？」

　千ち鶴づるが鬼の仮面を見ながら訊たずねた。

　まあ、ふつうに考えれば俺が適任なんだけど……。

「先生の邪気を払うのに、先生が鬼ではちょっとおかしいですね」

　藤とう花かの言うとおりである。しかし、ロリたちにやらせるのも微妙だし、消去法的に麻耶さんに押しつけるのもなんだか悪い。鬼編集の夕ゆ莉りちゃんさえいれば……と思わなくもなかったが、いたらいたでやっぱり恐きよう縮しゆくしていただろう。

　では、どうすれば楽しむことができるのか……？

　俺は一計を案じた。

「ちょっと思ったんだけど、鬼を外に追いやるのはやめないか？」

「え？」「にゃ？」「……いきなりなに言ってるの？」

　藤花と紗さ奈ながきょとんとして、千鶴が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「要するに、災わざわいが降りかからないようにすればいいわけだろ？」

　と、意図を説明する。

「だったら俺は、鬼を排除するより──仲良くなりたいと思う」

　幸いなことに、三人とも好意的な反応をしてくれた。

「なるほどっ。先生らしい素敵な考え方だと思いますっ」

「……たしかにクズと鬼って相性よさそうだしね」

「にゃあ……邪気を力に変えるにいさま、かっこいいにゃ」

　そこで麻耶さんが口を開く。やや警戒しているような面おも持もちで、

「……具体的にはどのようにするんですか？」

「みんなに鬼役をやってもらって、俺が豆を食べさせる、ってのはどう？」

「わっ、すごくいいと思います♡」

「右に同じにゃ♡」

「……そうね。投げるより平和的だし、後片付けも楽そうだし、いいんじゃない」

　賛成多数。しかもロリたちの票となれば、これは決定事項である。

「……まあ、それくらいならいいでしょう」

　麻耶さんも承知してくれた。

　というわけで、さっそく着替えてもらう。

　俺のコスプレコレクションには、ちゃんと鬼役に相応ふさわしいものもあるからな。

　千ち鶴づるは面倒くさがり、麻ま耶やさんはめちゃくちゃ嫌がったが、

「先生の健康のためです。ふたりともお願いしますっ」

「みんなで力を合わせるにゃ」

　と、藤とう花かと紗さ奈なに押し切られ、しぶしぶ更衣室ウオークインクローゼツトに入っていく。

　待つことしばし。

　なかでも一ひと悶もん着ちやくあったような声が響いていたが、無事に完了したらしい。

　ゆっくりと扉が開き、ロリ鬼とたわわ鬼が姿を現わしてくれた。

「──おおっ！　やばい、みんな鬼かわいい！　鬼だけに！」

　俺はこぶしを握り、心の底から絶賛する。

　大胆に肌を露ろ出しゆつしたトラ柄がらの上下に、角のついたカチューシャだ。

　やっぱ鬼といえばこれだよね。もし鬼おにヶが島しまの鬼がこれほど可か憐れんだったなら、桃太郎も退治なんて物騒なことはやめて、共存する道を選んだだろう。

「えへへ、ありがとうございます♡」

「鬼がかった力を見せるにゃ」

　藤花は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、紗奈はどや顔で中二的なポーズをとる。

「……こ、これ、ほとんど水着と変わらないじゃないっ」

「…………うぅ……」

　千鶴と麻耶さんは顔を真っ赤に染め、もじもじとふとももをすり合わせた。

　まあ、形状はほとんどビキニだからな。

　冬場にこういった格好を拝むことができて、節分さまさまって感じである。

　提案してくれた紗奈は、本当にグッジョブだ。

　……ただ、麻耶さんは想像以上にえっちですね。

　健康的なロリたちとは対照的に、色気が尋じん常じようじゃないことになっている。

　直視したらまずいことになりそうなので、そわそわキョロキョロとチラ見した。

「さあ、先生。鬼と仲良くなりましょう」

「ぼくたちに豆を食べさせるにゃ」

「……あ、あたしも……その、いちおうね……」

　三人がねだるように近づいてくる。

　できればスケッチしたかったけど、まあ、それはあとでお願いすればいいか。

　升ますに入れた豆を年齢の数だけ食べさせて、お返しに俺も食べさせてもらった。

「ほら、麻耶もこっちにきてください」

　離れたところでうつむいているグラマラスな赤鬼に、藤花が明るく声をかける。

　しかし、麻耶さんの羞しゆう恥ち心しんはすでに限界のご様子だった。

「……わ、私はけっこうです。じ、自分で食べます」

　首を横に振るだけで、その場を動こうとしない。軽く目が潤うるんでいるように見えた。

「そんなに恥ずかしがることないにゃ。麻ま耶やさん、とっても綺き麗れいにゃ」

　憧れをふくんだまなざしを向け、紗さ奈なが無邪気に微笑ほほえむ。

「そ、そういう問題ではなくてですね……」

　麻耶さんは両腕で胸を抱き、ますます身体からだを縮こまらせた。

　……残念ながら、それは逆効果である。

　豊ほう満まんなたわわをその程度で隠せるわけがなく、むしろ谷間を強調してしまっていた。

　いかん。これ以上はいろいろとよくない。たまらず助け船を出した。

「俺からがイヤなら、藤とう花かたちから食べさせてもらいなよ」

「…………そ、それなら、いいですけど」

　麻耶さんはこくりとうなずき、ロリたちも喜んで同意する。

　自分で食べなよ、と言わないあたり、我ながら見事な采さい配はいだ。

　おかげで、三時のおやつ中に戯たわむれる鬼の姉妹、といったようなたいへん健全で心あたたまる光景を見ることができた。

　いやごめん。やっぱ麻耶さんはえっちですわ。







　ところで節分といえば、豆まきのほかにもうひとつ有名な風習がある。

　せっかくなのでそちらも楽しむことにした。

　てなわけで、夕飯は久々に手て巻まき寿ず司しにしてもらう。

　高級食材をふんだんに使ったお手製の恵え方ほう巻まきを、みんなでおいしくいただいた。

　実際のところ、豆まきと恵方巻きにどれだけの効果があるかは不明だが……。

　幸せな時間を過ごしたことで、俺の気力がフルチャージされたのはたしかだった。

　そして気分がよくなれば、身体の調子もよくなるもので。

　翌日から俺は絶好調となり、ヒモ活の充実度をあげていく。

　結果。

　万全の状態で、一年でもっとも重要なイベント──

　ロリ聖せい誕たん祭さいを迎えることができたのだった。
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　節分からちょうど一週間が経過したその日。

　玄関でクツを履いていると、ロリたちが学校から帰ってきた。

「あ、先生」

　ドアを開けたさきに俺がいたものだから、藤とう花かは意表を衝つかれたような声を出し、

「ただいまです」

「おー、おかえり」

「これからお出かけですか？」

　にこりと微笑ほほえみながら訊たずねてくる。

「ああ。わりと近所のビルで、なんかおもしろいゲームができるらしくて」

　俺は自然な態度を装よそおい、

「よかったら藤花たちもどう？」

「はい。喜んでお供させていただきます」

　雑な誘いにもかかわらず、藤花は笑顔で快かい諾だくしてくれた。ありがたい。

「は？　ちょっと待ちなさいよ」

　露ろ骨こつに顔をしかめて、千ち鶴づるが口を挟んでくる。

「出かけるってあんた、今日がなんの日だかわかってるの？」

　もちろんわかっている。が、ここで答えるわけにはいかない。

　俺は首をかしげ、考える振りをした。

「……にいさま、なにをたくらんでるにゃ？」

　紗さ奈なは、敵なのか味方なのかわからない謎の魔導師を見るような目になる。

　所しよ詮せんは俺の演技力といったところか。さっそく怪しまれている。というか、この特別な日にいつもどおりってのが、そもそも不自然だったのかもしれない。

　どう対応すべきか思案していると、

「千鶴、紗奈」

　藤花がなだめるように言って、親友たちの手を握った。

「先生の希望を叶かなえるのがわたしたちの役目です。ふたりも付き合ってくれますよね？」

　ロリたちは数秒見つめ合い、なにかを悟ったように紗奈が相そう好ごうを崩す。

「かしこまりにゃ」

「…………まあ、藤花がそう言うなら、いいけど」

　千鶴も不満たっぷりの面おも持もちでうなずいた。

「ありがとうございます」

　藤とう花かはにこやかにお礼を言って、俺に向き直る。

「制服から着替えたほうがいいですか？」

「いや、そのままでいいよ」

「承知しました。では、行きましょうか」

　あまり円満とは言えない空気だが、藤花のおかげで話がまとまる。

　ロリたちのカバンを置いて家を出た。

　目的地までは徒歩十分ほど。

　俺が先導し、イライラしている千ち鶴づるを藤花と紗さ奈なが挟んでいた。

　ほとんど会話らしい会話がないまま到着する。

　なんの変へん哲てつもない、五階建てのオフィスビルだ。

　各階ワンルームずつしかなく、メディカワに比べるとこぢんまりとしている。

「ここでゲームができるんですか？　看板とかは出てないみたいですけど」

　エントランスに入り、藤花がきょとんとして口を開いた。

　千鶴と紗奈も訝いぶかるような目をしている。

「なかに入ればわかるよ」

　俺はあえて後ろにまわり、うながすように一階のドアを指さした。

「……勝手に入って大丈夫なんですか？」

　と不安げな藤花に、笑みを浮かべて断言する。

「大丈夫。開けてみな」

「……わかりました」

　藤花はこくりとうなずき、遠えん慮りよがちにドアを開けた。

　慎重になかの様子をうかがい、

「──えっ？」

　驚きに目を見張った。

「──わっ！」「──すごいにゃっ！」

　続くふたりも目をまん丸にして、感かん嘆たんの声をあげる。

　まあ、地味なオフィスビルだと思っていた場所が、べつの世界──端たん的てきに言えばＲＰＧに出てくる酒場のようになっていたら、誰だってそんな反応になるだろう。

　恐れはどこかに霧む散さんしたのか、蜜みつに誘われる蝶ちようのごとく、ロリたちは足を踏み入れる。

　室内をきょろきょろ見回しながら、中央あたりまで来たところで。

　パンパーン！

　突然、なにかが弾はじける音が響き渡った。

「「「──っ!?」」」

　ロリたちはびくりとして、お互いを守るように身を寄せ合う。

　お嬢じようさまの誘ゆう拐かいを目もく論ろむマフィアからの襲撃、なんかではもちろんない。

　ふつうにクラッカーの音である。

　きらきらした紙テープが宙を舞い、火薬独特のにおいが鼻先をくすぐった。

「お誕生日おめでとうございます、藤とう花か」

「おめでとう藤花ちゃん。心からお祝いするよ」

　カウンターの下に隠れていた美女ふたり。

　麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんが、満面の笑みで登場した。

　状況についていけないのか、ロリたちはぽかんと口を開けている。

　ややあって、フリーズ状態が解除され、

「……えっ？　ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　なんですかこれは!?」

　藤花がお手本のように動転した。

「せ、説明しなさいバカハル！」

　千ち鶴づるは声を荒らげて俺に迫る。

「ヒモクロニクルの世界を再現した、酒場兼冒険者ギルドだな」

「それは見ればわかるにゃ！」

　こともなげに答えた俺に、今度は紗さ奈なが言い募つのる。

「なんでこんなところにこんなものがあるにゃ!?」

　もう隠す必要はない。ニヤニヤしながらネタばらしをしてあげた。




「俺たちから三人に、誕生日プレゼントだよ」




「「「──っ！」」」

　三人はハッと息をのんだ。

　そう。

　本日、二月十日は藤花の──

　そして、十一日は千鶴の──

　さらに、十二日は紗奈の──

　それぞれ十一回目の誕生日だった。

「……お、覚えててくださったんですか？」

「当たり前だろ」

　藤花にまじまじと見つめられ、俺は笑いながら首しゆ肯こうする。

　千鶴はバツが悪そうに、

「な、なによ。だったら最初からそう言いなさいよ」

「言ったらサプライズにならないじゃん」

　補足すると、さきほど玄関で対面したのは偶然ではない。

　サプライズを感づかれないようにするため、わざわざ待機していたのだ。

「にゃあ……もしかして」

　紗さ奈なが上目遣づかいで訊たずねてくる。

「にいさまが最近よく言ってたヒモ活って、これを作ることだったにゃ？」

「まあ、そういうことだ」

　三日連続という、この奇跡の誕生日を祝うために、俺は入念に準備してきた。

　期間は優に一ヶ月以上。構想を練りはじめたのは年末だ。

　最初はふつうに漫画を描こうと思っていた。

　しかし、それだとクリスマスと同じになってしまう。

　それでもロリたちは喜んでくれるだろうけど、少々面白みに欠けると感じた。

　そこで思いついたのが、ヒモクロニクルの世界そのものを作ることだ。

　言ってみれば前に制作したオリジナルのボードゲームの拡張版であり、遊園地のアトラクションみたいなものである。

『二に条じよう家が所有していて、自由に使える空き家とかない？　できれば近所で』

　と麻ま耶やさんに訊ね、この物件を紹介してもらった。

　家どころかビルだったことには驚いたが、ちょうど改装するタイミングだったらしく、

『藤とう花かたちのためなら費用は気にせず、好きなようにしてください』

　と言ってもらえたので、遠えん慮りよなく利用することにした。

　自分で必要なものをデザインし、各業者への発注は麻耶さんにおまかせする。

　そして。

　一階は──酒場兼冒険者ギルド（更衣室もある）。

　二階は──いろんな出店が並ぶ城下町（衣装や小物など荷物置き場も兼ねている）。

　三階は──神秘的な海底都市。

　四階は──ロマンあふれる古代の遺跡。

　五階は──大魔族の館やかた。

　といったイメージで、豪ごう勢せいにリフォームしてもらった。

　つまりここは誕生日会の会場、というわけだ。

　それも、金と手間を惜しみなく投入して作りあげた、超スペシャルな会場。

　具体的にいくらかかったかは……怖くて聞いていない。

　欲を言えば外観からこだわりたかったけど、さすがに時間が足りなかった。

　まあでも、いまとなれば、これはこれでありかなと思っている。

　どこにでもありそうな平凡な扉が、実は異世界につながっているわけで。

　外観から悪目立ちするより、むしろそれっぽいと言えるだろう。

　ちなみに今回、ロリたちのお金は一円も使っていない。

　プレゼントということで、すべて麻ま耶やさんが出してくれた。

　当然といえば当然だけど、麻耶さんもめちゃくちゃお金持ちだからね。

　しかし、メイドにお金を出させるご主人さまとか、これまたクズの極きわみだな……。

　さておき。

「あと、プレゼントはほかにもあるぞ」

　この空間は三人に向けてのものだが、それだけというのもなんなので。藤とう花かには藤花だけの、千ち鶴づるには千鶴だけの、紗さ奈なには紗奈だけのプレゼントも用意していた。

「こちらです」

　綺き麗れいにラッピングされた、平たくて四角い袋を麻耶さんに手渡してもらい。

　そのまま藤花に差し出した。

「あらためて、誕生日おめでとう」

「…………あ、ありがとうございます」

　夢見心地なのか、藤花はどこかぼんやりとした様子で、両手で受け取ってくれる。

「……開けてもいいですか？」

「もちろん」

　うなずくと、丁てい寧ねいに包装を剥はがしていく。出てきたのは一冊の薄い本。

「──っ！　これ、ヒモクロニクルの新作ですか……？」

「ああ」

　ロリたちが原作を担当してくれた、デート回である。

　今回はこの空間がメインとはいえ、かといって漫画をおろそかにしていいわけがない。ので、超がんばって描きあげた。

　しかもきちんと製本してある。次の即売会を待たず、夕ゆ莉りちゃんが快く休日を捧ささげてくれ、ゴージャスかつエレガントな薄い本を作ってくれた。藤花編と千鶴編と紗奈編、そしてシークレットのもう一冊、それぞれ違うデザインで。プロの仕事だけあって、実に素晴らしい出で来き映ばえだ。本が届いたときは、俺もめっちゃうれしかった。

　藤花は食い入るように表紙を見つめ、

「……よ、読んでもいいですか？」

「ダメって言ったら？」

「えっ？　あっ……うぅ……」

「冗談だよ。好きなだけ読んでくれ」

　子犬のようにうなられ、即座にＯＫしてしまった。

「ありがとうございますっ」

　麻耶さんがさりげなく椅い子すを持ってきて、藤花はそこに腰をおろす。

　にこにこしながら表紙をめくった。

　ページ数は三十ページほどだが、たぶんそれなりに時間がかかるだろう。

　ほかの人もテキトーな席に腰かけて、読み終えるのを見守った。

　千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさん、夕ゆ莉りちゃんは、やわらかな笑みを浮かべている。

　幸せそうな藤とう花かを見て、自分も幸せな気分になっているのだろう。

　俺も同じように浸ひたりたいが、緊張もあるのでなかなかそうもいかなかった。

　原作はロリたちとはいえ、自分なりにアレンジを加えているし、作画や演出は完全に俺まかせになっている。そのあたり、満足してくれるといいのだが……。

　祈りながら藤花の反応をうかがった。

　序盤ではくすくす笑い、中盤のデートシーンでは恥ずかしそうに頬ほおを紅こう潮ちようさせ、終盤のバトルではハラハラとし、エンディングではちょっと瞳ひとみが潤うるんでいた。

　ほっと胸をなでおろす。この様子ならきっと楽しんでくれただろう。

　そして、本編後の最終ページ。通常の同人誌ならあとがきが入るようなところだ。

　印刷ではあえて真っ白になっており、そのスペースに、俺は直じき筆ひつのイラストおよびサイン、さらに『お誕生日おめでとう！』のメッセージを添えさせてもらった。

　これは夕莉ちゃんのアイデアである。

『ファンにとって直筆よりうれしいものはないから、気合いを入れて描け』とのこと。

　やはりプロである。読者サービスのなんたるかをよく理解している。

　ここで藤花はさらに感激してくれて、

「…………ふぇぇ……」

「──え？」

　うるうるしていた瞳が、ついに決壊する。

　光の粒が大量にこぼれて、すべすべのほっぺを伝っていった。

　藤花は嗚咽おえつをもらしながら、本を閉じて身体からだから離す。

　たぶん濡ぬれるのを避けたかったのだろう。夕莉ちゃんが察したように本を預かった。

　すると俺は、三人から無言で背中を押される。

　千鶴と紗奈は笑顔で、麻耶さんは仕方なさそうな顔をしていた。

　デリカシーがないとちょくちょく叱られる俺でも、すべきことは理解できる。

　藤花に歩み寄り、優しく頭をなでなでした。

「……あうぅ……せんせい……っ」

　藤花は椅い子すから立ちあがり、ぎゅっと抱きついてくる。

　抱きとめて、抱きしめ返すと、藤花は俺の胸でわんわんと泣いた。

　こらえようと思った。けど。ダメだった。

　コツコツとやってきたヒモ活が報むくわれたことがうれしくて。

　大切な人が喜んでくれたのがうれしくて。

　俺の涙るい腺せんも見事に崩壊してしまった。

「……もう、なんでハルまで泣いてるのよ……」

「……にゃあ、にいさまはけっこう泣き虫にゃ……」

　そういう千ち鶴づると紗さ奈なも泣いていた。

　麻ま耶やさんも横を向いてもらい泣きしている。

　涙もろい夕ゆ莉りちゃんも、メガネを外しハンカチで目元を拭ぬぐっていた。

　つまり全員泣いていた。だったらまあ、べつに恥ずかしくないよな。

　変に我が慢まんすることをやめ、気が済むまで泣きまくってやった。







　どれくらい経たっただろう。

　ようやく涙が止まり、ティッシュで鼻をかみ、水分補給をして落ち着いたあと。

「んじゃ、三人とも着替えてもらっていいか？」

　と、俺は軽い調子で言った。

「……え、なににですか？」

「もちろん、各職業の衣装にだよ」
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　小首をかしげる藤とう花かに、どや顔で告げる。

　ヒモクロニクルでは『トウカ』は『剣士』、『チヅル』は『格闘家』、『サナ』は『魔法使い』である。ボードゲームのときに使ったやつだけではなく、しっかり新しいバージョンの衣装も作っていた。

　いまさらだけど、麻ま耶やさんも『メイド』としてヒモクロニクル仕様のメイド服を着てもらっているし、夕ゆ莉りちゃんも『ギルドの受付嬢じよう』として俺がデザインしたファンタジーっぽい制服（やや露ろ出しゆつ多めなので、最初は嫌がられた）を着てもらっている。

　もちろん『ヒモ』である俺も、正装であるスウェットに着替えるつもりだ。

「おもしろいゲームができるって言ったろ？　これからリアルＲＰＧで遊ぶんだよ」

「わっ、それは素敵です！」

「……ふうん、期待してあげるわ」

「にいさまと一緒に、世界を救うにゃ！」

　三人は、まだ上のフロアがどうなっているか知らない。

　凄すさまじいクオリティなので、間違いなく驚いてくれるし、楽しんでくれるだろう。

『クズにはもったいない、最上級のメディアミックスだな』

　と、夕莉ちゃんは半ばあきれたように言っていた。

　てなわけで、着替えをはじめとした準備を行う。

　ギルドで『ユリ』ちゃんからクエストを受注して、『マヤ』は切り札として待機（あくまで設定上のことで、実際にはそばにいる）。

　四人パーティーで、二階の城下町フロアに向かった。

　シナリオは、さきほどの漫画（藤花とのデート回）をベースにしている。

　千ち鶴づると紗さ奈なも加わっているのでそのぶん変化は入れさせてもらったが、おつかいをこなしているときにモンスターが町に侵入してきて、これを討とう伐ばつするというものだ。浅あさ草くさで手に入れた品物がキーアイテムとして登場するのが、自画自賛になるが気が利いている。

『マヤ』を待機設定にしたのは理由がある。裏で演出を担当してもらうためだ。タブレットＰＣを使い、タイミングよくＢＧＭや効果音を鳴らしたり、照明やプロジェクションマッピングの操作をしたりして、雰ふん囲い気きを絶妙に盛りあげてくれる。口で言うのは簡単だけど、これらを完璧にこなす麻耶さんは、やはり万能メイドとしか言いようがない。

　夕莉ちゃんにはＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターやモンスターをやってもらった。上着やかぶりものを使い、それぞれの役を演じてもらう。意外なほどノリノリで、演技もかなりうまかった。楽しんでくれているようでなによりだ。ところで仕事は大丈夫なのかと心配して訊たずねてみたところ、藤花絡みとあって、編集部からは全力で応援されているらしい。ロリと遊ぶことで出しゆつ世せ街かい道どうを進むとか、ちょっとヒモっぽくて笑ってしまった。

「先生、麻耶、夕莉ちゃん、ありがとうございます！　最高におもしろかったです！」

「ほんと、よくこれだけ準備したわね。ハルは一生ぶんくらいがんばったんじゃない？」

「にいさまは本当に、宇宙一のヒモにゃ！」

　三人からそういった感想をもらえて、一日目のクエストをクリアする。

　それから酒場でケーキやごちそうを囲み、誕生日会を満まん喫きつした。

　そして翌日。千ち鶴づるの誕生日。

「おめでとう千鶴！」

「……あ、ありがと……」

　同じように千鶴編の本をプレゼントして、感謝のハグをいただいた。

　そのあとはもちろん、三階の海底都市フロアでのクエストだ。

　そしてさらに、その翌日。紗さ奈なの誕生日。

「おめでとう紗奈！」

「にいさま、大好きにゃ♡」

　紗奈編の本をプレゼントして、ひとしきり抱き合い、古代遺跡でのクエストを楽しんだ。

　これで終わり──ではない。

　ロリたちが原作のルートだけでは、漫画描きとしていささか情けないからな。

　なにより、ロリたちへの感謝を形にしようと思ったら、まだまだこんなもんじゃ物足りない。麻ま耶やさんと夕ゆ莉りちゃんも同意してくれ、さらなるサプライズを仕掛けていた。

　続く四日目。各自の誕生日が過ぎ、三人とも油断しているであろう放課後。

　俺オリジナルのグランドルートが開放され、彼女たちに最大の試練が課せられる。

　パーティーのお荷物であり、エースでもある──『ハル』が誘ゆう拐かいされたのだ。







　酒場兼冒険者ギルド。

　呼び出しに応じてもらい、学校から直接やってきた制服姿の三人に、

「……皆さん、大変なことになりました」

　と、麻耶さんは深刻そうに切り出した。

　ちなみに俺と夕莉ちゃんは、パーティションの向こうからこっそり見守っている。

「ど、どうしたんですか？　もしかして、先生がいないことになにか関係が……」

「とりあえずこれを見てください」

　緊張気味に訊たずねる藤とう花かに、麻耶さんは羊よう皮ひ紙しっぽいデザインの紙を渡す。

　そこにはこう書かれている。

『汝なんじらの仲間、クズ野郎は預かった。返してほしければ我の館やかたまで来い』

　読み終えた藤花と紗奈は目を見開いて、悲鳴のような声をあげた。

「──せ、先生が誘拐されてしまいましたっ！」

「──た、大変にゃ！　これはまじで大変なやつにゃ！」

　対して千ち鶴づるは訝いぶかしげに、

「ハルなんかを誘ゆう拐かいして、いったいなんのメリットがあるわけ？　自演じゃないの？」

「なんてこと言うんですか！　先生は世界にただひとりの人材ですよ!?　いつだってこうなるリスクはありました！」

「藤とう花かの言うとおりにゃ！　もしぼくが魔王になったら、初手でさらいに行くにゃ！」

「てゆーか、現実じゃなくてヒモクロニクルの話でしょ？」

「もちろんそれはわかってますし、そのうえで興奮しているんです！　これまでの三日間もすごかったのに、ついに先生オリジナルのシナリオがはじまったんですよっ？　こんなドキドキするイベントはほかにないです！」

「こういうのはちゃんとなりきったほうが楽しいにゃ。無ぶ粋すいな発言はよくないにゃ」

「う……まあ、そうね」

　ふたりの主張に納得し、千鶴はうなずいた。

「仕方ないから、ハルの手のひらで踊ってあげるわ」

　藤花と紗さ奈なは、たわわメイドに向き直る。

「それで麻ま耶や！　手紙の差出人はなにものですか!?」

「にいさまは無事にゃ!?　身みの代しろ金きんはいくら払えばいいにゃ!?」

「お、落ち着いてください。とりあえず命に別状はないようです」

　麻耶さんは苦笑して、台本どおりに説明する。

「差出人は『ユリナカーノ』という魔族です。魔力を編集する特殊スキルを持っており、次代の魔王にもっとも近い存在として、魔界で勇ゆう名めいを馳はせています」

「にゃうぅ……ユリナカーノに目をつけられるなんて、これは困ったにゃ」

　紗奈は猫缶を自力で開けられない子猫のようにうなり、

「紗奈、知ってるんですか？」

「魔法使いなら、誰でも一度は聞いたことがある名前にゃ」

　藤花の問いに重々しくうなずいた。

「とにかく、その魔族の館やかたを訪ねればいいわけね？」

「そうです」

　千鶴が話を進め、麻耶さんが答える。

「でしたら、早く助けに行きましょう！　先生は誰にも渡しません！」

「にいさまはぼくたちのにいさまにゃ！」

「まあ、さすがに見捨てるのは寝覚めが悪いしね」

「承知しました。では、装備の準備ができ次第、出発しましょう」

　と、みんなの意見が一致して、シナリオは次のパートに入っていく。

　おおむね想定どおりに進んで、俺は小さく息をついた。

『助けに行かなくてよくない？』とか言われなくてよかったぜ……。

　ま、ロリたちに限ってそれはないと信じてたけどな。







　そんなわけで。各自の衣装に着替えてもらい、ロリたちの新しい冒険がはじまる。

　あっさり館やかたまでたどり着くのもなんなので、まずは三階に移動してもらった。

「わ、すごいです。ちゃんと魔界になっています」

「へえー、やるじゃない」

「これはワクワクするにゃ」

　感かん嘆たんし、室内を見回す藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈な。

　そう。ロリたちが授業を受けているあいだに、三階海底都市と四階古代遺跡を魔界っぽくアレンジしていた。いくつかのセットを入れ替え、照明とＢＧＭを変えるだけで、思ったよりいい感じになるものだ。薄暗くしておけば、細かいところは見えないし。

　魔界では当然、人間界よりも危険がいっぱいだ。

「魔物さんに構っている暇はありません！　秘剣、アヒル返しです！」

「くらいなさい、黒竜三連蹴り！」

「燃えさかる矢に慈じ悲ひはない──フレイムアローにゃ！」

「……め、メイドヒールです」

　個人的に見たかったのもあって、大量の魔物（看板に映した映像）と戦ってもらった。

　ちっちゃな身体からだが躍動し、衣装がパタパタと翻ひるがえる。

　たわわメイドによる回復技（ハグ）もたいへん目の保養になった。

　そして、三階と四階のステージを攻略し、いよいよ五階に足を踏み入れる。

　大魔族ユリナカーノの館。上品な調ちよう度ど品ひんが並んでいるけど生活感がなく、どこか冷たい印象を受けるような雰ふん囲い気きだ。室温もほかのフロアより低く設定していた。

「ごめんください！」

　丁てい寧ねいかつ勇ましく、藤花が声を張りあげる。

「ご招待いただいた冒険者です！　先生を返していただきにまいりました！」

　ここでもったいぶっても仕方がない。

　パーティションのあいだをすり抜けて、夕莉ちゃんユリナカーノが姿を現わした。

　ところどころにスリットがある漆しつ黒こくのローブを着用し、金色の杖つえを手にしている。

　変にゴテゴテするよりシンプルなほうが逆に強キャラ感があるよね、と思ってデザインした。スタイルがいいのでよく似合っている。もうちょっと胸があれば言うことない。

「ようこそ、かわいいお嬢じようさん方。我が名はユリナカーノ。魔界きっての魔導編集者だ」

「ご丁てい寧ねいにどうもです。わたしはトウカ。剣士をやらせていただいております」

　悠ゆう然ぜんと名乗ったユリナカーノに、藤とう花かは綺き麗れいにお辞じ儀ぎをした。

　冒険者なのに、いちいち育ちのよさが垣かい間ま見みえておもしろい。

「チヅル。格闘家よ」

「サナにゃ。黒魔術のエキスパートにゃ。最近は白魔術も勉強中にゃ」

「あ……えーと、マヤです。皆さんのメイドです」

　藤花に倣ならって仲間たちも挨あい拶さつし、

「で？　うちのクズはどこにいるの？」

　千ち鶴づるが訊たずねた。

「フッ、そう急せくでない。我は汝なんじらに話があるのだ」

「……やはり、身みの代しろ金きんについてですか？」と藤花。

「いいや。そんなつまらんもんは要求せん」

「それなら、なにが目的にゃ……？」と紗さ奈な。

「我は汝らと商談がしたいのだよ。双方にとってメリットのある話だ」

　ユリナカーノは右手を差し出し、

「単刀直入に言おう。麗うるわしの冒険者たちよ。我と手を組まないか？」

「……え……つまり、業務提てい携けいのお誘い、ということでしょうか？」

　意外な申し出だったのか、藤花は目をぱちくりさせて訊ねた。

　ファンタジーっぽくない発言だが、もとから世界観はガバガバなので気にしない。

　ただ、ユリナカーノこと夕ゆ莉りちゃんはくすりときたようで、

「まあ、うん。端たん的てきに言うとそういうことだな」

　演技を忘れ、ほとんど素すに近い口調で答えた。続いて千鶴が訊ねる。

「なんのために提携するの？」

「むろん、魔界に新しい秩ちつ序じよを作るためだ」

「……新しい魔王になるつもりにゃ？」

「我自身にそこまでの野心はないが……必要ならばそういう存在にもなろう」

　紗奈の問いに、ユリナカーノは憂うれいを帯びた声音になった。

「魔界はいま、時代という荒波に揉もまれ、かつてないほど混こん沌とんとしている。このままでは大半の魔族が滅びることになるだろう。そうなれば間違いなく、人間界も大変なことになる。なんせ魔法が使えなくなるからな」

「え、そうなんですか？」と目を瞬またたかせる藤花。

「そうだ。魔族がいなくなると、魔力のバランスが崩れるらしい」

「らしい……？」

「我もさっき知った」

　まあ、台本を渡したのさっきだからね。ちなみに、いまの台詞せりふは台本にはない。完全に俺の指示どおりなのもつまんないので、ある程度はアドリブでこなしてもらっていた。

「そ、それは困るにゃ。魔法が使えなくなると、ぼくは無職になってしまうにゃ……」

「困るのは魔法使いだけではない。いまや人間の生活に、魔法は欠かせないものになっている。世界のパワーバランスが一変し、大戦争が巻き起こるだろう」

　動どう揺ようする紗さ奈なに、ユリナカーノは重々しく告げた。

「なるほど。ことの重大さは理解しました」

　藤とう花かはうなずき、疑問を呈ていする。

「でも、なぜわたしたちなんでしょう？　わたしたちはまだまだ駆け出しの冒険者です。高名な魔族さんと提てい携けいするには、荷が勝ちすぎていると思うのですが……」

「問題ない。汝なんじらには将来性があるし、なにより世界一かわいい」

　ユリナカーノは堂々と答えた。

「かわいくない勇者とかわいい勇者なら、我は断然後者を推したいと思う」

「……うふふ。お褒ほめにあずかり、光栄です」

「……そんな基準でいいのかって気がするけど……ハルのシナリオだしね」

「ユリナカーノさんはいい魔族にゃ」

　ロリたちはテレテレとはにかんだ。ややあって、藤花が小首をかしげる。

「あれ？　でしたらなぜ、先生を誘ゆう拐かいしたんでしょう？」

「……それは、やつがどうしようもないクズだからだ」

　ユリナカーノは苦々しい顔つきで、

「我が組みたいのは汝らだけである。魔族よりクズなあの男は必要ない」

　そのひどい言い草に、ロリたちはすぐさま反論する。

「そんなことありません。先生は、わたしたちパーティーの要かなめです」

「あんなのでもいざってときは頼りになるしね」

「にいさまの魅み力りよくがわからないなら、ぼくたちとの提携はありえないにゃ」

　対して、ユリナカーノは不敵な笑みをもらした。

「──フッ、そうか。しかしこれを見ても、そう言えるかな？」

　これ見よがしに掛けてあった垂れ幕を、バッと勢いよく取り払った。

　ダテ眼鏡をかけて机に向かっている、ひとりの男の姿があらわになる。

　ロリたちの大切な仲間にして、クズを究きわめたヒモ野郎──すなわち俺ハルである。

「先生、無事だったんですね！」

　ぱあっと笑みを咲かせて、歩み寄ろうとする藤花。

　そんな親友の腕をつかみ、千ち鶴づるは慌てて制止した。

「──待って藤花！　あきらかに様子がおかしいわ！」

「え……？」

「なんか賢そうなメガネをかけているし、机の上をよく見て！」

「……あれは、もしかして、参考書ですか？」

「そう！　あのクズが真面目まじめに勉強しているなんて、どう考えても異常事態よ！」

「──っ」

　千ち鶴づるの鋭い指摘に、藤とう花かは絶句して固まった。

「ユリナカーノ！　にいさまになにをしたにゃ!?」

「ククッ、たいしたことはしてないよ」

　紗さ奈なに怒鳴られ、ユリナカーノは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「やつの魔力構造を編集して、ちょっと真ま人にん間げんにしてやっただけさ」

「「「──っ!?」」」

「あのクズは、ひとりではなにもできない無能だからな。将来を悲観的に語ってやったらご覧のとおりさ。必死になって、公務員試験の勉強をはじめたよ」

「──ひ、ひどい、あんまりです！　先生を甘やかさないなんて、パンダから笹ささをとりあげるようなものじゃないですか！」

「むごすぎるにゃ！　にいさまの身体からだは、社会に役立つようにできてないにゃ！」

「……まあ、真面目なのはいいことだと思うけど、本人の意志を尊重すべきよね」

　藤花と紗奈は憤慨し、千鶴も複雑そうに意見した。

「おいおい、クズを真人間にしてやったんだぞ？　感謝してくれてもいいじゃないか」

「余計なお世話です。もとの先生に戻してください」

「……本当に、それでいいのか？」

　大おお仰ぎように身振り手振りを交えて、ユリナカーノは熱弁する。

「規則正しい生活を送り！　不ふ埒らちな振る舞いはせず！　ガチャにハマることもなく！　社会奉ほう仕しに喜びを見いだす！　非の打ち所がない好青年になるんだぞ!?」

「はい。そんな先生は、先生じゃありませんから」

　けれども、藤花はきっぱりと言い切る。




「わたしが、わたしたちが愛しているのは……どうしようもなくだらしなくて、ちょっとえっちで、好きなことを好きなだけやって、社会では評価されないですけど……でも、誰よりも優しくて、ヒモとして向上心があって──最高に素敵な先生なんです！」




　千鶴と紗奈も、その言葉に続く。

「あたしが望むのはハルの成長であって、改造ではないわ。……それに、その役目はあたしのものだから。勝手にいじらないでほしいわね」

「ぼくたちがにいさまを輝かせることで、この世界に光が満ちるにゃ。どんな宝石よりも美しいクズ。それがにいさまのありかたにゃ」

　…………まったく。三人とも、天使にもほどがあるだろ。

　役になりきらなくちゃいけないのに、涙がこぼれてしまいそうだ。

「……そうか。であれば、やむを得まい」

　ユリナカーノは残念そうに吐と息いきをもらし、俺に向かって杖つえを振るう。

「クズがどれほど害悪か、力尽くで認めさせてやろう！」

　俺は机を離れ、みんなの前に立ちはだかった。

　メガネをクイッと押し上げて、優等生っぽく告げる。

「皆さん。締め切りはきちんと守りましょう」

「──す、すごくまともなことを言い出しましたっ!?」

「普段のハルだったら絶対に言わない台詞せりふね！」

「にいさま、正気に返るにゃ！　締め切りなんかより、楽しく作るほうが大事にゃ！」

　衝撃を受ける藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈な。

　三人の声を聞いて、俺はやや大げさに苦しみだす。

「……ぐっ……うぅ……っ！」

「先生!?」「にいさま!?」「えっ、ちょっと、大丈夫っ？」

「……ぐうぅっ、みんな……逃げろ……っ！　俺はっ……あの鬼き畜ちく編集者に……っ、支配されている……！」

「ダメです！　先生を見捨てられるわけないじゃないですか！」

「てかこのクズ、ボードゲームのときも操られてなかった!?」

「にゃあ、にいさまはサブ属性が『クリエイター』だから、魔導編集者の言葉はこうかばつぐんなんにゃ！」

「フハハハハハ！　やってしまえクズ！　そして締め切りは厳げん守しゆしろ！」

　高笑いが板につきすぎなユリナカーノの命令に従い、俺はロリたちに襲いかかった。

　最初のターゲットは前衛の剣士、藤花である。

「反転ヒモスキル！　ドレインなでなで！」

「きゃあああっ♡」

　さらさらの黒髪をすくようになでなでした。

　藤花はまともにくらってしまい、やすやすとＨＰを吸い取られる。

　続いてのターゲットは同じく前衛の格闘家、千鶴だ。

「……や、やれるもんならやってみなさいよっ！」

「ドレインなでなで！」

「くぅっ……こ、これくらい、気持ちよくなんてないんだから！」

「からの──ドレインなでなで改！」

「えっ、改!?　──ひゃあっ!?」

　ヒモのコンビネーションが炸さく裂れつし、千ち鶴づるは顔を真っ赤にして悲鳴をあげた。

　通常の『ドレインなでなで』は頭をなでなでするが、『ドレインなでなで改』はおなかやふとももをなでなでする上位スキルである。

　不意を突かれたのもあって、千鶴は一気に半分以上のＨＰを吸われてしまった。

　さらにヒモの攻撃は、後衛の魔法使いにも及んでしまう。

「反転ヒモ奥おう義ぎ！　ドレインハグなで！」

「にゃあっ！　これは抵抗できないにゃあ……♡」

　ハグとなでなでが一体になった最上位スキルのひとつに、紗さ奈なは見事に捕まった。

　ＨＰだけでなくＭＰまで吸い取られ、人ひと懐なつっこい家ネコ同然になってしまう。

「さ、さすが先生です！　このままだとパーティーが壊かい滅めつします！」

「ええ、敵にまわすとほんと厄やつ介かいなクズね！」

「にいさまの攻撃は、ぼくたちにばつぐんのこうかを発揮するにゃ……っ」

「とりあえず、わたしが盾になって時間を稼ぎますね！」

「だ、ダメよ藤とう花か！　それならあたしが犠ぎ牲せいになるわ！」

「ふたりとも待つにゃ！　ここはぼくが食い止めるにゃ！」

「紗奈はもう奥義をいただいているじゃないですか！」

「そうよ！　回復するまで休んでなさい！」

「心配ご無用にゃ！　仲間のためなら倒れるまで戦うにゃ！」

　仲間を想おもって（？）言い争いをはじめる三人に、たわわメイドが口を挟む。

「……すみません。私がぶっとばしてもいいですか？」

「えっ、そんなの絶対ダメです！　先生はわたしたちにまかせてください！」

「……ですが、我が慢まんにも限度というものが……」

　こぶしを握り、麻ま耶やさんが威い嚇かくするように俺をにらむ。

　……これはいけない。ちょっと早いがマジギレされる前になんとかしよう。

「うぐぐ……み、みんな……思い出のアイテムを……使ってくれ……っ！」

　ロリたちはハッとして、それぞれアイテムを掲かかげる。

「わかりました！」

「こ、これでいいのっ？」

「にいさまの精神支配をディスペルするにゃ！」

　藤花は扇せん子す、千鶴はイルカ先せん輩ぱいのピンバッジ、紗奈は琥こ珀はくのキーホルダー。

　取材デートで買ったものであり、三日間のクエストで登場したものだった。

　これらのおかげで、『ハル』は正気に返ることができる。

「──みんな！　助けにきてくれてありがとう！」

　俺はメガネを外し、魔導編集者の呪じゆ縛ばくから逃れたことを喜んだ。

「先生、よかったです！」

「まったく、やれやれね」

「にいさまなら大丈夫だと信じてたにゃ！」

　三者三様のリアクションで、俺のことを囲んでくれる。

　勇気づけられた俺は、凛り々りしくユリナカーノと向き合った。

「よくもやってくれたな鬼き畜ちく編集者！　もうおまえの好きにはさせないぞ！」

「あ？」

　……さ、さすが上位の魔族だぜ。威圧感がガチすぎる……。

「なんだよ、もういっぺん言ってみろよ」

　口調がユリナカーノじゃなくてただの夕ゆ莉りちゃんである。

「……で、できる限り好きにしないようご検討していただけますと幸いです」

「断る。おまえを八つ裂きにする」

　低姿勢でお願いするも、一いつ蹴しゆうされてしまった。

「情けないわねハル。もっとビシッと言ってやりなさいよ」

「無理。怖すぎる……」

　あきれ顔の千ち鶴づるに、俺はふるふると首を振る。

「でも、どちらにせよ戦わなくちゃいけませんよね？」

　もっともなことを言う藤とう花か。

　しかもここは大一番。ヒモの活躍によって勝利をおさめるのが望ましい。基本的にはクズだけど、ここぞというときに力を発揮するのが、ヒモクロニクルの『ハル』である。

　しかし、相手は超凶悪。ふつうのスキルで倒せる相手ではないし、むしろ倒せてしまってはがっかりだ。盛りあげるためにも、なにか演出が必要だろう。

　となると、手段はひとつしかない。

「にいさま。契約の儀ぎ式しきをするにゃ」

　紗さ奈なも同じ結論に至ったようだ。

「えっ、儀式って例のやつですか？」

「ちょ、ちょっと紗奈、本気で言ってるの……？」

　藤花と千鶴が顔を赤らめて動どう揺ようする。

　白状すれば俺もすこし迷っていた。リスクがでかすぎる。夕莉ちゃんはともかく、麻ま耶やさんの前でやったら、それこそ八つ裂きにされてしまうんじゃないだろうか……。

　しかし、

「ユリナカーノに打ち勝つには、やるしかないにゃ」

「わ、わかりました。やりましょうっ」

「……し、仕方ないわね。付き合ってあげるわ」

　ネコミミ魔法使いの言葉に、剣士と格闘家もうなずいた。

　決意は固い、か。こうなってしまっては、俺は流れに乗るしかない。

「麻ま耶やさん！　すこしのあいだ、ユリナカーノを食い止めてくれ！」

　と叫び、叙じよ勲くんを受ける騎士のごとく、三人の前に片膝をついた。

「……先生」

「──えっ、ちょっ、待ってくださいっ！」

　麻耶さんの制止をスルーして、まず藤とう花かが、俺の額ひたいにキスしてくれた。

「「──っ！」」

　驚きよう愕がくに目を見開き、麻耶さんとユリナカーノがフリーズする。その隙に、

「……ハル」「……にいさま」

　千ち鶴づると紗さ奈なも儀ぎ式しきを完かん遂すいしてくれた。

　最高のヒロイン三人による同時覚かく醒せい。これで強くならないわけがない。

　体力がなくなるまでの一定時間、『ハル』は世界最強の冒険者となった。

「…………ふっ、おまえのクズっぷりには負けたよ」

「…………あとで泣くまでこらしめます」

　ユリナカーノは盛大に苦笑いをして、麻耶さんは絶対零度の瞳ひとみでつぶやいた。

　……もしかしたら俺の寿命は今日限りかもしれない。

　が、仮にそうだとしても──全力でこの瞬間を楽しもう！

　優先すべきは将来よりもいま。それが、ヒモの生き方だ！

「さあ、いくぞみんな！　俺たちで世界を守るんだ！」

「はい！」「ええ！」「にゃん！」

「そのためにまずはビキニアーマーに着替えてくれ！」

「「「………………え？」」」

「あそこの宝箱に入っている！　あれを装備すれば俺たちの勝利は確定だ！」

「……えっと、戦闘中に着替えるんですか？」

　と小首をかしげる藤花に、俺は力強くうなずく。

「そうだ。そのほうがヒモの力もアップするからな。あ、もちろん麻耶さんもお願い」

「──え、私もですか!?」

「ついでにユリナカーノさんも」

「──はあ!?　いや、敵まで着替えるのはいくらなんでもおかしいだろ！」

「好きな相手に好きな衣装を着させるのが、ヒモの奥おう義ぎのひとつなので」

「意味わかんねえ！」

　ユリナカーノは頭を抱えて絶叫し、

「あははははっ、素晴らしい不条理です！　それでこそ先生です！」

　藤とう花かは大笑いしてくれ、

「まあ、ハルのシナリオに整合性を期待するほうが間違ってるわ」

　千ち鶴づるはどこかあきらめたように苦笑し、

「常識より快楽を追求する、安定のにいさまクオリティにゃ」

　紗さ奈なはネコの手をにゃんにゃんさせて微笑ほほえみ、

「……うぅ……これはもう、逃げられないパターンですね……」

　麻ま耶やさんは早くも頬ほおを染めて、深々とため息をもらしていた。

　そしてだいたい十分後。

　ビキニアーマーに着替えたロリ三人と、美女ふたりがヒモの前に現れる。

　健康的で瑞みず々みずしいロリ肌。あふれんばかりのたわわ。モデル顔負けのくびれに、すらりとしたおみ足。最高としか言いようがなかった。俺は軽く涙ぐんで感動を伝える。

「ありがとうみんな！　愛してるよ！」

「えへへ♡　わたしも先生のこと、心の底から愛しています」

「あ、あたしも……そうね、そんなでもないけど、ちょっとくらいは、愛してるわ」

「にいさまのおかげで、愛がどういうものか、知ることができたにゃ」

[image: ]

　うれしそうにはにかみ、俺の気持ちに応えてくれる三人。

「……夕ゆ莉りさん、ご提案が……」

「……ああ、いいな。そうしよう……」

　麻ま耶やさんと夕莉ちゃんは真っ赤な顔で、なにやらささやき合っていた。

　ヒモを抹まつ殺さつする方法を相談しているのかもしれない。

　この戦いが終わるやいなや、ほとぼりが冷めるまで海外に逃げるべきだろうか……。

　ともあれ。そんなこんなで、ユリナカーノは降伏する。

　こちらの言い分にすべて従う形で、業務提てい携けいを結ぶことになった。

　最低限の条件は──ヒモの理念を大切にすることである。

　これさえ守っていればきっと、魔界に新しい秩ちつ序じよを築くことができるだろう。







　無事にクエストを達成したあとは、一階の酒場で打ち上げを開く。

　ロリたちが私服に着替えているあいだ、美女ふたりからそれなりの制せい裁さいを受けたが、なんとか俺は生存を許された。呼吸ができるってすごく素敵なことだよね……。

　クリア報ほう酬しゆうとして、俺はグランドルート編の漫画を用意していた。ロリたちならきっとこういうふうに攻略してくれるだろう、と想像しながら描いたものだ。

　すぐに渡したいところだったが……ちょっと待ってもらうことにした。

　どうしても加筆修正したくなったからだ。

　──ロリたちのおかげでハルは救われ、ユリナカーノ相手に勝利をおさめる。

　という大筋の流れは当たっていた。甘やかしのスペシャリストであるロリたちなら、ヒモとしての『ハル』を肯定してくれるだろうと信じていた。

　でも、台詞せりふ回しだったり、表情や仕草だったり、要するに漫画として大切なところは、俺の想像を遥はるかに超えていた。俺が描くヒモクロニクルのキャラクターよりも、現実のみんなのほうがずっとずっとかわいくて魅み力りよく的だった。

　ヒモ生活もそれなりの期間が過ぎて、すこしは成長できたという自負もあるけど……。

　まだまだ精しよう進じんしないといけないな、と痛感する。

　同時に、とてもうれしくなった。

　残念ながらいまの俺では、この魅力を完全に再現することはできない。

　だけど、すこしでも近づけるよう努力したいし、それができる環境を与えられている。

　藤とう花かたちと一緒に楽しく暮らし、そしていつか──

　みんなの魅力を百パーセント引き出した、究極の漫画を描きあげたい。

　そのためにも俺は。

　ヒモとして精進することを、あらためて心に誓うのだった。
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　見事エンディングにたどり着き、ロリ聖せい誕たん祭さいが幕を閉じた──翌朝。

　俺は自分でも驚くくらいの早起きをした。時計を見ると、なんとまだ六時である。

　普段なら確実に二度寝するところだけど……。

　どうにも落ち着かず、寝つくことができなかった。

　漫画を読みながらしばしゴロゴロして、いいタイミングで一階の食卓までおりる。

　せっかくなので藤とう花か、麻ま耶やさんと一緒に朝食をいただいた。

　完食したところで、藤花がこんな話を振ってくる。

「先生、今日はなんの日か知っていますか？」

　もちろん知っていた。おかげで早朝からそわそわしている。

　が、意識していると思われるのも照れくさい。ここはとぼけさせてもらおう。

「……え？　今日？　うーん、ちょっとわかんないなぁ……」

「ふふふ、そうですか。でしたら、わからないままでいてください」

　藤花は意い味み深しんな笑みを浮かべ、

「あと、ひとつお願いしてもいいですか？」

「なに？」

「今日はわたしたちが帰ってくるまで、お菓子は食べないようにしてください。その代わり、とびっきりのおやつを用意いたしますので」

「ん、了解。ほんとなんの日かわかんないけど、楽しみにしてるよ」

　これでもかと気を持たせてくる藤花に、俺は笑顔でうなずいた。







「──って、藤花が言ってくれたんですけど、これってアレですよね!?　いわゆる『チョ』がつくアレですよね!?　そう思っても大丈夫ですよねっ!?」

『……いつにも増して、うざさが半端ないな、おまえ……』

　興奮してまくし立てると、受話器からうんざりした声が返ってくる。

　藤花が登校してから数時間。昼休み頃を狙って、俺は夕ゆ莉りちゃんに電話をかけていた。

「ちょっと面倒くさがらないでくださいよ！　めっちゃ大事なことなんですから！　作家のメンタルをケアするのも編集者の仕事でしょう！」

『うるせえ。ケアするまでもなく、おまえはむしろメンタルが強すぎるタイプだろーが』

「え、そうですか？」

『でなきゃヒモになんてなれねーよ』

「なるほど……。いや、そんなことはどうでもよくて！　それより藤とう花かの話ですよ！　これは期待しちゃってもいいんですよね？　ねえっ？」

『…………まあ、いいんじゃねーの？』

　もはや罵ば倒とうすら面倒になったのか、夕ゆ莉りちゃんはふつうに答えてくれた。

『バレンタインデーにとびきりのおやつって言ったら、そりゃチョコレートだろ』

「あぁっ、その名称をはっきりと出しましたね！　出しちゃいましたね！」

『だから、いちいちうるせえんだよ、クズ』

　──そう。本日は二月の十四日。

　思春期にとってはよくも悪くも一大イベント、バレンタインデーである。

　去年までの俺は、この日に対して好感情は欠片かけらも持っていなかった。

　お菓子メーカーや広告代理店の陰いん謀ぼうだとか、チョコもらったやつ全員虫歯になれだとか、消費税あげるならチョコ税を導入しろだとか、そんな暗い思考に囚とらわれていた。

　しかし。しかしである。

　今年の俺は、ロリのヒモ！

　三人のかわいいロリたちと、ひとりの美しいメイドから、心のこもったチョコレートがいただけるんじゃないかと、正直めちゃくちゃ期待していた。

『いや、藤花ちゃんたちはともかく、麻ま耶やさんはおまえなんかにやらねーだろ』

「えー、そんなことないでしょ。なんだかんだで麻耶さんも俺のこと好きだと思いますし」

『……あー、まあ、そうだな。そう思ってるほうが幸せなら、それでいいんじゃね？』

「えっ、なんですかその反応？　麻ま耶やさんからなんか聞いてるんですか？」

『詳しく聞きたいなら話してやるけど？』

「あ、やっぱ怖いから遠えん慮りよしておきます」

　知らぬが仏、知らぬが仏……。

『じゃあ、そろそろ仕事するから切るわ。てか、そもそもこんなクソどうでもいいことで電話かけてくんじゃねえ』

「……ちなみに、夕莉ちゃんからのチョコは？」

　苦言は聞かなかったことにして、おずおずと訊たずねてみた。

『あるわけねーし、夕莉ちゃんって呼ぶな』

「えぇ……」

『どうしてもほしけりゃ、コンビニで買ってこい。レシートをとっといてくれれば、あとで金は払ってやる。あ、五百円以下な』

「……情じよう緒ちよもへったくれもないですね」

　手作りどころか、手渡しですらないなんて……。

　でも、悔しいから真まに受けてやる。

　食べるのは後日にして、あとでコンビニに買いに行こう。







　バレンタインデーにおける男子の精神は、藁わらの家より容易たやすく揺らぐ。

　夕ゆ莉りちゃんからも太たい鼓こ判ばんを押してもらい、確実に大丈夫だろうと思っていても……。

　それでも時間が経過すると、もしかしたらもらえないオチもあるんじゃないか？

　なんて、情けない不安に駆られてしまう。

　俺の思い上がりではないか？　とびきりのおやつってのは単に限定スイーツが手に入っただけではないか？　現実はチョコほど甘くないのではないか？

　期待が強すぎるだけに、もらえなかったときのダメージは計り知れない……。

　大丈夫、大丈夫、と自分に言い聞かせながら、審判のときを待った。

　しばらくして、麻ま耶やさんが部屋を訪ねてくる。

「これから許可するまで、絶対に一階におりてこないでください」

　例のおやつを用意するのだろうと察し、俺は無言でうなずいた。

「……なんか神しん妙みようすぎて気持ち悪いですが、とにかくお願いしますね」

　無駄に罵ば倒とうを交えて、麻耶さんは部屋をあとにした。

　それからどれくらい経たっただろう。

　気がつくと、スマホにメッセージが届いていた。

　麻耶さんからで、一階までおりてこいとのこと。もちろん素直に従った。

　──そして、そこには夢のような光景が広がっていた。

　テーブルの上にこれでもかと並んだお菓子、お菓子、お菓子。

　チョコ味であろうクッキーやマカロンをはじめ、ひときわ目を引くのはとろとろのチョコが吹き出す噴水のような装置だ。テレビで観みたことがある。たしかチョコレートファウンテンとかいう、フルーツなどを浸ひたして食べるやつだ。チョコフォンデュといったほうが、イメージをつかみやすいかもしれない。

「先生！　ハッピーバレンタインです！」

「……ま、ヒモ相手でも、いちおう義理があるからね」

「にいさまのお口に、あまあまの魔法をかけるにゃ♡」

　パティシエールの格好をした、藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈なが、キッチンのほうから現れた。

　つまり、もう不安を抱く必要はないのだ。俺の願望は成じよう就じゆしたのだ。

　人生ではじめて、女の子からチョコレートをいただけるのだ！

「──ありがとうみんな！　本当に、超愛してる！」

　俺は感激して、三人を順番にハグなでした。

「さっそく食べてもいい？」

「もちろんです！　よろしければ、まずはクッキーからどうぞ！」

　我が慢まんできなくて訊たずねると、藤とう花かが破は顔がんして勧すすめてくれる。

「……なんなら特別に、あたしが食べさせてあげてもいいわよ？」

「にゃっ、ずるいにゃ千ち鶴づるっ。ぼくもにいさまににゃーんしたいにゃっ」

　たいへんありがたい申し出だけど、ここで揉もめるのもなんなので、最初のひと口は自分の手でいただくことにする。丸くて愛らしいチョコクッキーを──さくり。

「──おお、うまいっ！」

　甘さのなかにほどよい苦味もあって、実に俺好みの味だった。

「えへへ、それはよかったです！」

「……自信はあったけど、ほっとしたわ」

「にゃあ、前回のリベンジ成功にゃ」

　格好からしてそうだろうと思っていたが、やはり手作りだったようだ。

　前にいただいたクッキーは、コーラ入りのなんとも言えないやつだったのに……。

　今回は本当に、お世辞抜きでおいしかった。さすがロリ。成長が著いちじるしいな。

「麻ま耶やの指導のおかげですね」「ほんと、ありがとね」「麻耶さん最高にゃ♡」

　ロリパティシエールたちが、メイドさんをきゃっきゃと囲む。

「いえいえ、皆さんががんばったからですよ」

　麻耶さんはほんのり頬ほおを染めてはにかんだ。

　その尊い様子をほのぼの眺めていると、

「……言うまでもなくあなたのためではないので、勘違いしないでくださいね」

　ジト目でわざわざ釘くぎを刺してきた。このツンたわメイド、やっぱりなんだかんだ言って俺のことが好きなんじゃないかと思うのだが、まあ、ここはそういうことにしておこう。

　クッキー以外のあれやこれやも堪たん能のうし、いよいよチョコレートファウンテンに挑む。

　割り箸を大粒のイチゴに刺して、チョコの泉にたっぷり浸ひたす。

「先生、あーんです♡」

　最初に、ジャンケンで勝った藤花が食べさせてくれた。

　言うまでもなくうまかった。間違いなく、チョコもイチゴも最上級のものだろう。

　と、ここでちょっとした既き視し感かん。数秒考えて、思ったことを口にする。

「なんかこれ、ちょっとしゃぶしゃぶと似てない？」

「あっ、言われてみるとそうですね」

「──にゃ。つまり、にいさまはノーパンで食べたいってことにゃ？」

　納得する藤花の横で、紗さ奈なが名探偵のようなキメ顔で言った。

「──ちょ、ちょっと紗奈、変なこと言わないでよ！」

「──そ、そうです。そういうことを言うと、この人のことだから……」

　千ち鶴づると麻ま耶やさんが顔を赤らめて焦る。

　──フッ、おーけー。やれやれまったく、仕方ないなあ。

　そういうことならヒモとして、全力で期待に応えてやろう！

　右の手のひらをバッと前に突き出して、俺は高らかに宣言する。




「──緊急ヒモクエスト発生！　ノーパンバレンタインデーを開催せよ！」




「にゃっ、にいさまからのクエストきたにゃ！　藤とう花か、わかってるにゃ!?」

「はい！　先生を甘やかすため、いつだって心の準備はできています！」

「いや、なにふたりでうなずき合ってるのよ!?　ぜったいダメだからね！」

「千鶴さまの言うとおりです！　藤花、紗さ奈なさま、この人の口くち車ぐるまに乗っては──」

「──クリア報ほう酬しゆうはお姫さまなでなでチケット！　ただし全員参加した場合のみ！」

　麻耶さんの説得を遮さえぎるように告知すると、

「わっ、すごい豪ごう華か報酬です！　これを逃す手はありません！」

「やばいにゃ！　ぜったいほしいやつにゃ！」

　もともと乗り気だった藤花と紗奈は当然として、

「…………たしかに、ちょっとアリね」

　千鶴も前向きに検討をはじめた。

「えっ、千鶴さまも!?　待ってください！　どうか考え直してください！」

「麻耶、協力してください！」

「ぼくたちには麻耶さんの力が必要にゃ！」

「……そ、そうね。麻耶さんも一緒にやってくれるなら、あたしもがんばるわ」

「──っ…………………あぅぅ………………………か、かしこまりました」

　三人の上目遣づかい包囲網によって、麻耶さんは十七秒で陥かん落らくした。

　チョコレートも驚きの甘さである。







　と、そんなわけで。

　それからみんなでノーパンになり、甘くとろける至高のバレンタインを満まん喫きつした。

　……しかし、あれだな。ここまで楽しませてもらっちゃうと、お返しをどうするか悩んでしまうな。感謝の気持ちを伝えるためにも、とびきりのホワイトデーを提供したい。

　──あ、そうだ。俺がデザインした特注のヒモパンティとかどうだろう……？

　うん、案外いいかもしれない。とりあえず、各自に合ったデザイン案を作ってみよう。

　ノーパンの天使たちに囲まれて、そんなことを考えるノーパンのヒモであった。

[image: ]





あとがき







　本書を手に取ってくださる紳しん士し淑しゆく女じよの皆さまなら、すでにご存じの方も多いと思いますが、本作のコミカライズがスタートしました！

　ヤングチャンピオン烈（秋田書店）さまにて、大好評連載中であります！

　しかも手がけているのはなんと、へんりいだ先生です！　なんて贅ぜい沢たく！　なんて幸福！　おかげさまで、ページをめくるたびに超かわいいが飛び出てくる、ぼくにとっても読者さまにとっても、最良にして最強のコミカライズになっております！

　素晴らしいのは絵だけではありません。漫画という媒体に合わせて、オリジナルのエピソードが展開されており、それがまたお世辞抜きで、たいへんおもしろいのです！

　ですから、原作の読者さまには絶対に、この漫画版を読んでいただきたく思っております。１巻が本書と同じ発売日です。何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします！

　というわけで、謝辞でございます。へんりいだ先生、漫画の作業などでお忙しいなか、今回も激かわなイラスト、まことにありがとうございます。

　担当さまをはじめ、本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そしてもちろん、ここまで読んでくださったあなたさま。心から御礼申し上げます。














電子書籍特典　書き下ろし短編

『ロリヘアサロン（紗奈編）』





「小森紗奈にゃ。召還に応じて参上したにゃ。ご指名、感謝にゃ」

　なんとなく髪が伸びた気がしたので、俺は選ばれしもの（ヒモ）だけが入店することを許される、会員制のヘアサロンにやってきた。

　ここに在籍しているスタイリストはもれなく凄腕だが、なかでも紗奈ちゃんは『にゃんにゃんカット』に定評がある。髪を切られながらにゃんにゃんされたいときは、彼女に担当してもらうのが一番だ。

　俺の肩をもみもみしながら、紗奈ちゃんが言う。

「それでにいさま。今日はなにを斬り捨てればいいにゃ？　やっぱり魔族にゃ？」

「いや、俺の髪を切ってくれ」

「にゃ？　もしかして、ふつうのお客さんとして来てるにゃ？」

「ああ。だからテキトーに切ってくれ。できるな？」

「もちろんにゃ。にいさまが切ってほしいものを切る……それがぼくのお仕事にゃ。ちなみに切った髪は、魔術の触媒にしてもいいにゃ？」

「俺を呪わないなら好きにしていいよ。とりあえずシャンプーを頼む」

「かしこまりにゃ。にいさまの髪に、ぼくの魔力を浸透させるにゃ」

　大量のシャンプーを使い、ちっちゃな手で髪を洗ってもらう。

「にゃんにゃーにゃーん♪　にいさま、どうにゃ？　気持ちいいにゃ？」

「ああ、すげえきもちー」

「それはよかったにゃ♥　魔力が足りてないところがあったら遠慮なく言うにゃ」

　ごきげんなシャンプーに続いて、ヘアカットに入る。

「切ってるあいだ、これを読んでるといいにゃ」

　暇つぶし用のアイテムとして、コピー用紙の束を差し出された。

「……なにこれ？」

「ぼくが書いたラノベにゃ。超おもしろいにゃ」

「……なるほど。それは期待せざるを得ないな」

　居住まいを正し、真剣に紗奈ちゃんのラノベを読ませてもらう。

　無駄に漢字が多いなど、文章には改善の余地があると思ったが……。

　内容そのものは、宣言どおりの出来だった。

「いやー、ありがとう。マジで超おもしろかったわ」

　二時間ほどかけて読了し、感想を伝える。

「にゃふふ、さすがにいさま。見る目があるにゃ♥」

　紗奈ちゃんはとてもうれしそうにはにかんだ。

「でも、これだけは言わせてくれ」

「なんにゃ？」

「髪が一ミリも切られてないんだけど？」

「…………にいさまの反応が気になって、すっかり忘れてたにゃ」

「本末転倒すぎるな……」

「今日はもう営業終了だから、また明日来るにゃ」

「まあ、いいけど。じゃあまた──」

「待つにゃ。お代をちゃんと支払うにゃ」

「請求はきっちりすんのかよ!?」

「にゃふふ、お姫さま抱っこでいいにゃ♥」

　言われるがまま七分間お姫さま抱っこをして、俺は店をあとにする。

　カットはしてもらえなかったが……髪と心のトリートメントはばっちりだった。

　さすがロリヘアサロン。仕事が不十分でも、満足度は最高だぜ……。
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